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　第九〇話プロローグとエピローグと

　　‐take two‐





「すべてのレイヴンは黒い」

　黒くろ尽ずくめの男が言った。

　黒いシャツに黒い細ほそ身みのジーンズ、黒いスニーカー。硬かたい黒くろ髪かみを無む造ぞう作さに散らせている。その姿は、どことなく死神を連想させる。

　まるでそれを象しよう徴ちようするかのように、右の人ひと差さし指ゆびにクレイジー・ピッグの大きなドクロの指ゆび輪わをしている。

「すべてのレイヴンは黒い。カール・Ｇ・ヘンペルという哲てつ学がく者しやによる『カラスレイヴンの逆ぎやく説せつ』と呼ばれる命めい題だいだ。知ってるかな？」

　ガラス製のテーブルを挟んで革かわ張ばりのソファが置いてある。どこかの事じ務む所しよの応接間だろうか。

　なるほど、曇くもりガラスが嵌はめられた出入り口のドアには「九いちじく探たん偵てい事務所」の文字が見える。ここはどうやら、探偵事務所らしい。

　しかし、応接間と呼ぶにはあまりにも貧ひん相そうだ。

　さほど広くもない一室。入り口に近い側に低いテーブルとソファが備そなえられ、その奥にデスクが一つ、所しよ在ざいなげに置かれている。

　そのデスクの上には旧きゆう型がたの電話機が見える。窓まどの外から入りこむ西にし日びを受けて、妙に黒黒と光っていた。

　壁かべに沿って、大小の棚たなが何の法ほう則そく性せいもなく並んでいる。判はん型けいもバラバラに並ぶ書物はデコボコで、まるで立体パズルのようだ。訪おとずれる者に雑ざつ然ぜんとした印象を与えるだろう。

　それから旧きゆう式しきテレビがぽつん、と背の低い棚の上に置かれている。

　ソファに腰こしかけている黒くろ尽ずくめの男は、やたらに前まえのめりの姿し勢せいだった。

「知らん」

　男の問いに対して、短く吐はき捨てる答えが返ってくる。少女の声だ。落として割れたガラスの破は片へんのように繊せん細さいで尖とがった声をしていた。

　テーブルを挟んで、男の向かいのソファに黒い少女が座っている。

　座っている？　正せい確かくには、肘ひじかけに背中を預あずけ、だらしなく足を投げ出している。ほとんど寝転がっている状態に近い。

　彼女は寝転がりながら、駄だ菓が子し屋やで売っているような安っぽいパッケージの袋に手を突っ込む。その中から桃色の金こん平ぺい糖とうを掴つかむと、小さな口に運んだ。ガリガリガリと噛かみ砕くだく音がする。

　投げ出された彼女の華きや奢しやな足は黒いニーソックスに締め付けられていた。黒いエナメルの丸い靴くつを履はいている。

　彼女もまた、全身が黒尽くめだった。

　黒いワンピースのスカート丈は、立ち上がったなら膝ひざより少し上だろうか。足を投げ出しているので僅わずかに捲めくれているが、黒い少女はまるで気にしていないようだった。

　黒尽くめの男は、頭の先から爪つま先さきまで黒一色で統一されている。黒くろ髪かみで、肌はだも浅あさ黒ぐろい。

　が、少女はというと、しっとりとした薄うすい銀ぎん髪ぱつをしている。前まえ髪がみは眉まゆが覗のぞく辺あたりで切り揃そろえられていた。ショートカットだが、左の一部分だけが伸のばされていて、そこを三つ編みにしている。黒いリボンがその三つ編みに巻き付いていた。少女の肌は、驚おどろくほど白く、どこか病的ですらある。

　黒尽くめの男は続けた。

「カラスは黒いものだ。だから、『すべてのカラスは黒い』という命めい題だいは正しく見える。黒いカラスを見るたびに、この命題、と言うか仮説の信しん憑ぴよう性せいは高まるわけだ。逆に、黒くないカラスを一羽でも見付ければ、この仮説は否ひ定ていされる」

　黒尽くめの男は右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびをピンと立てる。何な故ぜか、その仕し草ぐさは解説口く調ちようにはぴったりだった。大きなドクロの指ゆび輪わが鈍にぶく光る。

「『すべてのカラスは黒い』を別の言い方にすると、『すべての黒くないものはカラスではないものである』となる。そういや、ブランドン・リーの『クロウ』って映画観みた？」

「観てない」

　黒い少女は短く鋭するどく答える。言外に、黙だまれ、というメッセージが込められているようだが、黒くろ尽ずくめの男はそれに気付いているのかいないのか、

「恋人と一緒に殺された主人公が冥めい界かいの使者であるカラスによって蘇よみがえらせられ、悪人たちに復ふく讐しゆうする、という映画だよ。ブランドン・リーの遺い作さくになってしまった」

　などと、解説する始し末まつだ。

　黒い少女は黒尽くめの男の言こと葉ばを無視して、金こん平ぺい糖とうをガリガリガリと噛かみ砕くだく。

　黒尽くめの男は続けた。

「『すべての黒くないものはカラスではないものである』という文章は、論ろん理り学がく的には元もとの命めい題だいと同どう値ちになる。すべてのカラスが黒いのなら、黒くないものは、カラスではない。この関係を『対たい偶ぐう』と呼ぶ。『ＡであるならＢである』の前提部と結論部を否ひ定ていして入れ替えたもののことだ。『ＢでないならＡではない』。命題が真しんならば対偶も真となる」

　黒い少女は、何も言わなかった。

　ガリガリガリと桃色の金平糖を奥おく歯ばで噛み砕き続けるだけだった。小さな手の平で鷲わし掴づかみにし、口に運ぶ。苛いら立だっているのだろうか、星の形――というよりウニの形、をした桃色の金平糖が、ポロポロと零こぼれていく。

「ではここで、ハトを例にとってみよう。ハトは白っつーより灰色だよな？　うん灰色だ。ハトは黒くない。カラスでもない。そういや、旧きゆう約やく聖せい書しよに記されているノアの箱舟のくだりで、カラスは禁を犯して箱舟の中で交こう尾びを行おこなったが故に黒く塗り潰つぶされてしまったのだったね。ちなみに、人類を滅ぼした大だい洪こう水ずいの後、最初にノアが舟から外に放ったのがカラスなんだ。カラスは四十七日目に外に放たれたが、羽はねを休める枝えだが見付からず、すぐに帰ってきてしまう。続いてノアはハトを放った。するとハトはオリーブの葉を咥くわえて戻ってくる。更に七日後にもう一度ハトを放つと、これはもう戻ってこなかった。これによってノアは水が引いたことを知ったんだ。あれ、何の話だっけ？」

「知るか」

　黒い少女は袋の中にその小さな手を突っ込む。が、いつの間にか、中の金平糖がなくなっていた。

　黒い少女は、チッ、と舌した打ちをし、苛立たしげに袋をぐしゃぐしゃに丸めて黒尽くめの男に投げ付けた。が、袋は黒尽くめの男のもとまで届かず、ガラスのテーブルの上に、へちょっ、と、落ちただけだった。

　それがまた、少女を苛つかせたようだ。何かのバロメーターの針がガンガン揺れているかのような……。

「ああ、ハトか」

　黒くろ尽ずくめの男はポンと、手を打った。

「灰色のハトは、『すべての黒くないものはカラスではないものである』という仮説の確認例となっている。つまり『すべてのカラスは黒い』の仮説の確認例だ。しかし同時に、こんな仮説の確認例ともなってしまう」

　黒尽くめの男は、にやぁり、と笑った。口が大きく歪ゆがむ。

「『すべてのカラスは白い』の確認例だ。この対たい偶ぐうは『すべての白くないものはカラスではないものである』だね。ハトは白くないし、カラスでもない。この矛む盾じゆん。一つの観かん測そく結果が対極に位置する二つの仮説の確認例となることなど、あり得るのだろうか？　いや、あってはならない。つまりね、黒いカラスを何羽見付けても、『すべてのカラスは黒い』ことの証明にはならず、それは仮説を統計的に少し確からしくするだけなんだ。ほら、健康番組で出てくる実験の統計結果と同じさ。一週間でこんなに痩やせました、とか。成功者の数を数えても仮説の証明にはならない。それは――」

　黒尽くめの男が言いかけたところで、

　ガバリッ、

　と、黒い少女は飛び起きた。

「がぁあああああああああああああああああああああああ、うるっさい！」

　調弦の乱れたヴァイオリンのような絶叫。

　黒い少女は、ガラステーブルに黒くて丸いエナメルの靴くつをのせ、黒尽くめの男を指差す。

「私はお前のウンチクが嫌きらいだし、お前の喋しやべり方も嫌いだし、お前の声も嫌いなんだ！」

「何だかまるで僕ぼくのことが嫌いみたいだ」

　とぼけた声で言って、黒尽くめの男は笑った。

「あぁ、すまない。私の言い方が悪かったな。私はお前が大嫌いなんだ」

「まだ途と中ちゆうだったのに。エンターテイン、楽しませる、という動詞はラテン語の『保ち続ける』に由来する。つまり、最後まで聞いた者だけが楽しめるんだ。それに行儀が悪いよ、九いちじく。テーブルに足をのせるなんて」

「黙だまれ、一にのまえ！」

　九いちじくと呼ばれた少女は、テーブルの上にあった足を蹴けり上げた。自陣から大きくパスを出すサッカー選手のように。

　その動作で、黒いワンピースの裾すそがふわりと捲めくれる。

　黒くて丸いエナメルの靴は、前まえのめりで話をしていた一にのまえという男の顎あごに、クリーン・ヒットした。

「がッ」

　一にのまえは、勢いきおいよく仰のけ反ぞった拍ひよう子しにソファの後ろに転げ落ちた。

「はひふんはほ、ひへへは。ひはほはんだほ」

　解読するに、何すんだよ、痛いてぇな。舌したを噛かんだぞ、だろう。

「惜おしい。そのまま舌を噛み切っていれば二度と喋しやべられなくなったのにな」

　九いちじくは、指を弾はじいて、本当に残念そうに言った。

「あんまりだ！　暴ぼう力りよく反対！」

「うるさい！　黙だまれ！　喋るな！　つーか、死しんでしまえ！」

「何て職場環境だ。ストライキを起こすぞ？　責任者を出せ」

「私がこの探たん偵てい事じ務む所しよの所長だ。責任者だ」

　九いちじくは、腰こしに手を当て、小さな胸むねを張る。

　その姿はせいぜい十四、五といった少女で、仁に王おう立だちになったところで、身長百五十センチもあるまい。探偵事務所の所長とは思えない風ふう貌ぼうだ。

「カラスが黒かろうと白かろうと、私には興きよう味みないんだよ」

「またまたぁ。楽しそうに聞いてたじゃないか。目なんか細めてうっとりしてた」

「うんざりしてたんだ！　お前は沈ちん黙もくを知らんのか？　黙だまっていると死ぬのか？　だったら死ね。ベラベラ、ベラベラ、喋りやがって」

「何だよ、僕ぼくは良かれと思ってだね、」

「黙れ」

　話の途と中ちゆうで、九いちじくはぶつりと切断する。

「お前の話し方は鼻はなにつくんだよ」

　しかし、一にのまえは、さも面白い話を思い出した、というように手を打つと、

「そうだ、昔は『すべての白鳥スワンは白い』と思われていた。でも知っているかい？　世界には黒い白鳥がいる」

　懲こりずにまた、話し出す。

　九いちじくは頭を抱える。「頭痛が痛い」という言語レベルに退化したような表情だった。三つ編みと黒いリボンが疲労感たっぷりに、ぶらーん、と揺れた。

「まるでオディールのようだね。オディールって言うのは悪魔の娘むすめの名前さ。チャイコフスキーのバレエ音楽、『白鳥の湖』は知ってるだろ？　オデット姫にジークフリート王子が魅了される場面。悪魔ロットバルトの呪のろいにかかっているオデット姫は白鳥に姿を変えられているのだけれど、夜の間だけ人の姿に戻ることができる。王子は月影の夜に、人の姿に戻った美しいオデット姫に恋をする。一方、オディールは黒鳥だ。普通、オデットとオディールは同じバレリーナが演じる。悪魔の魔法でオディールの姿はオデットとそっくりなんだ。それで王子もオディールを花嫁に選んでしまう。これがまた悲劇の始まりで、っておい聞けよ」

「うんざりだ。私は寝る」

　九いちじくは一にのまえを無視して、仮か眠みん室しつに行こうと背を向けた。どこから取り出したのか、手には棒付きのキャンディーが。包みを解ほどいて頬ほお張ばる。

「まだ夕方だぞ？」

　一にのまえは時計を指し示して言った。時計の針は夕ゆう刻こくの五時を五分ほど回ったところだった。

「怠たい惰だ、こんなに素す晴ばらしい罪つみはない。すべての人間が居眠りと二度寝で遅刻すればいいんだ」

　もごもごと、キャンディーをくわえたまま、九いちじくは言った。

「『怠惰とは、何もしないでいる時間をもっとふやすために午前六時に起きることである』。トリスタン・ベルナールの言こと葉ばさ」

　一にのまえの言葉に、九いちじくは顔を歪ゆがませる。拍ひよう子しにキャンディーがガリッと砕くだける音がした。

「お前は人間なんかの作ったものを好むんだな」

「『彼を知り己を知れば、百戦殆あやふからず』さ」

「それもくだらない人間の言葉だ」

「僕ぼくは諧かい謔ぎやくを理解するよい悪魔なんだよ」

「カラスの間違いだろ。使い魔の分際で、身のほどをわきまえろ」

「僕は強ごう欲よくでね。何もかもを手に入れたい。何もかもをこの目で見たい。何もかもを知り、何もかもを理解したい。つまり、勤きん勉べんで努力家な使い魔なんだ」

「嘘うそつけよ」

「何だよ、それじゃあ僕が本当は怠なまけ者ものみたいじゃないか」

「何だ、それじゃあお前が本当は怠け者じゃないみたいじゃないか」

「失しつ敬けいな」

「本当のことだ」

「そうだけど」

　そんなやりとりを二人がしていると、

　ドガンッ！

　激しい破は壊かい音おんがして九いちじく探たん偵てい事じ務む所しよの扉とびらがぶち抜かれた――。



    

  









    
      




　第一〇九話おわかれに向けて

　　‐jellyfish aquarium‐





　　　１



「クラゲって、死しんじゃうと水に溶けて消えちゃうんだって」

　理り恵えちゃんがそう言ったとき、あたしはどういうわけかとても悲かなしいような気持ちになった。なのに、その気持ちをちゃんと言こと葉ばにすることが、どうしてもできない。

　すごく悲しかった。でも、悲しいという言葉じゃ、何だか全ぜん然ぜん足りない気がした。決けつ定てい的てきに大切なものが欠かけているような気がした。

　どういうわけだか、悲しいという言葉には、あたしが一番伝えたいことがあらかじめ失われてしまっているんじゃないかと思った。

　だけどそれが何だとかは上う手まく言えない。とにかくそれじゃないんだ、ということしか言えない。それっていうのはつまり、悲しいっていう言葉。

　初はじめて人にん魚ぎよ姫ひめの物語を聞いて、最後に人魚が泡あわになって消えてしまうのだと知ったとき、あたしはどういうわけか堪たまらなく許ゆるしがたいような気持ちになったのだけど、理恵ちゃんの言葉を聞いた途と端たんに、そのことを思い出してしまった。

　許せない許さないは、悲しいに似ている。

　懐なつかしい夢ゆめを見て、でも、目が覚めてしまったら、どんな夢を見ていたのか思い出せない。そんな感じ。何かを失ってしまったような後こう悔かいがあるのに、思い出せないことにあたしは安あん堵どしてしまう。たぶん、そういう種しゆ類るいの悲しさ。

　悲しくて何か言いたいのに、それが言葉にならなくて、なのにすごく安あん心しんしている自分に気付いて、あたしは吃驚びつくりする。朝、鏡かがみを覗のぞいたら、あたしじゃない子が映うつっていたみたいな気持ちになって、その子がニヤリと笑うものだから、あたしはほとんど吐はきそうになる。比ひ喩ゆ的てきに言えばそんな気持ち。

　そういうのも含ふくめてすごく悲しかった。

　でもやっぱり、悲しいという言葉は、ちょっとどこかがズレていて、あたしの気持ちを表すにはあまりにも色々なものが含まれていなさ過ぎて、それでも何か口にしなきゃとは思ったけど、結局、あたしは何も言うことができなかった。

　だからこそ、あたしは本当に本当に悲しかったはずなのに。



　夢を見た。夢を見る。あたしは夢を見続ける。理恵ちゃんの夢。

　理り恵えちゃんはどうしてだか、満まん面めんの笑えみを浮かべている。あたしを見つめている。あの頃ころの笑え顔がおであたしを見てる。何だかまるで、そういう呪のろいみたい。理恵ちゃんが口を開いて何か言ってる。でも、それが聞こえない。理恵ちゃんの声が聞こえない。理恵ちゃんは笑っている。

　繰り返される懐なつかしい悪あく夢む。何なん度ども。何度も。理恵ちゃんがあたしに触ふれる。あたしも理恵ちゃんに指を這はわす。その頬ほおにその唇くちびるにその首くび筋すじに……。

　毎まい晩ばん、毎晩、あたしは理恵ちゃんの夢ゆめにうなされる。

　あたしは、それが、とても、苦しい。



　　２



　雨が降ふっていた。あたしも理恵ちゃんも傘かさを持っていなかった。そういうことになっていた。

　窓まどの外では、しとしとと六ろく月がつの生なまぬるい雨が流れていて、あたしたちは埃ほこりっぽい文ぶん芸げい部ぶの部ぶ室しつからそれを眺ながめていた。野球部やサッカー部のかけ声もなかった。電でん気きをつけていても不ふ思し議ぎに暗く、とても静しずかだった。

　Ｃ棟とうの三階にある文芸部の部室は、とても小さくて、雑ざつ然ぜんとしていた。卒そつ業ぎようしていった先輩たちの荷物がそのまま残されていて、そして誰だれもそれを捨てないものだから、物で溢あふれかえっていた。ロッカーは扉とびらが閉まらなくなっていた。壁かべに貼はられたアイドルのポスターは日に焼やけて色いろ褪あせていた。

　それらはまるで忘れられたかのようにひっそりとしていた。

　部室にはあたしと理恵ちゃんしかいなかった。文芸部は弱じやく小しようだったから、それは別に珍めずらしいことでもなかった。あたしはいつものように本を開いていた。

　ガラガラと音がしたので、顔を上げると、理恵ちゃんが窓を開けているところだった。雨の匂においが部屋の中を通り抜けていった。

　理恵ちゃんの長い黒くろ髪かみがゆっくりと揺れた。一本一本が細くて、それは器き用ように織おり込まれた滑なめらかな絹のようにも見えた。

　理恵ちゃんは一度伸のびをして、それから振り向いた。制せい服ふくのスカートが揺れ、胸むねのリボンが一度、上じよう下げした。ちょうど眉まゆが見えるくらいで前まえ髪がみを切り揃そろえていた。丸まるみを帯おびた卵たまご形がたの輪りん郭かく。大きな瞳ひとみが笑みを作った。まつ毛が長い。

「ねえ、みどりちゃん」と、理恵ちゃんの唇があたしの名前を紡つむいだ。少し大きな口だ。

　笑顔になると、殊こと更さらに口が大きく見えるのだけど、それが理恵ちゃんを可愛かわいらしく見せていた。

「雨、やまないね」

　理り恵えちゃんは言った。顔は相あい変かわらず笑え顔がおのままだった。「みどりちゃん」とあたしを呼ぶのは理恵ちゃんだけで、あたしは何な故ぜかそれが嬉うれしかった。

　思い出してみれば、理恵ちゃんはいつも笑っていたような気がする。

　理恵ちゃんは、誰だれとでもすぐに仲良くなるタイプの女の子だった。それは多分、いつも笑顔だったからだろうと思う。人に警けい戒かい心しんを植え付けさせない。理恵ちゃんの周りだけ、いつも空くう気きが明るく、どこか温あたたかい。聞きき上じよう手ずで、でしゃばらない。笑顔のままで相手の話を遮らない。

　理恵ちゃんにはお母さんがいなくて、理恵ちゃんとお父さんとお兄さんの三人暮らしだった。お母さんは理恵ちゃんが幼おさない頃ころに家を出て行ってしまったそうだ。家か庭ていの事情は実はあまりよく知らない。理恵ちゃんのお母さんはよその男の人と浮うわ気きをしていた、という話はちらっと聞いた。それだけで、確認はしなかった。聞いたら悪いかな、と遠えん慮りよしていた。ただ、理恵ちゃんのお兄さんは優やさしくて線の細い人だった。あたしに会うといつも恥はずかしそうに微笑ほほえんでいたのを覚えている。

　あたしは「そうね」とだけ答えた。本から視し線せんを外して、理恵ちゃんの足あし元もとを見ていた。

　上うわ履ばきに、色とりどりのマジックペンで花はな柄がらが描かいてあった。ソールの緑みどり色いろは、何だか葉っぱみたいに見えた。紺こん色いろのハイソックスを穿はいていて、ちょっと目を上げると、短いスカートから伸のびる白い太ももが見えた。

「どこ見てるのよ？」と、理恵ちゃんは少し、悪戯いたずらっぽい目をして言った。

　あたしは口ごもった。

　理恵ちゃんは三組、あたしは四組だった。体育は合同。でも、あたしは運うん動どうが苦手だった。理恵ちゃんは運動が得意。泳ぐのが上う手まくて、理恵ちゃんのバタフライはすごく綺き麗れいだったのを覚えている。

　理恵ちゃんは、戸と棚だなに置いてあるマグカップを手に取った。有名なクマのキャラクターがプリントされているマグが理恵ちゃんの、あたしのは薄うすいブルーだった。

「ローズヒップティーでいい？」

「うん、ありがと」

　理恵ちゃんは電でん気きポットのお湯をマグカップに注そそぎ、それを一度、窓まどの外に捨てた。それから、ティーバッグを入れ、お湯を注ぎなおした。こぽこぽと鳴って、湯ゆ気げが上がった。

　理恵ちゃんは、イスに腰こしかけ、頬ほお杖づえをついてあたしを見た。

「誰も来ないね」と、理恵ちゃんが言った。誰も来ないのはそのとき限りというわけではなかった。今いま時どき、文ぶん芸げい部ぶなんて流は行やらないのだ。

　あたしは曖あい昧まいに「うん」とだけ答えた。誰も来なくていいよ、と思った。あたしと理恵ちゃんだけいればいい、とも。

「今は、何、読んでるの？」

　理り恵えちゃんが覗のぞき込むようにしてあたしの本の表紙を見ようとした。でも、あたしはいつも本にカバーをつけているので、表紙は見えなかっただろう。

　あたしは、少し前まえにマイナーな文ぶん学がく賞しようを受じゆ賞しようした女の人の名前を告げた。理恵ちゃんは知らなかったみたいだ。理恵ちゃんはそんなに読書家じゃなかった。

「綺き麗れい……」

　理恵ちゃんはそう言って、白い指であたしの本のカバーを撫なでた。人ひと差さし指ゆびの丸いお腹なかがつるつるのカバーを上じよう下げした。

　自分で作ってるの、と、あたしは答えた。

「お母さんがいつも買ってくる紅茶のお店があって、そこで買うといつも綺麗な包ほう装そう紙しで缶を包んでくれるんだ。その紙を折って、カバーにしてるの」

「へぇ」

　理恵ちゃんは大きな唇くちびるを少し持ち上げて、「それっていいね」と、言った。それから、湯ゆ気げの立ち上るマグカップからティーバッグを取り出して、あたしの前に差し出してくれた。

「はい、どうぞ」

「ありがと」

　あたしは、目を落としても、一行も読み進めていなかった本にしおりを挟んで、それを受け取った。鼻はなに抜けていく甘い香りがした。でも、口をつけると、思ったよりも甘くなくて、酸すっぱさのほうが強かった。あたしは、シュガースティックの袋を三つ切った。

「うっわ。相あい変かわらずみどりちゃんは甘あま党とうだねぇ」

「いいじゃない、別に」

　それをザーとマグカップの中の赤い液体に注そそぐ。これくらい入れないと美お味いしくない。それでも遠えん慮りよしているほうだった。

「みどりちゃんて、外見的にって言うか、甘いの苦手そうなのにね」

「どんな外見よ？」

「クール・ビューティー、みたいな？」

　理恵ちゃんは言って、それから小さく笑った。

　あたしはズズと理恵ちゃんの淹いれたローズヒップティーを飲んだ。少し熱くて、ちょっとずつしか飲めなかった。甘党で猫ねこ舌じた。クール・ビューティーどころか子供だ。

　窓まどは理恵ちゃんが開けたときのままで、雨の音がサラサラと鳴っていた。滴しずくが何かの金属に当たって跳ね返る甲かん高だかい音と、葉を打つときの、ぽとぽとという丸い音がした。

　遠くから吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏がかすかに聞こえてきた。

　あたしたちは無む言ごんでそれらのメロディーに耳を傾かたむけていた。あたしは少し気詰まりを感じた。視し線せんが部屋の中をさ迷う。理恵ちゃんは穏おだやかに微笑ほほえんでいた。あたしをじっと見つめながら。

「何？」

　我ながら言こと葉ばはぶっきらぼうになってしまった。そんなふうに言いたかったんじゃないのに。

「言い方、冷たくない？」

　理り恵えちゃんが言った。

「……クール・ビューティーだから」

　あたしは、少しだけふざけてみた。理恵ちゃんは笑った。

　あたしは理恵ちゃんと違って、本当は人と話すのも、笑え顔がおを作るのも苦手だった。クールなんじゃなくて、人ひと見み知しりなだけ。あたしは人と関かかわるのが苦手だ。

　理恵ちゃんは口で言うほど、気にしている素そ振ぶりもなく、相あい変かわらず笑顔であたしを見つめていた。

「もっと優やさしくしてほしーなぁ」

　理恵ちゃんは顔を寄せて、あたしを下から覗のぞき込むような仕し草ぐさをした。しっとりとした唇くちびるが映うつった。ローズヒップティーで濡ぬれていた。あたしは気き恥はずかしくなって目を逸そらした。壁かべにかかったポスターの中で、名前も知らないアイドルが笑っていた。

「……雨、やまないね」

　今度はあたしが言った。その言葉には何の意味もなかった。

「みどりちゃん、帰らないの？」

「……傘かさ、忘れたから」

　雨がやむ気配はなかった。サラサラ、サラサラ、と。

「理恵ちゃんは？」

　理恵ちゃんは、本当は文ぶん芸げい部ぶ員じゃない。だから、文芸部の部ぶ室しつに来ても、あんまり本は読まない。そう、理恵ちゃんは読書家じゃなかった。なのに、毎日、文芸部に顔を出していた。文芸部の部室にはいつも、あたしと理恵ちゃんだけ。

　あたしも別に文章を書いたりはしなかった。本を読むのは好きだったけど、小説を書くのは難むずかしかった。言葉をどんなに尽つくしても、言いたいことと少しずつ違ってくる。思っていることを正しい言葉にすることは難しい。

　だからあたしは、本を読むことで、あたしの気持ちを余すところなく表現してくれる言葉を探しているのかもしれない。

「じゃあ、あたしも傘を忘れたの」

　理恵ちゃんはそう答えた。理恵ちゃんの潤うるんだ目に、あたしが映っていた。

　あたしは、ローズヒップティーを口に含ふくませた。少しだけ温度が下っていて、ごくりと飲み込めた。

　不ふ意いをつくように理り恵えちゃんの右みぎ手てが、あたしの髪に差し入れられた。驚おどろいて、あたしはカップを落としそうになってしまった。理恵ちゃんは微笑ほほえみながら手て櫛ぐしであたしの髪を梳すいて、そのまま首くび筋すじを撫なでた。鳥とり肌はだが立った。理恵ちゃんの手は、少し冷たかった。

「その本、どんな話？」

　あたしの髪を撫ぜながら、理恵ちゃんは言った。

「……とても大切な人が死しんでしまって、ボロボロになった女の人が、元気を取り戻すまでの話」

　大体、そんな話だった。

「それ、面白い？」

　理恵ちゃんは笑えみを浮かべたまま言った。

　あたしは少しだけ考えて、「そんなには」と、そう答えたと思う。

　そのとき、あたしの頭の中には、詩しの一いつ節せつが浮かんでいた。



　　　愛あいするものが死んだ時には、

　　　自殺しなけあなりません。



　　　愛するものが死んだ時には、

　　　それより他ほかに、方法がない。
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「中なか原はら中ちゆ也うやの『春しゆん日じつ狂きよう想そう』だ」

　男の人はあたしを指差して言った。人ひと差さし指ゆびに大きなドクロの指ゆび輪わをしていて、それがギラリと光る。男の人は黒い髪をワックスで立たせている。黒いシャツ、黒いジーンズ、黒いシューズ。どれも真っ黒だ。肌も浅あさ黒ぐろい。

「おい、聞いたか？　今いま時どきの娘むすめさんが、中原中也を読んでいるぞ」

　今度は隣となりに座る少女に向かって彼は言った。まるで世せい紀きの大発見をしたみたいな口くち振ぶりだったので、少し可お笑かしかった。大げさに手を広げ、驚きを表しているらしい。「今時の娘さん」という言い方も可笑しかった。

　どうやら「今時の娘さん」は、中原中也など読まないらしい。寺てら山やま修しゆう司じも宮みや沢ざわ賢けん治じも読まないのだから当然と言えば当然だ。

「知らん」

　どう見ても「今時の娘さん」であるはずの少女は、別に興きよう味みもなさそうに呟つぶやいた。

　頬ほおに手をついて、明後日あさつての方向を見つめている。面めん倒どうくさそうな態たい度どを隠かくそうともしない。彼女は「今いま時どきの娘むすめさん」にしては言こと葉ば遣づかいがどことなく前ぜん時じ代だい的てきだ。女の子の喋しやべり方ではなかった。

　しかし、その容よう姿しは実に目を引く。

　色素の薄うすい髪の毛。前まえ髪がみは眉まゆの辺あたりで揃そろえられているが、左側だけが少し長めに伸のばされていて、三つ編みにしている。彼女もまた、黒い格かつ好こうをしていた。黒いワンピース。黒いエナメルの丸い靴くつ。黒いニーソックスを穿はいている。

　ゴスロリ、というやつだろうか？　けれど、けばけばしいわけではない。どちらかと言えば喪も服ふくにも似て、シンプルだった。男の人とは違って、彼女の肌はだは粉こな雪ゆきのように白かった。笑えば可愛かわいいのだろうけど、ずっとむっすりしている。

　男の人は信じられない、という顔を大げさに作って溜ため息いきをついた。はぁ、というその息でテーブルの上に丸めたストローの袋が一瞬浮き上がった。

「三十歳で夭よう折せつした詩し人じんだよ」

　何な故ぜかあたしは「死し人じん」という字じ面づらを思い浮かべてしまった。



　テストも補ほ習しゆうも終り、ようやく夏なつ休やすみになったのが先せん週しゆうの金きん曜よう日び。

　大だい学がくの構こう内ないには既すでに人がまばらだった。あたしは図と書しよ館かんでレポートの調べ物をして、それから読みかけの本を読んで過ごした。コンビニでサンドイッチを買って、日ひ陰かげで食べ、それ以外、特に用事もなかったので早めに下げ宿しゆく先さきに帰ることにした。

　肌を焼やく太たい陽よう。くっきりとした綿わた菓が子しのような雲が青い空に浮いている。セミの鳴き声。スロープを下り、正せい門もんを抜けた。道どう路ろ脇わきに駐ちゆう車しやしている車の下に水みず溜たまりができている。それを何となく横目に横おう断だん歩ほ道どうへと向かっている途と中ちゆう、

「相そう馬ま日向ひなたさん？」

　不ふ意いに名前を呼ばれた。

　振り返ると、男の人と女の子があたしを見つめていた。真ま夏なつの日差しの中で、二人は黒黒と暑苦しい格好をしていた。が、不ふ思し議ぎに周囲から浮いても見えなかった。むしろ、建たて物ものの影かげの中に溶け込んでしまいそうな……。

　都と会かいでは色々な格好の人がいるからかもしれない。

　第だい一いち印いん象しようは、暑あつそうだな、だった。でも二人は汗あせ一つ掻かいていなかった。

　次いで、あたしは僅わずかに身構えた。あたしは二人に見覚えがなかった。だから、顔見知りでもないのに、あたしの名前を知っているというのは十分に警けい戒かいすべきことに思えた。

　あたしは返事をせずに二人を見返した。

　すると、男の人のほうが相そう好ごうを崩した。目め尻じりにしわが集まって、少し幼おさない顔になった。

　それから馴なれ馴なれしい口く調ちようで、

「相馬日向さんだね？　君を待っていたんだ」と、言った。

　あたしの名前と顔を知っているらしい。

　あたしは警けい戒かいを解とかず、固い口く調ちようで二人に言った。

「あの、どちら様ですか？」

「ああ、これは失しつ礼れい」

　男の人は言って、ジーンズのポケットから名めい刺し入れを抜き出した。そして名刺を手品師のようにピンと指で弾はじく仕し草ぐさをして、あたしに差し出した。

　名刺にはこうあった。あるいは、そうとしか書いてなかった。

「九きゆう探たん偵てい事じ務む所しよ？」

　変な名前。

「九いちじくだ。九いちじく探偵事務所。私の名前だ」

　女の子のほうが口を開いた。にこりともしない無ぶ愛あい想そうな少女だった。偉えらそうに腕うでを組み、くい、と顎あごを持ち上げる。左側に垂れる三つ編みと黒いリボンが揺れる。

　あたしは名刺をぼんやり眺ながめた。そして、ふと思いつく。

「……ああ、一文字で『九く』だから、一いち字じ、九くなんだ」

「そうだ。賢かしこいじゃないか」

　あたしより年とし下したであろう女の子に賢いなどと言われても腹立たしさこそあれ、嬉うれしくはない。それとも、幼おさない容よう姿しをしているが、あたしよりも年上なのだろうか？　だとしたら神かみ様さまは実に酷こくだ。

「ちなみに」

　と、少女の隣となりに立っている男の人が乗り出してくる。右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびを自分に向けて、

「僕ぼくの名前は漢かん字じで『一』と書いて『にのまえ』と言うんだ」

　と、名乗った。自分に向けていた人差し指をまっすぐ立て「一」と示す。ドクロの指ゆび輪わが鈍にぶく光る。

「『二』の前まえだから」

　と、あたしは思い浮かんだままに口にした。

「正せい解かい」

　男の人は嬉しそうに笑う。

　何だか、いかにも偽ぎ名めいという気がした。本名なのだろうか？

「その、探偵さんがあたしに何かご用ですか？」

　恐おそる恐おそる訊たずねた。変な勧かん誘ゆうならお断りだった。

　しかし、返ってきた答えは、あたしの予よ想そうとはまったく異ことなるものだった。

「伊い藤とう理り恵えについて訊ききたいことがある」

　女の子が口にした名前にあたしはドキリとした。身体からだの中に一度汗あせが引っ込み、それからぶわりと溢あふれ出る。音が消えた。どくんと心しん臓ぞうが高たか鳴なり、身体が固まる。あまりの驚おどろきに、あたしは手にしていたバッグを落としてしまった。

「ま、そういうわけで、そこいらの喫きつ茶さ店てんでお話でもできないかな？」

　男の人はしゃがんで、あたしのバッグを拾ひろいながら上うわ目め遣づかいにそう訊たずねた。



　近ちか場ばの喫茶店は、大おお通どおりからは外れたところにあるせいか、それとも時じ間かん帯たいなど、別の理由によるのか、それは定かではなかったけれど、すいていた。

　図と書しよ館かんに比べればちょうどいい空調の利かせ方だった。図書館は少し寒過ぎる。

　あたしたちの他ほかにお客さんは、何かを紙にしたためている男の人と、年ねん配ぱいの女の人だけだった。男の人のほうは多分、あたしと同じ大だい学がく生せいなのだろう。

　あたしたちはカウンターから離れた四人がけの席に座った。店内には静しずかなピアノのメロディーが厳おごそかに流れていた。どこかで耳にしたことはあるけど、何と言う曲なのかまでは、あたしには分からない。

　いかにもアルバイト、といった感じの高校生くらいの女の子が、注文を取りに来た。丸顔で鼻はなの低い、でも、とても可愛かわいらしい女の子だった。

　あたしはアイスティーを注文した。女の子はアイスクリーム、男の人はアイスコーヒーを頼んだ。

「それで……、どうして今いま頃ごろ、理り恵えちゃんのことを調べているんですか？」

　アルバイトの女の子が注文を取り終えてから、あたしは用心深くそう切り出した。

　理恵ちゃんが失しつ踪そうしたのは、もう三年も前まえのことだった。今更、何を調べるというのか。

　男の人は肩を竦すくめた。つんつんと尖とがっている髪を一ひと束たば摘つまんで捻ねじった。

「僕ぼくらには、一応、守しゆ秘ひ義ぎ務むがあってね。依い頼らい者しやのことは明かせないんだ」

　上う手まい逃げだ、と思った。男の人の純粋に黒い瞳ひとみからは、何も窺うかがい知れなかった。

「伊い藤とう理恵に関することなら何でもいいから、話してくれると僕たちは助かる。でも別に、君にそれを強要したりはしない。僕たちは令れい状じようを持った警察ではないからね。ただ、話してくれたら助かる、というだけ」

「……理恵ちゃんのことなら、ちゃんと警察に話しました」

　あたしが言うと、今度は女の子が口を開いた。

「ああ、知ってる。お前は正直に話しただろうな」

　女の子は細い指で自身の三つ編みを軽く撫なでる。それからどこか投げやりな調子で口を開いた。

「三年前の六ろく月がつ十一日、お前と伊藤理恵は一緒に下校した。大体、四時頃ごろか。この日は雨が降ふっていた。お前たちは少し寄り道をして、それから駅で別れた。最後に伊藤理恵らしき人物を目撃しているのは駅員だ。ああ、お前たちが別れた駅の駅員ではなくて、伊藤理恵の自宅から最も寄よりの駅の駅員だな。だが、その日、伊藤理恵は自宅に帰らず、結局、その後、行方ゆくえが知れない。駅員の見た伊い藤とう理り恵えらしき人物が本当に伊藤理恵だったかどうかは曖あい昧まいだな」

　女の子はあたしを睨にらむように見た。男の人は、強要はしないと言ったけど、彼女の目はとっとと喋しやべれ、と訴うつたえかけてくるようだ。

「……そうです」

「この寄り道、というのが気になるね」

　男の人が言った。

「君は当とう初しよ、水すい族ぞく館かんに行った、と答えている」

「……何でそんなこと、知ってるんですか？」

「ハハ、情報のソースは明かせないな」

　男の人はおどけた仕し草ぐさで答えた。

　あたしは、そのことは警察にしか話していないのに。この人たちはそういう秘密の情報も簡単に探り出せてしまうのだろうか。

　女の子が淡々と続ける。

「だがお前は、その後に、水族館へ行ったことを否ひ定ていしている。それで一時期、お前は警察にマークされたわけだ。お前が何らかの情報を握っているのではないかと疑われた」

「あたしは知りません！」

　思わず、言こと葉ばが強くなってしまった。年ねん配ぱいの女のお客さんと、大だい学がく生せいがあたしたちのテーブルに目を向けていた。

　女の子は変わらずに、つまらなそうな顔をしたままだった。

「あ、ごめんなさい……」

「そう、結果から言えば、君は何も知らなかった」

　男の人は何な故ぜか、とても平たいらかな笑えみを浮かべていた。あたしの目をじっと見み据すえてくる。

「少し、気になるんだ。この水族館の話」

　と。

「お待たせしました」

　ちょうど、あたしが口くち籠ごもったタイミングで、さっきのアルバイトの子がやって来て、注文の品をテーブルに並べていった。

「ごゆっくりどうぞ」

　そう言い残して去っていく。

　女の子は、小さくて丸いスプーンでアイスをすくうと、ぺろんと口の中に沈めた。頬ほおをかすかに染めて、とても嬉うれしそうに目を細めた。それは出会ってから初はじめて見せた彼女の笑え顔がおだった。アイスの上には色とりどりのチョコのトッピングが振りかかっていて、子供っぽい感じがした。

　男の人のほうは、テーブルの上、バスケットの中に常じよう備びされているガムシロップを合計五つもアイスコーヒーの中に入れた。透明な液体がアイスコーヒーの中でもやもやと陽炎かげろうのように揺れた。男の人はストローでアイスコーヒーを掻かき混まぜた。グラスの中で氷がカランカランと音を立てた。

　彼はあたしの視し線せんに気付いたのか、

「甘すぎるくらいがちょうどいい加減なんだ」

　と、軽い口く調ちようでそう言った。

「人生に必要なのは、砂糖と好奇心とわずかばかりの悪意さ」

「悪意、ですか？」

　あたしは男の人の言こと葉ばを繰り返す。

「そう。でも、隠かくし味くらいじゃないと駄だ目めだ。多過ぎると、つまらない。たくさん入れてもいいのは砂糖だけ」

「性格、悪いんですね」

「よく言われる」

　ちらりと女の子のほうを見み遣やると、彼女はぺろりとアイスを平たいらげてしまっていた。満足そうな顔をしている。けれど、あたしがじっと見つめているのに気付いて、ふん、と顔をそむけてしまった。

　あたしは自分のアイスティーに口をつけた。甘くない。

「君と伊い藤とう理り恵えは水すい族ぞく館かんに行った」

　男の人は言った。

　あたしは男の人に視線を戻す。

「でも、撤てつ回かいしている。何な故ぜかと言えば、その水族館がどこにもなかったからだ。君の説明を受けて、警察もその水族館を探した。しかし、どこにもそんな水族館なんかなかったんだ。だが、君は行ったんだろ？」

「……どうせ、誰だれも信じてくれません」

「人間に許ゆるされた最大の贅ぜい沢たくは信じることと許すことだよ？　イエス・キリストはその実じつ践せん者しやだった。彼はゴルゴダの丘で『エリ／エリ／レマ／サバクタニ』と叫んだ。神よ、何故、私をお見捨てになったのか！　だが、結局イエスは神も、死刑執しつ行こう人にんたちのことも憎まなかった。実に贅沢な男だと思うね」

「悪意を感じます」

　あたしの言葉に男の人は笑った。

　あの日、あたしは理恵ちゃんに連れられて、確かに水族館へ行った。でも、どこにもそんな水族館はなかった。ないと言われた。まさか、と思って自分でも探した。

　でも結局、あたしはそこにたどり着けなかった……。

「その日の話を、僕ぼくは聞きたいんだ」

　男の人は甘いアイスコーヒーを口に含ふくませて、にっこりと笑う。

　話したからと言って、理り恵えちゃんの行方ゆくえが分かるとは思えなかった。あたしは自分のアイスティーをストローで掻かき混まぜ、少し考えた。考えるフリをした、というのが真実。

　まあいい。どうせ与よ太た話ばなしなんだ。理恵ちゃんは消えてしまった。その事実はあたしが何を話そうと話すまいと変わらない。あるいは、彼らが探たん偵ていだと言うのなら、理恵ちゃんの行方も分かるのかもしれない。あたしは理恵ちゃんの行方が知りたい？　どうだろう、分からない。笑え顔がおの理恵ちゃんが頭の中に浮かぶ……。

　ところで、と、男の人は言った。

「それ、甘くないだろ？」

　手に、ガムシロップを握って、あたしに差し出す。

　ドクロの指ゆび輪わが笑っているように見えた。



　　　４



　理恵ちゃんは雨のように静しずかにあたしを見つめていた。大きな唇くちびるの端に笑えみが残っていて、アーモンド形の瞳ひとみが濡ぬれているように光っていた。理恵ちゃんはあたしの髪をゆっくりと撫なでていた。白くて細い指が、物足りなさそうにあたしの髪を梳すいていた。

　あたしはローズヒップティーを一気に飲み込んだ。マグカップの底には溶けきらなかった砂糖がどろりと残っていた。

「……あたし、そろそろ帰る」

　あたしがそう言うと、理恵ちゃんも立ち上がった。

「一緒に帰ろうよ」

　昇しよう降こう口ぐちまで、あまり会話らしい会話もしなかった。靴くつを履はき替えて、空を見上げると、鉛なまり色いろの空から大おお粒つぶの雨が滴したたってきた。風はほとんどなかったけれど、六ろく月がつにしては少し肌はだ寒ざむかった。

「理恵ちゃんはどうやって帰るの？」

　理恵ちゃんは少し考えるような顔をして、

「ね、ちょっと付き合ってくれない？」と、薄うすく笑った。

「別にいいけど、雨だよ？」

　そう答えると、理恵ちゃんはカバンの中から折りたたみの傘かさを取り出した。忘れたんじゃなかったの、とはもちろん言わなかった。

　折りたたみ傘は広げてもそれほど大きくはなく、二人で入ると肩が出てしまった。制せい服ふくのシャツの左肩がびっしょりと濡ぬれて冷たかった。

　学校から駅まで歩いた。下校時間からは随ずい分ぶん、経たっていた。とは言っても部活動の終了まではまだ時間がある、そんな時刻。周囲には人が少なかった。

　理り恵えちゃんは相あい合あい傘がさだね、とふざけて言った。

　理恵ちゃんに言われるままに電車に乗り、四つほど行った駅で降りた。降りたことのない駅だった。古くて背の低いビルが並んでいて、細い道はどこか迷宮めいていた。

「どこに行くの？」

　あたしが訊きくと、理恵ちゃんは左目だけを細めて、内緒、と言った。理恵ちゃんの長くて艶つやのある髪は雨の中でも、まだサラサラと流れていた。

　しばらく歩くと、遠くのほうから電車の音が聞こえたので、随分来たのだなと思った。

　雨のせいなのか、ほとんど誰だれともすれ違わなかった。道も狭く、歩行者専用道路というわけでもないだろうに、自動車が走っていなかった。

　雨が傘を打つ音と、歩くたびに地面で跳ねる水の飛沫しぶきと、理恵ちゃんの息いき遣づかいだけがした。すぐ隣となりに理恵ちゃんがいたから、理恵ちゃんの体温を強く感じた。そのことに、あたしは少し緊張していた。

　知らない場所、というのはどこか不安を誘うものなのだろうか、まるでそこが異い国こくの地のような感じがして、あたしは寂さびしさにも似た感情に襲おそわれた。寂しくて、心細くて、そして何な故ぜか懐なつかしいような。

　あたしがきょろきょろと辺あたりを見回していると、

「ほら、あそこ」と、理恵ちゃんは指差した。

　その先には古い映画館のような建たて物ものがあるだけだった。壁かべは薄うす汚よごれ、ヒビが走っていた。

「あそこが何なの？」

「水すい族ぞく館かん」

「水族館？」

　あたしは鸚おう鵡む返がえしにそう訊き返すだけだった。目の前まえに静しずかに佇たたずむそれは、およそ水族館とはかけ離れた建物だったからだ。

　けれど、建物の入り口に立ってみると、小さな看板が出ていて、「クラゲの水族館」と、消えてなくなりそうな字で何のひねりもない名前が書かれていた。

「ここ、やってるの？」

「やってるよぉ」

　理恵ちゃんは優やさしい手つきで傘をたたむと、木の扉とびらをガチャリと音を立てて引いた。

　中は薄暗かった。所ところ々どころに青い照しよう明めいがあって、部屋全体を覆おおっていた。

　入ってすぐ右に受付らしきカウンターがあった。中に男の人が座っていた。

「いらっしゃい」と、彼は言った。細面の男の人は、くしゃくしゃの変な頭をしていたけれど、それが不ふ思し議ぎとよく似合っていた。モミアゲが長く、無ぶ精しようひげが伸のびていた。真っ白い清潔そうなシャツが暗くら闇やみの中に浮かんでいた。

「こんにちは」

　理り恵えちゃんはその水すい族ぞく館かんによく足を運んでいたのか、自然にそう挨あい拶さつした。

　あたしはカバンからお財さい布ふを取り出した。

「あの、おいくらですか？」

　男の人はゆっくりと微笑ほほえんだ。

「いいや、ここは無料なんだ」

　男の人は慈いつくしむような仕し草ぐさで右の手の平を広げた。

「ごゆっくりどうぞ」

　男の人の右みぎ手てを何となく見た。生命線の短い、のっぺりした手の平だった。

「ほら、行こ」

　理恵ちゃんが、あたしの手を引いていった。その手は柔らかくて、でも少し雨で濡ぬれていて冷たかった。

　室内はほどよく暖かかった。どこからか、ゆっくりと穏おだやかな風が流れているような感じがした。足あし元もとが暗くてほとんど見えない。理恵ちゃんの手の感触だけがあたしを支えてくれた。

「ほら、見て見て」

　理恵ちゃんがあたしのほうに振り返った。

「ミズクラゲ」

　青い光に照らされた嵌はめ込こみ型の水すい槽そうの中、ぼんやりと浮かんでいるクラゲが見えた。手の平を広げたときよりも少し大きいくらいのおわん型をしていた。透明で、うっすらとした線がシンプルな模様を描えがいていた。

「意外だな、綺き麗れいだね」

　小さな水槽の中で、そのクラゲは美しかった。あたしが思っていたよりもずっとだ。

「でしょ？」

　ふと、そう言った理恵ちゃんの横顔を覗のぞいて見ると、彼女はあんまり笑っていなかった。

　まっすぐクラゲの水槽を見つめ、唇くちびるは何かを耐えるようにきゅっと結ばれていた。

　あたしは、何かを決けつ定てい的てきに間違えたような、そんな感じがした。胸むねが締め付けられた。そのとき、あたしは何かを言ってあげなければならないような気がした。

　けれど、何と言えばいいのか、やっぱり分からなかった。

　しばらくの間、無む言ごんで水槽の中を覗いている理恵ちゃんを、あたしは見ていた。

「次行こ」

　理恵ちゃんは言った。振り向いた顔は、もう笑え顔がおだった。



　クラゲの水すい族ぞく館かんと銘めい打うってあるだけのことはあって、そこは本当にクラゲしかいなかった。薄うす暗ぐらい部屋の中で青いライトに照らされているクラゲはとても神しん秘ぴ的てきな感じがした。

　何か特別な仕し掛かけがあるわけでもなく、水すい槽そうの中の水が流れているふうでもなかったが、上じよう下げ動どうするクラゲもいた。触手が長く、ふわふわと漂うクラゲもいたし、小さなイカのように見えるクラゲもいた。

　透明度が高くて、まるでガラス細工のようなクラゲから、ひらひらと長い糸が何本も細い煙のように伸のびていた。水槽にはプレートがあって、そこに名前が書き込まれていたが、名前を見たところで、あたしにはよく分からなかった。

　あまり広くない館内は、二階建てで、細長い造りになっていた。広くはないが奥行きがある。雨のせいなのか、それとも普段からそうなのか、館内にはあたしたち以外、お客さんは来ていないようだった。

「ねえ、みどりちゃん」

　二階をぐるりと一周した後、理り恵えちゃんがあたしのことを呼んだ。

「海かい月げつっていうのを知ってる？」

「カイゲツ？」

　あたしは理恵ちゃんの言こと葉ばを繰り返した。

「そう、『海』と『月』って書いて、海月。海面に映うつった月の光のことをそう言うんだ。海月はクラゲとも読むの。その姿がまるで海面に反射する月のようだから、そういうふうに字を当てるんだって」

　確かに、薄暗い館内に灯ともる青い照しよう明めいはどこか夜の海を思わせ、漂うクラゲはまるで月のように見えた。

　あたしはふと、シェイクスピアの『ロミオとジュリエット』を思い出した。ロミオがジュリエットに向かってその想おもいを月に誓ちかう有名なバルコニーのシーン。そのときジュリエットは気まぐれな月に誓うのなんてやめて、と答える。月の満ち欠かけは、移り変わるものの象しよう徴ちようでもあるからだ。あたしは理恵ちゃんにそのことを告げた。

「みどりちゃんは相あい変かわらず読書家だなぁ。今いま時どき、シェイクスピアを読んでる女子高生なんていないよ」

　理恵ちゃんは笑って言った。大きな口が可愛かわいらしくて、小粒の白い歯が覗のぞいた。

　それから、理恵ちゃんの視し線せんはゆっくりと、あたしじゃないほうに向けられた。

　そして理恵ちゃんは言った。

「クラゲって、死しんじゃうと水に溶けて消えちゃうんだって」

　理恵ちゃんはどういうわけか笑っていた。

　あたしは答えなかった。答えが見つからなかったから。

「跡あと形かたもなく」

　理り恵えちゃんは、まるで羨うらやむかのような声で発音する。

「ねえ、みどりちゃん」

「…………何？」

「あたし、もうすぐ消えちゃうんだ」

　青い光の中で、理恵ちゃんはぼんやりと滲にじんでいた。

「え……、何、それ？」

　あたしは笑った。別に可お笑かしいことは何もなかったけれど、あたしは笑った。

「そうだよね、笑うしかないよね。何、言ってんのこいつ、危ないんじゃないの？　って思うよね。でも、あたし、少しずつ見えなくなってるの」

　理恵ちゃんは笑えみを湛たたえたまま、でも真面目まじめくさった声をして言った。手を伸のばし、まるでそこが透けているかのように翳かざした。

「あたしに、見えてるじゃない」

　あたしはできるだけ軽口でそう答えた。足あし元もとを生暖かい風が過ぎていった。まるで海水に足を浸ひたしているみたいだった。

「そうなの、不ふ思し議ぎよね」

「……それって、何の冗談なの？」

　理恵ちゃんは床をこつこつといわせて、歩いた。

「最初は話しかけてるのに、すぐに返事してもらえなかったりだったんだけど、そのうち、あたしが教室にいなくても誰だれもそのことに気付かなくなって、お父さんもお兄ちゃんもあたしに気付かなくなって、あたし、このままだと消えちゃうかも」

　そう言う理恵ちゃんの顔はやっぱり笑え顔がおで、それは、映画か何かの台詞せりふをふざけて真ま似ねしているだけにも聞こえた。

「あたしが見えなくなるだけじゃなくて、あたしの存在ごと、全部が消滅しちゃいそう」

　ふと、あたしは、理恵ちゃんはいじめに遭あっているのかもしれないと思った。理恵ちゃんはみんなから無視されている？

　けれど、そんなような素そ振ぶりはなかったし、そういう噂うわさを聞いたこともなかった。

「ほら、見て」

　理恵ちゃんは自分の影かげを指差した。青い照しよう明めいの中、ぼんやりとそれはあった。

「影？」

「うん。ほら、影が濃いでしょう？」

　言われてみれば、影は濃いようにも見えたけど、そんなものだと言えば、そんなもののような気もした。館内は薄うす暗ぐらく、影の濃さなど分かるはずもなかった。

「普通、影は薄くなるって言うんじゃないの？」

　理り恵えちゃんは笑った。だだっ子をあやすような、そんな笑え顔がおだった。そしてゆっくりと噛かんで含ふくめるように言った。

「違うよ。影かげは濃くなるんだよ。段々ね、影のほうがあたしになっていくの。あたしの実体が影になっちゃうの」

「だから、見えなくなるの？」

「そう」

　たちの悪い冗談だ、そう思った。

「……ピーターパンみたい」

　かろうじて口をついて出たのはそんな感想だった。

「そんな感じかもね。あたしはいつか影に飲み込まれて消えちゃうの」

　理恵ちゃんは影にあわせるようにぽんぽんと小さくジャンプして見せた。短いスカートと長い髪がふんわりと揺れた。

　あたしは何と言ってあげれば正せい解かいなのか分からなかった。理恵ちゃんがどういうつもりで、そのような奇妙な話をしているのかも分からなかった。理恵ちゃんがあたしに何かを求めていたのだとして、どうしていればよかったのだろう。何と言ってあげれば正解だったのか。

　ただあたしは、「誰だれにも見えないって、どんな感じ？」と、そんなことを訊たずねていた。

　そんなことが本当に訊ききたかったのだろうか？　あたしはただ、理恵ちゃんの物言いに合わせただけなのか。よく覚えていない。

　本当は、もっと別のことが言いたかったようにも思う。なのに、それを言こと葉ばにすることができなかった。言葉は無力で、あたしは弱い。

　理恵ちゃんは少し考えるようにしてから言った。

「すっごいムカついてるのに、誰にもあたしが怒おこってるって伝わらない」

「怒ってるの？」

「たとえばの話。でも、悲かなしいときに悲しいって言っても、嬉うれしいときに嬉しいって言っても、誰にも伝えられないのだとしたら――」

「……」

「それってすごい孤こ独どくよね」

　理恵ちゃんはやっぱりいつもの笑顔だった。
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「なるほど。伊い藤とう理恵は自ら消えるようなことを匂におわせていたわけか」

　男の人――一にのまえさんは、うんうんと頷うなずいている。髪の毛は針金のようで、それが頭の動きにあわせて揺れる。

　その隣となりに座る少女――九いちじくちゃんは、終始、不機嫌そうな顔をしていた。あたしの話を聞いているのかいないのか、今は頬ほお杖づえをつきながら眠そうな瞳ひとみを窓まどの外に向けている。一にのまえさんが口を開く。

「君と伊い藤とう理り恵えはその水すい族ぞく館かんを出て、駅まで行って、そこで別れた。伊藤理恵はその後、失しつ踪そう……。彼女の失踪を知ったのは、次の日かい？」

「いいえ、夜にお兄さんから電話がありました」

「伊藤純じゆん也や」

「そうです」

　答えながら、もしかしたら、理恵ちゃんの捜索を依頼したのはお兄さんだったんじゃないかな、と思った。でも、どうして今いま頃ごろ……。

「理恵ちゃんが帰ってこないんだけど、知らないか？　って。あたしは一緒に帰りましたけど、って答えました」

「だが、自宅近くの駅で目撃されたのを最後に、伊藤理恵の行方ゆくえは知れなかった」

「……そうです」

　理恵ちゃんは失踪した。警察が事じ情じよう聴ちよう取しゆにも来てそれなりに大騒ぎになった。あたしは理恵ちゃんと会話を交わした最後の人物だそうで、警察にそのときの状況を訊きかれた。

　水族館の話は当然、伝えた。でも、水族館はどこにもなかった。

　色々あったが、結果的には家出であろうという話になった。

　誘ゆう拐かいの目撃もなく、事じ件けん性せいを示すものは見付からなかった。クラゲが水の中に溶けてしまうように、理恵ちゃんは消えてしまった。

　最初はそれなりにセンセーショナルなことだったけど、次し第だいにみんな、理恵ちゃんのことを口にしなくなった。理恵ちゃんの言った通りで、理恵ちゃんのことをみんな忘れていった。確かに、理恵ちゃんは消えてしまったのだ。

　あたしにとって、一番悲かなしかったのは、理恵ちゃんが消えてしまったこと、そのことよりも、誰だれも理恵ちゃんのことを思い出さなくなったことだった。それがすごく悲しくて、何か、とても許ゆるしがたいことのように思えた。悔しかった。

　あたしのことを呼んでくれる人はもう、いない……。

　あれから三年も経たってしまったのだ。

「立ち入ったことを訊いてもいいかな？」

　一にのまえさんが言った。

「何です？」

「伊藤理恵と君は、レズビアンの関係にあったのかい？」

「なッ！」

「そんなに驚おどろくことかな？」

「……関係あるんですか？」

「いや、興きよう味み本位、かな。人生に必要なのは砂糖と好奇心だから」

　主に悪意なのではないだろうか、と思った。

「伊い藤とう理り恵えと君が写っている写真を見たけど、お似合いに見えたよ？」

「……どこでそんなもの」

　個人情報の漏ろうえいだ。

「それは明かせない」

「……違います。あたしと理恵ちゃんは、別に恋人同士というわけじゃありませんでした」

　あたしは首を大きく振る。

「ふーん。じゃあ、あれだ。友達以上恋人未満」

「違います」

「そんなに強く否ひ定ていしなくても。お互い、一番の親友だったんだろ？」

　親友、と言われて、何な故ぜか戸惑った。あたしたちは親友だったのだろうか？

　自信を持って、はいそうです、とは答えられなかった。もしそう答えていたら、その瞬間に、あたしたちの関係はまったく違うものになってしまうような気がした。

「こんなこと聞いて、何か分かるんですか？」

　あたしがそう訊たずねると、

「さぁ、どうだろう」

　と、一にのまえさんは投げやりに答えた。それから椅い子すの背もたれに背中を深く預あずけ、九いちじくちゃんのほうへ一度視し線せんを向けた。

　彼女は、目を細めてぼんやり外を見ている。いや、もしかしたら寝ているのかもしれない。一にのまえさんは九いちじくちゃんの頬ほおに指を伸のばし、つつこうとして、ぺしり、と叩たたかれていた。

「触るな、バカガラス」

　棘とげのある声で九いちじくちゃんは言った。

「いや、寝てるのかと思って」

「起きてるさ。何ならお前を三枚におろしてやろうか？」

「ハハ、エンリョシテオキマス」

　一にのまえさんは肩を竦すくめた。それから、黒こく曜よう石せきのような瞳ひとみをあたしに向ける。瞬まばたき一つせず、しかし、口元だけかすかに笑っていた。悪戯いたずら好きの小学生のように。

「もし、本当に伊藤理恵はクラゲのように消えてしまったのだ、というのが真しん相そうだったとしたら、君はどう思う？」

　そんなことを訊きいた。

「……そんなわけ、あるはずないじゃないですか」

　あたしはそう答えた。家出なのか、それとも本当は何かの事件に巻き込まれたのか、それは分からないけど、でも消えたわけではないと思う。理り恵えちゃんが消えたのは、みんなの心の中からだ。

　理恵ちゃんのことを覚えているのは、もう、あたしだけなのかもしれない……。

　あたしだけの理恵ちゃん……。

　気付けば、喫きつ茶さ店てんの中の客は、あたしたちだけになっていた。

　ピアノのメロディが続いている。

　一にのまえさんはどういうわけかニヤニヤと笑えみを浮かべていた。人ひと差さし指ゆびのドクロを弄もてあそび、それから口を開いた。

「保護色というのがある。生物が生き残る知恵、とでも言おうか。周囲に同化することで外がい敵てきから身を守る術すべだ。クラゲの身体からだはゼラチン質でできている。このゼラチン質は、水とほとんど同じ屈くつ折せつ率りつで光を透とう過かさせるから、クラゲは水の中に同化してしまう。一種の保護色だ」

　一にのまえさんは続けた。

「クラゲの天てん敵てきと言えば、海ガメなどが代表だ。しかし、近年、海ガメはクラゲと間違えて、ビニール袋を食べてしまうケースが多数報告されている。海面に漂っているビニール袋は、クラゲによく似ているわけだ。あれだな、サーフボードに乗っている人間とアザラシを間違えて捕ほ食しよくするホオジロザメと同じだな」

　海水浴場が血の海になる映画のワンシーンが頭の中で再生された。

「……何の話です？」

「ビニール袋は溶けて消えてしまわないという話だよ」



　いくつかのことを確認して、それで話は終わった。あたしのアイスティーの代金は彼らが払ってくれた。そのまま、あたしたちは喫茶店の前まえで別れることにした。

「ねぇ」と、最後に一にのまえさんは言った。まるで、本当に聞きたかったのは、それなのだ、と、そんなふうに。

「最近、何か変わったことはない？」

　あたしは繰り返し見る理恵ちゃんの夢ゆめを思ったけれど、

「いいえ」と、そう答えて首を振った。あえて言うのならあなたたちが現れたことです。

「そう。今日はどうもありがとう」

　一にのまえさんは笑え顔がおで言い、その隣となりで、九いちじくちゃんは不機嫌そうにあたしを睨にらんでいた。

　あたしは会え釈しやくをして雑ざつ踏とうの中へ踏み出した。

　日が陰かげっても外は暑あつい。背中にじんわりと汗あせを感じた。ほんの一度、振り返ると、彼らはもう夕暮れの中に消えていなくなっていた。



　その夜も、あたしは夢ゆめを見た。やっぱり、理り恵えちゃんの夢だった。

　顔に笑えみを貼はり付つけて、あたしをじっと眺ながめている。

　時々、口をあけてもごもごと何か言っているのだけど、まるで水の中にいるみたいに、耳がじーんとして、聞き取れない。あたしは途と方ほうに暮れる。

　どうしたの理恵ちゃん？　あたしに何か伝えたいの？

　でも、言こと葉ばは届かない。あたしの耳に理恵ちゃんの言葉が聞こえていないように、きっと理恵ちゃんにもあたしの言葉は届いていないのだろう。あるいは、それは知らない外国語みたいで、聞こえているのに意味につながらない。

　もどかしい。悲かなしいときに悲しいと言っても、嬉うれしいときに嬉しいと言っても、誰だれにも伝えられない。孤こ独どく感。

　コミュニケーションの手段が、あらかじめ失われているみたい。

　でも、理恵ちゃんは平たいらかな笑みを浮かべて、あたしを見つめている。

　あたしは何だか責められているみたいな気になって萎い縮しゆくする。身動きが取れなくなる。

　私は必死に理恵ちゃんに腕うでを伸のばす。髪を撫なで、頬ほおをなぞり、首くび筋すじに指を這はわせる。

　夢だ。終わらない、悪あく夢む。
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　もやもやとした三日が過ぎた。あたしは夏なつ休やすみの予定を早めて実家に帰ることにした。

　もちろん、それは名目で、あたしは理恵ちゃんの家を訪おとずれることにしたのだ。

　電車で二時間ほど。駅前まえの様子は大して変わっていなかったが、近所の家がいくつかなくなっていた。

「ただいま」

「おかえりヒナちゃん」

　どたどたと音を立てて、出迎えてくれたのは妹の向日葵ひまわりだった。大だい学がく受験を控ひかえているとは思えないほど能のう天てん気きな声をしていた。制せい服ふくのスカートを極きよく限げんまで短くしている。

「荷物少なッ！」と、勝手にあたしのカバンを漁あさる向日葵。

「お土産みやげなら、ないよ」

　ガーン、と口にしながらムンクの『叫び』みたいな顔をした。

　あたしは向日葵のつんと尖とがった鼻はなを親指で押した。

「ぶっさいく」

「やめれぇ」

「あんたたち、何してんのよ」

　エプロンの裾すそで手を拭ふきながら玄関先に母が顔を出した。

「ただいま、お母さん」

「はい、おかえりなさい」

　さも面めん倒どうくさそうに母は言った。

「予定、急に早めるんだもの。帰るのは来週って言ってたのに」

「ごめん」

「カレシに振られて予定がなくなったんだ」

　向日葵ひまわりが『叫び』の顔のまま言った。

「バカじゃないの？」

　事実、顔は間が抜けている。

「まあ、いいわよ。ただ、お父さん、今、出張中なのよ。北ほつ海かい道どう。あんたが自分のいないうちに帰ってきたって知ったら、悲かなしむわよ？」

「いーよねー。北海道、涼しそう」

　向日葵が言った。短いスカートの下には学校指定の短パンを穿はいている。

「また帰ってくるよ。今回は、ちょっと別の用事があって」

「「別の用事？」」

　二人は同時に首を傾かしげたけど、あたしは曖あい昧まいにして、ちゃんと答えなかった。

　荷物を置いてから、あたしは、すぐに家を出た。高校のときの友達に会ってくる、と言い残した。

　お昼を過ぎても、太たい陽ようはぎらぎらと熱を浴びせかけ、アスファルトはそれを反射していた。セミの声で隙すき間まなく空くう気きが埋うめ尽つくされている。じわりと汗あせが滲にじむ。

　駅まで足早に引き返し、電車に乗り込んだ。息が切れた。電車に乗り込むと、急に寒気を覚えた。汗をいっぱい掻かいた分、寒かった。

　理り恵えちゃんの家までの道順はうろ覚えだったから、何なん度ども折れる道を間違えた。

　特別に複雑な地形でもなかったけど、似たような建たて物ものが多くて、目印になる物がなかったからだ。汚れた壁かべの、のっぺらぼうの家が並ぶ。

　いくつかの道を間違えて、ようやく理恵ちゃんの家にたどり着いたのは駅を出てから一時間くらいしてからだった。それほど大きくもなく、壁は薄うすいクリーム色をしていた。庭には木々が濃い緑みどり色いろを茂らせている。むん、とする水気を含ふくむ香りがした。

　表札にはちゃんと「伊い藤とう」とあった。間違いじゃない。

　あたしはチャイムを押した。ピンポーン、ピンポーン、と二度、音がした。

　平日の昼間に、誰だれかいるだろうか？

『はい、どちらさまですか？』

　インターフォンから男の人の声がした。機械ごしのせいか、少しこもった声だった。

「あの、あたし、相そう馬まです。相馬日向ひなた。理り恵えちゃんと高校のときの同級生で……」

　ここまで来ておいて、今更ながらに、あたしは何と説明すればいいのか分からなかった。そういうことはまったく考えずにここまで来てしまった。ほとんど衝動だったのだ。冷静に考えてもみれば、あたしは、一体、何をしに来たのだろう……。

　あたしにできることなんか何もないのに。本当、今更だった。

　すると、『ああ』と。そしてすぐに、『日向ちゃんか』とも。

『ちょっと待ってて』

　ほどなくして、ガチャリと音がしてドアが開いた。

「久しぶりだね」

　理恵ちゃんのお兄さんの純じゆん也やさんがあたしを迎えてくれた。

　白いＶネックのシャツに、薄うすいブルーのジーンズを合わせ、少し厚みのある唇くちびるを笑えみの形にしている。髪が伸のびていた。昔は短めにして立たせていたのに、今は前まえ髪がみが眉まゆにかかっている。全体的に大人びていた。線の細い印象は変わらなかったけれど、あたしを見て恥はずかしそうに笑うあの仕し草ぐさはしなくなっていた。三年の歳さい月げつをあたしは実感した。短いようで長い。

「あ、あの、お久しぶりです」

　あたしは唐とう突とつに緊張を覚えた。声は知らず震えた。

「どうしたの、一体？　すごい久しぶりだ」

　純也さんは前髪を軽く指で払いながら首を傾かしげた。

「えっと」

　何から伝えればいいのか。

「ま、とにかく上がってよ。暑あついだろ？」

　外の光が眩まぶしかった分、家の中は薄暗かった。目が慣れない。

　あたしは中庭に面したリビングに通された。床にはござが敷しかれていて、四角くて低いテーブルがあった。

「麦茶でいい？」

「ありがとうございます」

　グラスになみなみと、黄金色に光る麦茶が注そそがれる。ちゃぷんと波打っていた。

　純也さんはあたしと向かい合うように腰こしをおろした。

「それにしても、本当に久しぶりだ。今、大だい学がく、だよね？」

「はい」

「俺おれのことは聞いてくれないの？」

「あ、純也さんは、今は？」

「ハハ、律りち儀ぎだな。今は教師なんだ。化学の」

　厚みのある唇くちびるで、純じゆん也やさんは笑った。

「先生なんですか？」

「そう。意外だろ？　高校の教師。客員の、雇やとわれ教師だけど」

「大変、なんじゃないですか？　荒れてたりとか」

　ニュースではそういうのをよく目にする。ドラマや漫画や小説でも。

「ま、ね。ただ、俺おれのとこは私立の進学校だから、それなり」

　純也さんはその学校の名前を告げた。あたしが高校受験したときに併願した私立の女子高の名前だった。

「今は夏なつ休やすみなんですね？」

「まさか。教員には夏休みも何もないよ。部活やら何やら。楽しいことなんか何もない。今日もさっき戻ってきたとこ」

「でも、女子高ならモテモテだったりして？」

「それもないね。そういうのは残念ながら漫画かドラマの中にしかない。どちらかと言えば俺なんか珍ちん獣じゆう扱いだ」

　麦茶の入ったグラスは、つやつやと水滴の汗あせを流していた。それを手にとって麦茶を口に含ふくむ。香ばしいものが広がる。

「日向ひなたちゃんはどう？　大だい学がく、楽しい？　文学部、だっけ？」

「はい、楽しいかどうかは微妙ですけど、毎日、本は読んでますよ」

「いいね。理り恵えは日向ちゃんといつも一緒にいたくせに、本なんか一冊も読まなかった」

　純也さんはごく自然に理恵ちゃんの名前を出した。

「ん？　どうしたの？」

「あ、いえ、理恵ちゃんの名前が、出たから……」

「もう、三年も前まえだしさ」

　純也さんは少し目を細めて懐なつかしむような、泣くのを我慢するような顔で庭を見つめた。いや、純也さんは微笑ほほえんでいた。

「あの」と、あたしは思い切って、先日、あたしのところにやって来た二人組の探たん偵ていのことを話してみた。あれは純也さんが依頼したのではないかと、あたしは思ったからだ。

「いや、知らないな」

　純也さんは首を左右に振った。長くなった前まえ髪がみが少し遅れて揺れた。

「俺のところにはまだ来てないし、いや、これから来るのかな。やだな。あ、でも、父さんなら何か知ってるかもな」

「あの、お父様は、今はどちらに？」

「父さんはサラリーマンだから。こんな時間にはいないよ。父親と息子の二人暮らしなんていいもんじゃないな。俺も早いとこ家、出ないと」

　かすかに顔を伏せた純じゆん也やさんを見て、まつ毛が長いな、と思った。理り恵えちゃんも目がぱっちりしてて、まつ毛が長かった。

「日向ひなたちゃんは今、一人暮らしだろ？」

「はい、そうです」

　その話はそれだけだった。

　あたしは庭に目を向けた。庭は手入れが行き届いていて、鮮やかだった。濃い緑が夏の生命力のようなものを抱え込んでいる、そんな庭だ。青々とした草花。こんもりと旺おう盛せいで、夏の日差しを受けて、瑞みず々みずしく光っている。

「母さんの趣味だったんだよ」

　あたしが庭を見ていたせいか、純也さんが言った。理恵ちゃんと純也さんのお母さんは、二人が幼おさない頃ころに家を出て行ってしまったのだった。

「大した知識もなかったくせに、庭をいじるのが好きでさ、園えん芸げい店てんで花とか買ってきて植えるの。それを理恵と俺おれが引き継いだ。結構、綺き麗れいにしてるだろ？　その理恵もどっか行っちまったけど。うちの女性陣は家を出る血ち筋すじなのかな。だから、今は俺しかいじらない。父さんは庭、いじりたがらないんだ。別に今だから言うけど、母さん、浮うわ気きしてたんだよ。父さんは、母さんが家を出たのも、それがらみだろうって思ってるから。智とも子こは裏切り者だ、ってよく言ってた。智子って、母さんの名前ね。だから、俺が出ていっちゃうと、花、枯れるかもな」

　あたしは黙だまって純也さんの話に耳を傾かたむけていた。

　純也さんが口を噤つぐむと、少しの間ゆっくりと沈ちん黙もくが流れた。セミの声ばかり大きい。近所の子供たちが名前を呼び合っている。

　それから純也さんは、「ああ」と、何かを思い出したみたいに言って、笑った。

「『頭あたま山やま』っていう話、知ってる？」

「古典落語ですよね？」

　さくらんぼを種ごと食べてしまった男がいて、その男の頭に桜の木が咲いてしまうという変なお話だ。桜の木は綺麗な桜の花を咲かせ、たちまちみんなの知るところとなる。人人は男の桜を愛めでながら花見の宴会を開いた。しかし、男にはそれがうるさくてたまらない。我慢できなくなって、桜の木を引っこ抜いてしまう。すると、そこに穴が開く。雨が降ふると水が溜たまり、人々はそこで釣りを始める。またしてもあまりの騒がしさに我慢できなくなった男は、とうとう自分の頭にある池の中に飛び込んで入じゆ水すい自殺をしてしまう。

　そんな変な話。

「テレビか何かでやっててさ、理恵はその話が好きだったんだ」

　それは初耳だった。

「ほら、あれ」

　純じゆん也やさんは立ち上がって、庭に面したガラス戸を開ける。夏のもったりした空くう気きと室内の冷れい気きが混ざり合ってできた小さな風が足あし元もとを通り過ぎた。セミたちの輪りん唱しよう。

「あの辺あたり、あれ、さくらんぼの木でさ、理り恵えと一緒に埋うめたんだ」

　純也さんが指差した辺りには桜を少し小さくしたような木があって、実はついてなかったけれど、濃い緑みどり色いろの葉っぱをたくさん生い茂らせていた。その横のほうには、白い絵の具を零こぼしたような薄うす紫むらさきの夕顔が申し訳なさそうに咲いている。

「小さい頃ころの理恵はさ、さくらんぼとかスイカとか、種のある果物を食べるときには、いつもすごく気をつけてた。慎しん重ちように慎重に種を取り分けるんだ」

「どうしてです？」

「種がお腹なかの中で育って、いつか自分を食い破って伸のびてくると本気で思ってたんだよ」

　純也さんは言って笑った。あたしもつられて笑った。理恵ちゃんは可愛かわいい。

「そうだ、麦茶よりいいものがある。ちょっと待ってて」

　純也さんは廊下に出て、台所のほうへ消えていった。きしきしと廊下が軋きしむ音が聞こえた。あたしはさくらんぼの木というのを見つめていた。

　少しして純也さんが戻ってきた。手には薄桃色の液体で満たされたグラスが二つあった。

「さくらんぼを砂糖漬けにしておいたんだ。梅酒ならぬ、さくらんぼ酒、かな。ホワイトリカーに漬けてある。まだ二ヵ月で、飲み頃には少し早いけど、まぁいいだろう」

「あたし、未成年ですけど」

　そう言うと、純也さんは教師のくせに、人ひと差さし指ゆびを唇くちびるにあてて「内緒な」と、笑った。

　口をつけると、それはすごく甘かった。アルコールはあまり感じない。さくらんぼのジュースだ。どうしてだろう、あたしは、先日会った探たん偵ていの、一にのまえという名前の男の人の言こと葉ばを思い出していた。

　人生に必要なのは、砂糖と好奇心とわずかばかりの悪意である。
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　あたしは理恵ちゃんの部屋に行った。理恵ちゃんの部屋は二階の突き当りにあった。ドアを開けると、そこは、理恵ちゃんがいた頃のままだった。

　薄いベージュの壁かべ紙がみ。理恵ちゃんの好きだったバンドのポスターがその壁に貼はってある。でももうベースの人は脱退して、今は違う人になった。

　勉強机の上には、写真立てが二つ伏せてあった。一つ目を開けるとあたしと理恵ちゃんが遊園地に行ったときに撮った写真だった。ねずみのマスコットに抱きついている。この日の帰りは二人とも電車の中で寝過ごして終点まで行ってしまったのだった。懐なつかしい。

　もう一つの写真立ては理恵ちゃんと純也さんと、ご両親が写った家族写真だった。理恵ちゃんも純じゆん也やさんもまだ小さい。理り恵えちゃんとお母さんは口元がすごくよく似ていた。

　あたしは写真立てを元もとのように伏せた。

　棚たなには理恵ちゃんから借りて読んだ漫画が並んでいた。ベッドの脇わきにはあたしが理恵ちゃんの誕生日にあげたクマのぬいぐるみがあった。

　それを手に取る。夏の日差しをたっぷり浴びた分だけ温あたたかかった。

　懐なつかしさと寂さびしさが一度に込み上げ、急にあたしは泣きそうになった。

　少し、違う。子供みたいにわんわん声をあげて泣きたい気分なのに涙が出ない、そんな感じだった。

　こんなとき、どうすればいいのか分からない。いつもなら本を読む。あたしの気持ちを代弁してくれる言こと葉ばを探す。悲かなしい以外の言葉で、あたしは悲しみを表せないから。

　不ふ意いに、あたしはベッドに押し倒された。ギチとスプリングが悲鳴を上げる。

「みーどーりーちゃんッ♪」

　振り返ると理恵ちゃんが悪戯いたずらを企たくらむ顔で笑っている。にまにまと細まる瞳ひとみ、長い髪が垂れ下がって、その先端があたしの顔にかかった。くすぐったい。

　理恵ちゃんの細い指があたしの頬ほおを撫なでた。それからあたしのシャツのボタンを一つずつ外していく。理恵ちゃんはエッチだ。そして、理恵ちゃんはあたしの身体からだに一つずつ唇くちびるを押しあてた。柔らかくて、少しひやっこかった。

「みどりちゃん、大好きだよ？」

　囁ささやく声が耳の中に残る。

「あたしも、理恵ちゃんのこと、大好き、だよ」

　あたしも理恵ちゃんに手を伸のばした。ちょっと大きな唇に指をあてがい、それから細い首を撫でた。トク、トク、と脈が伝わる。理恵ちゃんが生きてる。

　理恵ちゃんは笑ってる。

　理恵ちゃんの部屋の、理恵ちゃんの匂においのするベッドで、理恵ちゃんにあげたぬいぐるみを抱きながら、あたしは少し眠った。

　理恵ちゃんの夢ゆめを見たのかどうかは、目を覚ましたら忘れてしまった。



　理恵ちゃんの家を出るとき、純也さんはまた遊びに来てよ、と笑った。はい、とあたしは答えた。でも、また来るかどうか、あたしには分からなかった。送って行こうか？　純也さんはそう言ってくれたけど、あたしは丁てい寧ねいにそれを辞退した。

　純也さんはあたしが眠っている間にお父さんにメールしてくれたらしくて、あの探たん偵ていのことを訊きいてくれた。でも、そんな依頼をした覚えはないということだった。そして、その探偵は自分のところにも現れていない、とも。

　彼らはあたしのところにしか現れていない。誰だれが、何のためにあの人たちに理恵ちゃんのことを調べさせたのか、結局分からなかった。もしそいつらが家に来たら、問い詰めておくよ、純じゆん也やさんはそう言った。

「本当に送ってかなくて平気？」

「はい、大丈夫です」

　あたしは駅に向かってゆっくり歩いた。

　日が暮れて、景色は昼間とは随ずい分ぶん違って見えた。行きと帰りとで向いているほうも違う。ぽつり、ぽつりと街灯が続いている。玄関先の照しよう明めいがパッと自動で点ともる。

　小さな子供の泣き声が遠くから聞こえる。風はない。

　人の姿はまばらだった。ジャージ姿の中学生がとぼとぼと下を向きながら歩いていた。

　あたしは塀に沿って歩みを進める。額から、つ、と汗あせが流れて、頬ほおにかかった。手の甲で拭ぬぐった。

　猫が一匹、塀の上にいて、あたしに気付くと、向こう側へ消えてしまった。

　ぺろりと唇くちびるを舐なめると、ほんのり甘くて、少し塩辛かった。

　考える、という行為がある。ずっと考えていた、ということがある。

　でも、本当にずっと、それだけを考えていたわけではなくて、それは言わば、アンテナを張っていたような感じだ。全ぜん然ぜん関係のない別の事柄の中から、何な故ぜだか急にあるモノとモノとが繋つながる。そういう一瞬が確かにあって、それを考えていた、という。

　だから、あたしはずっと考えていたのだ。三年間も費ついやして。理り恵えちゃんがどうして消えてしまったのか。今日、純也さんのもとを訪おとずれたのは、それを考えるためだったのかもしれない。そして、ふと、思った。繋がった。

　それはどこから湧わいたのか。ねっとりとした液体の表面に、泡あわが浮かんで弾はじけるみたいに。ボコリ、と。あたしは梶かじ井い基もと次じ郎ろうの「桜の樹きの下には」を思い出した。今いま時どき、そんな小説読んでる女の子なんていないよ、理恵ちゃんならそう言っただろう。

「桜の樹の下には屍し体たいが埋うまっている！」

　あの短い小説はこの書き出しで始まる。憂ゆう鬱うつな男の、憂鬱な一人語り。

　あたしはほとんど不ふ意い打ちを食らうように、純也さんの言こと葉ばを思い出してしまった。思い出してはいけなかったのかもしれない。気付いてはいけなかったのかもしれない。

　さっき純也さんはこう言わなかっただろうか。

「あの辺あたり、あれ、さくらんぼの木でさ、理恵と一緒に埋めたんだ」

　あのさくらんぼの木の下には、理恵ちゃんが埋まっている……。

　あたしはバッと振り返り、

　そして意識を失った。



　次に目を覚ましたときは、暗くら闇やみの中だった。

　身体からだに痛みはなかったけれど、自由は利かなかった。後ろ手に固定されている。身動きすると手首が締め付けられる。わずかに息苦しい。何かで口が塞ふさがれていた。床に横たえられているらしかった。夜目が利かない。電でん気きはない。ここがどこか分からない。

　唐とう突とつに恐怖を覚えた。咽の喉ど元もとに悲鳴がせり上がってきて、何とかしてそれをとどめた。

　心しん臓ぞうが早鐘を打った。身体が急に痺しびれる。怖こわい。

　ここは、理り恵えちゃんの、純じゆん也やさんの家？　でも、暗くてよく見えない。あんな椅い子すはあっただろうか？　間取りはこんなだったろうか？　ここはあたしがついさっきまでいた家だろうか？　ござや低いテーブルがない。何だか違う気もした。

　ここはどこなのだろう？　誰だれもいない。

　振り返ったとき、あたしは犯人の顔を見ただろうか？　それは純也さんだった？　何だか違う気もする。

　頭がぼんやりした。薬品、だろうか？　それで意識を失った？　そう言えば、純也さんは化学の先生だ。でも、純也さんではないような気もする。駄だ目めだ、上う手まく頭が働かない。理恵ちゃんも、こんなふうに誰かに捕まって、消されてしまったのだろうか？　理恵ちゃんは家出したんじゃなくて、誘ゆう拐かいされて殺された……。

　誰が？　一体、何のために？　そして、あたしはどうなるのだろう。

　冷静にならなければ、と思った。冷静に考えて、助けを呼ばなくては。

　息を整え、耳を澄ます。すると、さっく、さっく、という少し湿った音が聞こえた。まるで、地面に穴を掘っているような……。

　あたしは、殺されて、埋うめられる？　いや、生きながらに土の中に埋められてしまうのか。その想像が、あたしの恐怖を更に高めた。身体が震えた。どうすればいいのか。

　そして、カシャンという物音。ドサッ、という物音。あたしの身体の動きは強制的に停止させられた。震えすらも止められた。歯の奥を強く噛かみ締める。あの音は、まるでシャベルを地面に投げ出したかのような、何かが倒れたような……。

　と。

「やぁ、相そう馬ま日向ひなたさん」

　耳元で囁ささやく男の人の声。あたしは今度こそ、塞がれている口の中でさえ悲鳴を上げそうになった。しかし、ぐっと口を押さえ付けられて、僅わずかの悲鳴にもならなかった。

「しぃー」

　見上げると、その声の主は先日、現れた探たん偵ていだった。名前は一にのまえさん。黒いシャツ、黒いジーンズは闇やみの中に溶けてなくなってしまいそう。それでも少しずつ目が慣れてきた。右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびを自分の唇くちびるにあてて「しぃー」と言っている。ドクロの指ゆび輪わがほんのかすかに見えた。黒くろ髪かみがはねている。こいつらが理恵ちゃんを誘拐して殺した犯人……。

「失しつ礼れいな奴やつだな。助けてやったのに」

　女の子のほう、九いちじくちゃんが鋭えい利りな刃物で切り捨てるように言った。彼女もやはり黒いワンピース姿だった。暗くら闇やみの中では、白い顔だけが宙に浮いているように見える。

　一にのまえさんはあたしの口を押さえ付けていた左手をゆっくり離し、顔をあたしにグイと寄せて口を開いた。

「君の推理は興きよう味み深いけど、実は、的外れなんだ」

　的、外れ。

「そう。もう、笑っちゃうくらいに的外れ。ダーツの矢は、りんごには刺さらずに、額にぶっすり刺さってしまった。そんな感じ」

　言って、一にのまえさんは、ケラケラと幼おさない笑い方をした。

　状況が唐とう突とつ過ぎて、理解が追い付かない。あたしは助かったのか？　それにしては心が休まらなかった。何なのだろう。そもそも、まったく人の気配がなかった。何なのだ、この人たちは。

　九いちじくちゃんは、腰こしに手を当て、不機嫌そうな顔で周囲を見回している。

「ほれ」

　一にのまえさんが、あたしの口に巻かれていた布とガムテープを剥はがしてくれた。あたしの口元は、よだれで汚れていた。拘束も解ほどいてくれた。

「あ、……あの、一体……？」

　自分で自分のものとは思えない声だった。

「あぁ、大丈夫。君を誘ゆう拐かいした奴やつは庭でのびてる。あれで、九いちじくはなかなかのファイターでね、いやぁ、見せたかったなぁ。スタントマンもかくや、という絶妙なバランスと高さで繰り出される神かみ業わざ級の三十二文人間ロケット砲！　全ぜん盛せい期きの馬ば場ばさんでも年に一度、見られるかどうかの伝説的スクリュー・ドロップキックだよ。スカートなんかちょろっと捲めくれたりしてね、実にいいサービス・シーンだったんだけどなぁ。ニーソックスを穿はいているってのが、また、マニアックでいいだろう？」

「黙だまれ、バカガラス」

　九いちじくちゃんは吐はき捨てる。

　彼らなりのジョークなのだろうか？　でも、今のあたしには理解できなかった。

　あたしは庭のほうへ目を向けた。相あい変かわらず、辺あたりは薄うす暗ぐらい。そしてここが純じゆん也やさんの家なのかどうか、やはり判はん然ぜんとしなかった。電でん気きをつければ分かるのか。

「気になる？　何なら見てくるかい、犯人」

　一にのまえさんが庭を指差して言う。

「……純也さん、じゃないんですか？」

　純也さんでないのだとしたら、誰だれだかは分からない。でも、そいつはあたしが純也さんのところを訪おとずれたのを見ていたのだ。そして焦あせった？　そいつは理り恵えちゃんを殺した犯人で、あたしを誘ゆう拐かいし……。

「さあねぇ」

　一にのまえさんは大きく肩を竦すくめた。

「そもそも、伊い藤とう理り恵えを誘拐した人間と君を誘拐した人間とが同一人物かどうか、なんてさ、どうでもいいことだろ？　外で転がってる奴やつが誰だれなのか、特に興きよう味みはない。知りたければ君が自分で調べればいい。顔を見れば案外、知り合いかもしれないよ？」

　唇くちびるを歪ゆがめて、一にのまえさんは言った。

　あたしは彼の言こと葉ばを疑った。何を言っているのだろう？

「僕ぼくらはさ、別に伊藤理恵をどうこうした犯人とか、そういうのにも本当は興味がないんだ」

「……だって、こないだは、理恵ちゃんについて訊ききたいことがある、って」

「そうだね。そして君から彼女の話は聞けた。それはそれでおしまい」

「理恵ちゃんの事件を調べてたんじゃ……」

「そんなこと言ってないよ」

　あっけらかんと一にのまえさんは言い放った。

「そんな……じゃあ、何で？」

　あたしは一にのまえさんを見て、それから、九いちじくちゃんに視し線せんを動かした。彼女は退屈そうに、一にのまえさんとあたしのやりとりを見つめていた。

　……いや、その暗い瞳ひとみには、どこか憐あわれむような光があった。彼女は、あたしを憐れんでいる？

　全身が粟あわ立だつ。あたしは、ゆっくりと一にのまえさんに視線を戻した。

「僕たちは君に会いに来たんだ」

　そう言った。まっすぐ、一にのまえさんはあたしを指差す。まるで銃じゆう口こうをつきつけられているような気持ちになる。

「あたしに……？」

「そう。僕たちは伊藤理恵から君に伝言を預あずかってる」

「……でん、ごん？」

「私たちはお前に会いに来ただけなんだよ。別にこの間、済ませればよかったものを、一にのまえの奴」

　苦にが々にがしげな口く調ちようで九いちじくちゃんは言う。

「いいじゃないか。人生に必要なのは砂糖と好奇心と悪意なんだ。仕事にも充実を。伊藤理恵の行方ゆくえがどうこうとか、そんなことはどうでもいい。僕が興味を持っているのは君と伊藤理恵との関係だけだ。まあ、でも、主に、君だけど」

「……それが探たん偵ていの、仕事？」

「探たん偵ていというのは副業というか、まあ本業なんだけど、メインじゃないというか……」

　一にのまえさんは言いながら細い顎あごをなぞった。そして腕うでを広げて言った。

「君はきっと信じないけど、僕ぼくたちは悪魔なんだよ」

「お前はただのウザいカラスだ。もう喋しやべるな。空くう気きが汚れる」

　言って、九いちじくちゃんはそっぽを向いた。鋭するどい目線を何もない暗くら闇やみに向けている。

　あたしは一体、何の悪あく夢むを見ているのだろう？

　悪夢なら、理り恵えちゃんが現れるはずなのに……。

「そう、君は、伊い藤とう理恵の夢ゆめをよく見ていたんだね。この三年間。みんなが伊藤理恵を忘れていくのに、君だけが伊藤理恵を忘れられなかった。毎まい晩ばん、繰り返し、君は伊藤理恵の夢を見続けた。君は伊藤理恵を忘れさせてもらえなかった。あるいは……」

　一にのまえさんは唇くちびるを吊つり上げて笑った。すべてを見み透すかすように。

　あぁ、と思った。その瞬間、あたしは彼らが悪魔であることをすんなり受け止められていた。いや、彼らは悪魔そのものとしか思えなかった。その笑い方は悪魔にしかできない、と思った。

「せっかくだし、君には教えてあげてもいい。伊藤理恵はね、十数年前まえに悪魔と契約を交わしたんだ。あのときの伊藤理恵はまだ君と出会っていなかった。幼おさない少女だった。きっと母親と喧けん嘩かしたんだろうね。いや、母親がらみで両親が喧嘩していたのを見て、それで家を飛び出したのかな。その頃ころ、伊藤家はほとんど崩壊状態にあったからそれは珍めずらしいことじゃなかった。飛び出した伊藤理恵は行くあてもなく、ふらふらと公園へやって来て、そこで僕らと出会った」

　一瞬、背せ筋すじがゾクとした。その先を聞いてはいけない気がした。

　でも、あたしは一にのまえさんが続けるのを制止できなかった。

「伊藤理恵はこう願った。『お母さんなんかいなくなっちゃえばいいのに』」

「……そんな」

　そんなの、子供が口にする他た愛あいのない……。

「悪魔との契約は絶対だ。年齢なんて関係ないんだよ」

　あたしの瞳ひとみを抉えぐるように一にのまえさんはあたしを見つめる。

「……け、契約すると、どうなるの？」

「魂をいただく。伊藤理恵の魂は契約通りに我々に返へん還かんされ、三年前にちゃんと地獄に落ちた」

「……さん、ねんまえ……、理恵ちゃんは死しんだんですね」

「まあね」

　一にのまえさんは簡単に肯こう定ていの頷うなずきを返す。

「しかし、どういう経緯があったのか、蒸し返すつもりはない。死因はどうでもいいんだ。殺されようと、自殺しようと、病死しようと、事故死しようと。老ろう衰すいで大だい往おう生じようしても。まぁ、悪魔と契約して大往生する奴やつなんて未いまだかつて見たこともないけど。ただ、最さい期ごの瞬間、彼女は僕ぼくらに伝言を残した。死後、契約した魂の行く末を見守るのも仕事のうちだからね。地獄の門の前まえで、彼女は君に伝えてほしいと言った」

「そんなことを一いち々いちする義理はないのにな。明らかに仕事の範はん疇ちゆうを超えてる」

　九いちじくちゃんがつまらなそうに言った。まるで買い物を頼まれた小学生のような口くち振ぶりだった。

「そうぼやくなよ。僕は仕事熱心で、その上勉強家なんだ。仕事に関係することは面めん倒どう臭がらずに何でも経験したほうがいい。人間を理解するのは大切なことさ」

「ハッ、言ってろ」

「ただ、うん、本来の仕事と今回のこととは、関係ないと言えば関係ない。だから伝えるも伝えないも僕らの一存だった。それで、君に会って決めようと思った」

「三年も、経たってから？」

「君らにとっての三年など、僕らにとっては三分の価値もないさ。カップラーメンができるのを待っているのと同じ」

　大きく肩を竦すくめる仕し草ぐさはピエロのパントマイムみたいで滑こつ稽けいだった。

「君は面白いね。そう面白い。実に複雑な人間だ。いや、複雑ゆえに、人間らしいとも言える。相あい矛む盾じゆんする感情を常に抱えている。君は実に僕好みだった。僕は人間を観察するのが好きなんだ。特に君みたいな人間をね。だから、君には、伊い藤とう理り恵えの伝言を教えてあげよう。ぜひ、君に聞いてもらいたい」

　一にのまえさんの隣となりで、九いちじくちゃんは唇くちびるを引き結んで暗くら闇やみを睨にらんでいる。

「…………理恵ちゃんは何て？」

　あたしは一にのまえさんを促うながした。

　にっこりと一にのまえさんが笑う。そして、途と端たん、彼の口く調ちようが変わった。根本から声質が違うものになった。それはあたしがよく知っている、あたしの大好きだった人の声に聞こえた。

『もし、あたしが不幸になったら、あたしの愛あいする人にも、あたしと同じように不幸になってもらいたい』

　背せ筋すじが凍る。汗あせが引いた。

　一にのまえさんは笑っている。その笑えみを残したまま、彼は言った。

「さて」

　手にはどこから取り出したのか羊よう皮ひ紙しとナイフ。暗闇の中で、ドクロの指ゆび輪わと一緒に薄うすぼんやりと光って見える。

「出張サービスだよ。もし君が、僕たちと契約を交わすなら、君の願いを一つだけ叶かなえてあげよう」

　そうか、と思った。この人たちは、そのためにあたしのところに現れたのか。

　あたしは九いちじくちゃんを見み遣やった。

　彼女は乱暴に頭をガシガシと掻かいた。三つ編みとリボンが揺れる。銀色の髪の毛は、暗くら闇やみの中でも、鈍にぶく輝いていた。あたしはあの日見た、クラゲを思い出す。儚はかなくて、綺き麗れいで。そして、死しんだら消えちゃう。

「無限に関する願い以外なら何でも叶かなえてやるよ。それが悪魔との契約だ」

　九いちじくちゃんは、それにも何だか興きよう味みがないような口く調ちようだった。あたしのほうを見ずに言った。

「無限？」

　あたしは繰り返す。

「永遠の命と、願いを無限個叶える、という願いはダメ。それ以外だ」

　言こと葉ばを引き取って、一にのまえさんが続ける。

「それ以外なら何でも叶えてあげるよ。死者を生き返らせることもできる。あるいは、伊い藤とう理り恵えを殺した犯人に地獄の責め苦を味あわせてやることも。何なら、あの日々に時間を戻してあげてもいい。君の幸福だった時間に。それとも、大金持ちがご希望かな？　約束された未来？　富と名声だ」

　彼は大きく手を広げた。

「どうする？　悪魔は契約を強要したりはしない。お前が望むのなら叶えてやろう」

「おい、何言ってんだよ。契約をとってなんぼの世界だろ？」

「お前は黙だまってろバカガラス」

　ぴしゃりと言って、九いちじくちゃんはあたしを見つめた。黒くて、丸くて、深い瞳ひとみ。少し濡ぬれて光っている。

　一にのまえさんは、やれやれ、と呟つぶやいた。

　九いちじくちゃんが言った。

「お前の好きにしろ。お前の自由意思にまかせるよ」

　自由意思……。あたしの、望むまま？

「契約ってどうするんです？」

　あたしは訊たずねる。

　答えたのは一にのまえさんだった。

「ナイフで君の指を切る。ほんの少し。それで、この契約書に拇ぼ印いんを押してもらう。それだけ。簡単だろ？」

　ナイフの刃はがギラリと光を反射した。まるで血を求めて笑っているみたいに見えた。

　あたしはもう一度、九いちじくちゃんを見上げた。九いちじくちゃんもあたしを見返している。

「……理恵ちゃんは地獄にいるんですよね？」

　口にすると、それはとても甘い言こと葉ばに思えた。砂糖をたっぷり入れたハーブティーのように。

「そうだ」

　九いちじくちゃんは短く答えた。不機嫌そうに、不愉快そうに。

「契約を交わせば、あたしも地獄に落ちる」

　ぽとりと、もう一つ角砂糖を落とすようにあたしは続ける。

「そうだ」

　九いちじくちゃんはやはり短く吐はき捨てた。苦いコーヒーを吐き出すみたいに。

「地獄に行けば、理り恵えちゃんに会えます？」

　飽ほう和わ量を超え、カップの底にはドロドロの砂糖が残ってる。

「さぁな」

　鋭するどく、短く、九いちじくちゃんは言った。

「そうですか……」

　もし、あたしが不幸になったら、あたしの愛あいする人にも、あたしと同じように不幸になってもらいたい。ぼんやりと理恵ちゃんの顔が浮かぶ。夢ゆめの中の理恵ちゃんは、ずっとそれを伝えようとしていたのかもしれない。そう思った。ずっと探していた言葉を見付けたみたいな気がした。何な故ぜか、とても、ホッとした。

　その言葉が、あたしと理恵ちゃんを結んでいる。きつく、きつく、きつく。がんじがらめで、もう、解ほどき方も思い出せない。

　あたしだけの理恵ちゃん。

　理恵ちゃんだけのあたし。

　また、理恵ちゃんに会いたいな。あの文ぶん芸げい部ぶの部ぶ室しつで、二人きりで過ごしていたあの日日のように。でも、どうしてかな。あの日々に帰りたいとは思わない……。

　あたしは立ち上がった。立ち上がれば、あたしのほうが九いちじくちゃんよりも大きい。今度は彼女があたしを見上げてる。

「いいんだな？」

　九いちじくちゃんは、あたしに問いかけた。

　あたしは一度、大きくゆっくりと頷うなずいた。

「そうか……」

　どういうわけか、九いちじくちゃんが今にも泣き出してしまうんじゃないかと、あたしは思った。

「なら、お前は何を願う？」

　あたしは――。
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「やはり人間は面白いな。実に興きよう味み深い」

　黒くろ尽ずくめの男がしかつめらしい表情で言った。黒いシャツに黒いジーンズ、全身を黒で統一している。針金のような黒くろ髪かみを散らせた、浅あさ黒ぐろい肌はだの男だ。右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびに大きなドクロの指ゆび輪わをしている。

　通りに面した建たて物ものの二階、ファミリーレストランの窓まどからは通行人が見下ろせる。

　真ま夏なつの空には油絵の具で丹たん念ねんに塗り重ねたような筋肉質の雲が盛り上がっていた。アスファルトはぎらぎらと太たい陽ようの光を反射し、外を行く人々は一様に額に汗あせを浮かべている。

「どこが？　人間なんてくだらない生き物だ。愚かで救いようがない」

　黒尽くめの男の斜め向かいに座る少女が、ぶっきらぼうに答えた。彼女もまた全身を黒一色でコーディネイトしている。黒いワンピースに黒いニーソックス、黒いエナメルの丸い靴くつ。

　ただし、肌はとても白い。大量の血液を失った怪け我が人にんよりもなお青白いか。銀ぎん髪ぱつと言って差し支えないほど色素の薄うすい髪をショートカットにしているが、左の一部分だけを伸のばして、三つ編みにしていた。そこに黒いリボンを巻き付けている。

「何てことを言うんだ、九いちじく。大切なお客様だぞ。お客様は神かみ様さまさ」

　じろりと九いちじくと呼ばれた少女は黒尽くめの男を睨にらみ付けた。

「何が神だ。言こと葉ばを選べ、一にのまえ」

　一にのまえという黒尽くめの男は大げさに肩を竦すくめる。

　九いちじくは、細長いスプーンで、チョコバナナパフェをほじくる。チョコレートのシロップと生クリームとアイスが混じってドロドロになっていく。

　それをパクパクと口の中に含ふくめた。あっという間にグラスの中は空からになる。

「口のこの辺」

　と、一にのまえが、自分の唇くちびるの右端をつつく。

「チョコがついてるぞ。とってやろうか？」

　九いちじくは無表情で、中指を突き立て、ぺろりと赤い舌したで唇を舐なめた。それから、見るともなしに窓の外に視し線せんを向ける。テーブルに肘ひじをついて、手の平に尖とがった顎あごをのせた。青い空、白い雲、輝く太陽。夏を象しよう徴ちようする爽さわやかなその情じよう景けいは、むしろ安っぽいドラマの書き割りのようでもある。

「クラゲの水すい族ぞく館かん」

　ぽつりと九いちじくは言った。

「クラゲの水族館ってのは、結局、あの女の作り話だった、というわけか？」

「そうだなぁ、あったのかもしれないし、なかったのかもしれない。同業者の仕事かもな。ひょっとすると別の契約者とニアミスしたのかもしれない。って、何だかんだ言っても、お前だって興きよう味みあるんじゃないか」

「別に」

　九いちじくはつまらなそうに外を眺ながめながら、短く答えた。

「もしかして、犯人とか知りたい？」

「全ぜん然ぜん」

「そうかそうか、知りたいか」

「全然知りたくないと答えたんだ」

「分かってる分かってる。アレだろ？　ツンデレ」

　一にのまえは人ひと差さし指ゆびを九いちじくに突き付ける。

「僕ぼくに冷たくするのも、愛情の裏返しなんだろ？　分かってる分かってる」

「私も分かった。お前が何も分かっていないということが、よぉく分かった」

　一にのまえは、うんうん、と頷うなずきながら、身を乗り出して解説を始めた。

「相そう馬ま日向ひなたを襲おそったのは、伊い藤とう隆たかしだよ。お前がノした白はく髪はつのおっさん」

　九いちじくはもう、返事もしなかった。それをどう受け取ったのか、一にのまえは嬉うれしそうに説明し出す。

「伊藤隆って誰だれ？　って思っただろ。伊藤隆ってのは、伊藤純じゆん也やの父親さ」

　九いちじくは、やはり何も返事をしなかった。

　一にのまえは続ける。

「伊藤隆はさ、理り恵えを殺したのが、息子の純也だと思ってるんだ。それで、純也は隆にメールをしただろ？　探たん偵ていが来たんだけど、と。つまり僕らのことをさ。だから彼は焦あせった。息子の罪つみがばれると思って。あ、今、伊藤隆ってのは変な奴やつだなぁ、と思っただろ？」

　九いちじくは不機嫌そうな顔をするだけだった。

「そう、変な奴なんだよ。だって、理恵も自分の娘むすめなのに、彼女を殺した息子を庇かばっているなんて。しかし、だ。実は理恵は、伊藤隆の実の娘じゃないんだ」

「何だ、それ？」

　思わず口にしてしまったのだろう、九いちじくはしまった、とばかりに口を押さえた。それを見た一にのまえはまた、うんうん、と頷いている。微笑ほほえましいものでも眺める顔で。

「隆の妻、智とも子こには愛人がいた。智子が失しつ踪そうしたとき、その愛人が疑われたんだ。まぁ、真しん相そうとは異ことなるけど。それはさておき、妻と愛人との間に作られた不ふ義ぎの子供、それが理恵だ。そして、父親である隆は見てしまったんだな」

「……」

「……何をって訊きかないの？」

「訊かない」

　うんうん、と一にのまえは頷く。分かってる分かってる、と。

「隆たかしは見てしまった。理り恵えと純じゆん也やが性行為に及んでいるところを。つまり、理恵と純也は種たね違ちがいの兄妹きようだいだったが、できてたんだ。それもかなり幼おさない頃ころからな。隆はそれを知ってしまった。そして、理恵の失しつ踪そう。隆は息子がやったと思い込んでいた。そして、これが実に面白い」

　一いつ拍ぱく置いて、一にのまえは続けた。

「隆は理恵を殺したのが自分の息子だと思っていたが、それが真しん相そうだったわけじゃない。じゃあ、伊い藤とう理恵はどうして死しんだんだと思う？」

「知らん」

　一にのまえは楽しくて仕方ない、とばかりに顔を歪ゆがめ、そして言った。

「伊藤理恵を殺したのは、たぶん、相そう馬ま日向ひなただ」

　九いちじくはゆっくりと、一にのまえに視し線せんを向けた。

「相馬日向は、あの日、伊藤理恵の家に行って、そして、伊藤理恵の首を絞めるか、何かをして殺したんだろう。そして、さくらんぼの木の下に埋うめた。目撃情報は大してあてにならない。彼女が伊藤の家に行ったのは、あのさくらんぼの木がまだあるのかを確認しに行ったんだよ、無意識のうちに」

「意味が分からないな。あいつは、ずっと嘘うそをついていたのか？」

「僕ぼくは、そうは思わない。三年前まえ、彼女は嘘をついたのかもしれない。しかし、相馬日向は、嘘をついているうちに、次し第だいにその嘘が本当であるように錯さつ覚かくしてしまったのかも。最愛の人を失った可哀かわい想そうな少女を演じているうちに。だからそう、嘘をついていたというのなら、彼女が、と言うよりは、彼女の記憶が嘘をついていたと考えたほうがいい」

「どうして、相馬日向は伊藤理恵を殺したんだ？」

　九いちじくは言った。本当に不ふ可か解かいそうに。

「さぁ、そこが難むずかしくて、そして興きよう味み深いところさ。僕が思うに、きっと、大切なものを大切にするには努力が必要だからだろう」

「そんなものなくても大事だから大切と言うんだろ？」

　一にのまえは含ふくみのある笑えみを浮かべて、椅い子すに深く腰こしかけなおす。

「相馬日向が何な故ぜ、伊藤理恵を殺害したのか、その理由は結局のところ誰だれにも分からない。もしかしたら、そこには理由なんてものはなかったのかもしれない。その不可解さ、不ふ条じよう理りさ、それこそが人間なんだよ。いや、あるいは、こうも考えられる。伊藤理恵は相馬日向の前で自殺したのかもしれない。もし自分が不幸になったら、自分の愛あいする人にも同じように不幸になってもらいたいから。そして相馬日向は伊藤理恵の自殺を隠かくした。記憶を封印し、伊藤理恵が失踪したことにした……。うん、これも面白いな」

「何だ、お前も別に事情を知っているわけじゃないのか」

「探たん偵ていに必要なのは、想像力だよ」

「何が探たん偵ていだ、バカらしい。お前のはただの屁へ理り屈くつだ。くだらない」

「厳しいなぁ、あ、でも、僕ぼくにも分かっていることはある」

　九いちじくは、一にのまえを睨にらんだ。

「どうして、相そう馬ま日向ひなたは伊い藤とう理り恵えに『みどりちゃん』と呼ばれていたのか。『そうまひなた』、どこにも『みどり』なんか入らない。何かのエピソードかなとも思ったけど、そうじゃなかったわけだ。知りたい？」

「全ぜん然ぜん」

「分かってる分かってる。これは、ちょっとした頓とん知ちなんだ。相馬日向は『ひなちゃん』と呼ばれていた。『ひなた』から『た』を抜くから『たぬき』だろ？　きつねなら赤で、たぬきなら緑だ」

「どうでもいい」

　九いちじくはスパッと切り捨てる。

　一にのまえは満足そうに笑えみを浮かべ、窓まどの外を見み遣やった。

「相馬日向のことを『みどりちゃん』と呼んでいたのは、世界にただ一人、伊藤理恵だけだったんだよ。だから、伊藤理恵が消えてしまってからは、誰だれからも『みどりちゃん』とは呼ばれなくなってしまった。伊藤理恵がみんなに忘れられ、消えてしまったように、『みどりちゃん』も消えてしまった。伊藤理恵と『みどりちゃん』は不ふ可か分ぶんなんだよ。どちらが欠かけてもダメなんだ」

　通りにはずらりとブティックや雑貨屋が並んでいる。大勢の人間たちが出入りを繰り返す。ブランドのロゴの入った紙袋をいくつも抱えている女性、並んで歩く学生の男女はクレープを手に笑い合っている。

「なあ、九いちじく」

　一にのまえが言った。

「あん？」

「君は、ベニクラゲ、というクラゲを知っているかい？」

「知らん」

「相馬日向は、つまりは、伊藤理恵は、クラゲは死ぬと水に溶けて消えると言っただろ？」

「あぁ」

「でも、ベニクラゲは消えないんだ。ベニクラゲっていうのは、個体としての死しを迎えないんだよ」

「どういう意味だ？」

「普通、クラゲは繁はん殖しよくを終え、生命を終えると溶けてしまうんだけど、ベニクラゲは海底に沈み、四十八時間くらいすると、細胞が再び活性化して、植物の根のように身体からだを変形させる。そこに花が咲き、実を実らせる。それが茎くきを離れベニクラゲとして生き返るんだ」

「不ふ死しってことか？」

「そう。ベニクラゲは死しなない。クラゲは異い性せい体たい、つまり雄おすと雌めすがいて生殖活動を行う生き物だけど、ベニクラゲっていうのは有ゆう性せい生せい殖しよく機き能のうを備そなえている多細胞生物の中で唯一、不ふ死し的てき生命なんだ。多細胞生物の数はおよそ百四十万種しゆ類るい。その中でただ一種類の例外だ。テロメアというのを聞いたことがあるだろ？　俗に細胞分裂を行うためのチケット、と表現される染せん色しよく体たいの末端部分のことさ。普通は細胞分裂のたびにそのテロメアが短くなっていき、最後には分裂ができなくなってしまう。細胞分裂が行われなくなるということはつまり、老化するということだ。でも、ベニクラゲは酵こう素その働きでテロメアを修復できるのではないかと考えられている。だから死なない」

「図々しい生き物だな。まるで悪魔みたいだ」

　九いちじくは何な故ぜか自じ嘲ちよう気味に言った。

「九いちじくが想像しているのとは少し違うよ。彼らはとても弱いんだ。とてもね。ベニクラゲは常に捕ほ食しよく対象でしかない生き物で、彼らは圧倒的な捕食者たちの前まえでひたすらに無力で小さい。一センチくらい」

　一にのまえは右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびと親指で「一センチくらい」を示して見せる。

「ベニクラゲは、絶対的な弱さを武器にして、永遠に生き続けている。母なる海にすら拒絶され、還かえることを許ゆるしてもらえない。どう？　文学的な表現だろ？」

　九いちじくは倦うんだように溜ため息いきを洩もらす。

「一体、何の話だ？」

「ベニクラゲは消えないという話だよ」

「ふん、くだらない話だな」



　鮮やかな蒼そう天てんから降ふり注そそぐ夏の日差し。セミの声が折り重なり、人々は額に汗あせを浮かべながら道を行く。

　その中を一〇〇〇円均一の袋を抱えた相そう馬ま姉妹が行くのが見える。妹の向日葵ひまわりが何か言ったようだが、聞き取れない。ただ、ど派手な衣い装しようをまとったマネキン人形の飾られた店を指差している。大音量で垂れ流されるパンク・ロックのメロディに辟へき易えきしたような表情で、相馬日向ひなたも何事かを答えたようだ。



　あの日、相馬日向は、魂と引き換えに、こう願った。

「理り恵えちゃんに伝言をお願い。絶対に会いに行くから、って」



    

  









    
      




　第一一九話僕ぼくのベティ・ブルー

　　‐lovers‐





　《監かん禁きん五日目》



　今日から日記を付けることにした。

　日記を付けることを許ゆるされた、というのが正せい解かいかもしれない。

　僕ぼくが佳か奈な子こによって、「２ＬＤＫ」の、この一室に連れて来られてから、たぶん五日目だ。正せい確かくにはあれから何日が経けい過かしているのか、僕には分かっていない。

　窓まどはあるが、雨戸が閉め切られている。外の様子は見えない。テレビも時計も見せてもらえない。

　僕の生活は佳奈子によって統とう制せいされている。佳奈子が見てもいいと言ったものだけ、佳奈子が聞いてもいいと言ったものだけ、佳奈子が知ってもいいと言ったものだけ、僕に与えられる。外の世界で何が起きているのか、僕にはさっぱり分からない。

　今や、世界は佳奈子と僕だけで完結している。

　動くことが許されている範囲は、部屋の中のごく一部分、壁かべ際ぎわの一角だけだ。部屋の広さは六畳くらいか。

　けれど、その部屋の中を自由に動き回れるわけではない。首に巻かれた鎖が伸のびきった状態で一メートル半くらい。その一メートル半しか僕は動けない。

　犬に付けるような支配的で無ぶ骨こつな黒い革の首くび輪わが、僕の首にも巻かれ、そのもう一端が壁に固定されている。首輪の革は、裏張りされているらしく、肌はだに当たる部分がつるつるする。極きよく端たんに苦しくはないが、あと一センチ締め付けられたら、途と端たんに呼吸に支し障しようをきたすであろう絶妙な首輪だ。

　留め金に南なん京きん錠じようがかかっている。硬こう質しつな冷たさのある、重い南京錠だった。

　初はじめは手錠も嵌はめられていたが、手が塞ふさがることで様々に不ふ便べんが生じ、もどかしさからカチャカチャ動かし過ぎた。手錠が深く締まり手首の皮が破け、血が滴したたったのを佳奈子が不ふ憫びんに思い、外してくれた。

「ごめんね、ヒロくん。手、痛いよね」

　佳奈子は、いつもと変わらず、ほんの少しだけ鼻はなにかかった甘やかな声で、僕にそう言った。笑っていた。優やさしく。僕を気き遣づかう気持ちもその中にちゃんと含ふくまれていた。

　佳奈子が手を伸ばして僕の手錠を外す仕し草ぐさをすると、佳奈子の長い髪が僕の頬ほおに触ふれた。それもまた、仄ほのかに甘い香りがした。

　佳か奈な子この髪の毛は、女の子にしては少し硬かたい。胸むねを隠かくすほどまでに伸のばしたその髪の毛に緩ゆるくパーマをかけ、ライト・ブラウンに染めている。

　その僅わずかにぴょんと跳ねた毛先が、僕ぼくの頬ほお、首くび筋すじを、舐なめるように這はった。僕の身体からだ中の毛という毛すべてが、ぞわりと逆さか立だった。

　佳奈子は救急箱から消毒液を取り出し、傷口にかけてくれた。きゅッと冷たくて、ピリピリと沁しみた。

　手が自由になったからといって、壁かべに固定された鎖は外せそうにはなかった。

　それが今朝のこと。今朝と言って、本当にそれが朝だったのかどうか、僕には定かではない。この部屋はずっと雨戸が閉め切られたままだ。

　佳奈子は出かけて行ってしまった。今日の講こう義ぎには出ないといけないのだそうだ。

　佳奈子がどんな授業を取っているのか、そもそもその授業が何曜日の何時限目の授業なのかを僕はまったく把握していないので、やはり、今日が何日の何曜日で、今が何時くらいなのか、手がかりになるものはなかった。

　佳奈子はキャンパスノートと、大だい学がくのロゴの入った「２Ｂ」の鉛えん筆ぴつを一本、置いていってくれた。

「お絵え描かきでもして、いい子にしてるんだよ？」

　佳奈子は僕の大好きな甘い声でそう言った。そして、僕の右の頬を撫なでた。佳奈子の細くしなやかな指がくすぐったかった。少し冷たい。その爪つめの先が頬にある瘡かさ蓋ぶたを引ひっ掻かいた。痒かゆみとともに熱を感じた。傷口が開き、血で濡ぬれた。

「日記を付けてもいい？」

　僕は遠えん慮りよがちにそう訊たずねた。少し怯おびえていたのかもしれない。

　僕は漫画家を目指していたが、それも満足には描けていなかった。漫画家になると公言してもいない。自分を追い込むのが嫌なのだ。僕は卑ひ怯きようだ。逃げ道を残しておきたい。佳奈子だけが、僕の夢ゆめを知っている。

　でも、本当に漫画家になりたいのか？　と、そう問われたら、よく分からない。少なくとも今、漫画が描けるような気はしなかった。描きたいとも、特には思わなかった。

　何をおいても描きたい、という感情が湧わいてこない僕は、漫画家にはなれないのかもしれない。それを少し悲かなしく思う僕と、残念がる気持ちのない僕とがいる。

　佳奈子は奥おく二ぶた重えの瞳ひとみを細めた。

「いいよ」

「ありがとう」と、僕は礼を述べた。僕の感謝の気持ちがちゃんと伝わればいいなと思った。佳奈子の許ゆるしが出て、僕は日記を綴つづることに決めた。



　《監かん禁きん六日目》



　食事は必ず佳か奈な子こと一緒にとる。朝、昼、晩、すべてだ。

　この六日間に、佳奈子が出かけて行ってしまい、お昼時になっても帰ってこないことが二度あった。そのときは、どんなに空腹でも、佳奈子が帰ってくるのを待たなければならない。ゆっくりと埃ほこりの降ふる部屋の中で、ぐぅぐぅと腹を鳴らしながら、僕ぼくは佳奈子が温あたたかい食事を用意してくれるのをひたすら待つ。

　大分寒くなってきた。内ない臓ぞうから身体からだを温めるようなふっくらした食事が嬉うれしい。

　僕たちは、同じ部屋で寝ている。一メートル半の範囲に蒲団ふとんを敷しき、そこに僕が横たわると、佳奈子がその中に潜り込んでくるのだ。

　冬の入りともなると、朝あさ夕ゆうの冷え込みを感じる。足先や指の先端がどこか痛みに似た感覚を覚える季節だ。だから、一つの蒲団の中にいると、佳奈子の体温を強く感じる。温かく、柔らかい。佳奈子の形がよく分かる。

　しかし、部屋の空くう気きはキンと冷たいので、蒲団から出るのも億おつ劫くうになる。曖あい昧まいなまどろみの中に居たいという誘惑が常に付きまとう。今朝も酷ひどく冷え込んだ。

　佳奈子は低血圧で寝覚めが悪い。寒くなれば、それは一層だった。顔色が悪い。佳奈子は緩慢な仕し草ぐさで蒲団から這はい出し、食事の用意を始めた。

　朝食は、クリームシチューとバターロールだった。

　眠たいのなら、手を抜いたもので構わないのだが、佳奈子はシチューを一から作ったらしい。らしい、と言うのは、僕は彼女が料理をしているところを見ることができないからだ。でき合いのものを温めたにしては時間がかかったので、最初から作ったのだろうと思う。佳奈子は料理やお菓子作りが上じよう手ずだ。

　シチューの中には大振りのじゃがいも、にんじん、たまねぎ、豚肉が入っていた。深皿は、色違いのお揃そろいだ。佳奈子の皿はふちが薄うすいピンク色で、僕のは黄き緑みどり色いろをしている。

　蒲団を畳み、そこに折りたたみのテーブルを置き、食器を並べた。

　その頃ころには佳奈子もしっかりと目を覚ましていた。料理をするのは目を覚ますための儀式なのかもしれない。

　僕はスプーンで湯ゆ気げの立つじゃがいもをすくった。でんぷん質が溶けて、表面をクリームが覆おおっていた。それを口の中に運んだ。ほっこりとした熱が舌したを焼やいた。

「あふッ」

　口いっぱいにじゃがいもを含ふくんでいたので、「熱い」という単語は上う手まく発音できなかった。

「そんな、一口で食べようとするから」

　佳奈子は優やさしく僕を窘たしなめる。母親が、子供の些さ細さいな失敗を微笑ほほえましく眺ながめるような、そんな声音だった。

　佳か奈な子こは普段から、あまり化粧をしない。朝、起きがけでもいつもとほとんど変わらない様子だ。奥おく二ぶた重えで、細い目をしている。友人からもよく「眠いの？」と、訊きかれるそうだ。佳奈子自身は、そう訊かれることを嫌がっている。そういう目なのだ。

　その瞳ひとみが薄うすく笑えみを浮かべて僕ぼくを見つめていた。

　佳奈子は自分の分のシチューをゆっくりと口の中に運んだ。僕に視し線せんを向けながら、もぐりもぐりと咀そ嚼しやくしていた。

　そして、テーブル越しに身体からだを乗り出した。カチャと皿の上でスプーンが音を立てた。

　僕に繋つながれた鎖はちょうど伸のびきっていた。それ以上、前まえには乗り出せない。横にずれるか、身体を引っ込ませるかしか、選せん択たく肢しはない。そして僕は逃げられなかった。

　佳奈子は手で僕の顔をそっと包み込み、唇くちびるを押し付けてきた。

　僕の口内に、佳奈子が食べたシチューが流し込まれた。素そ朴ぼくな温度、体温とほとんど変わらない温あたたかさのシチューが細かく噛かみ砕くだかれていた。僕はそれを飲み込んだ。佳奈子の味がした。

「美お味いしい？」

「美味しいよ。とても」と、僕は答えた。笑ってもみたつもりだ。それが上じよう手ずにできていたかは、自分では見られないので分からない。



　食事の用意を、佳奈子がすべてするのと同じように、僕の排はい泄せつ行こう為いもまた、佳奈子がすべて世話をした。さすがに、抵抗感がなかったわけではないが、鎖から逃れられない以上、佳奈子に従うしかなかった。

　どこで手に入れたものなのか、あるいは売っている所には売っているものなのか、医療介かい護ご用ようの鉄製のおまると、溲し瓶びんとを佳奈子は用意していた。

「オムツにする？」

　僕をからかう声で佳奈子は言った。

「恥はずかしいから、外してくれよ」

　僕がそう答えると、佳奈子はくすくすと押し殺すように笑って、部屋から出て行った。

　おまるは僕を拒絶するように冷たい。



　《監かん禁きん七日目》



　この生活も今日で一週間になった。

　学校にもバイトにも行っていない。世間で、僕がどういう扱いになっているのか、少し気にならないでもない。恐らく、誰だれも気にしていないのだろうけど。

　僕がいるかどうか、それはあまり重要ではないということだ。僕が死んでも、消えても、誰だれも困らない。いや、佳か奈な子こは僕ぼくを必要としてくれている。そう信じたい。僕は佳奈子に必要とされていたい。

　コンビニのバイトはクビになったことだろう。

　別に構わない。特別に好きな仕事でもなかった。

　この一週間、佳奈子と二人きりの暮らしだった。それはむしろ素す晴ばらしく、喜ばしいことだ。あらゆるしがらみからの解放。くだらない社員や、態たい度どの悪い客に頭を下げる必要もない。

　ただ、僕はここから動けない。佳奈子がいる間は、何でもしてくれるけど、佳奈子が出かけてしまうと、することがない。日記を綴つづるくらいだ。

　漫画は、やはり描かく気にはなれなかった。せいぜい、日記の隅にくだらないパラパラ漫画を描いたくらいだ。

　佳奈子は僕のためにキャンパスノートと先の尖とがった「２Ｂ」の鉛えん筆ぴつを置いていく。僕は日記を続ける。

　佳奈子は優やさしい。どうせ縛られるなら、佳奈子の手で鎖に繋つながれていたほうがいい。

　ここには白い紙と、愛あいする佳奈子がいる。



　夕飯は、豚ばら肉の角かく煮にだった。紹しよう興こう酒しゆと甘い醤しよう油ゆに浮いた脂が、葱ねぎにも染みていた。口の中にねっとりした甘さが残り、歯の隙すき間まに肉の筋が詰まった。美お味いしかった。だから、ちゃんと美味しいと言った。

「美味しいよ、佳奈子」

「本当？」

　佳奈子は嬉うれしそうに頬ほおを染めた。僕も嬉しかった。

　食事が終わると、佳奈子はタオルをお湯に浸つけ、固く絞り、僕の身体からだを拭ふいてくれた。手が自由になった今、自分で身体を拭けないわけでも、まして、服を脱ぐことができないわけでもない。でも、佳奈子はそれをやりたがった。佳奈子の厚こう意いを断る理由はないので、僕は佳奈子のするに任せた。恥はずかしさも、今では慣れた。

　佳奈子が僕の服を脱がすとき、それは何だか、僕の皮ひ膚ふを剥はぎ取っていく行為にも思える。変な感じだ。

　僕の身体は少しずつ佳奈子のものになっている。佳奈子の用意する食事だけを口に運び、すべてのことを佳奈子に世話してもらう。

　シャツを脱ぐと少し肌はだ寒ざむい。

　佳奈子はセーターの袖そでをまくり、ゆっくりと僕の身体を拭いてくれた。痣あざの上に手が置かれると、鈍にぶい痛みを覚えた。



　《監かん禁きん八日目》



　とりたてて書いておくべきことも思い浮かばない。

　佳か奈な子こは学校へ行き、休み時間に部屋に帰ってきて一緒に食事をとると、また学校に戻った。佳奈子の部屋から学校までは二駅。通学にかかる時間は、大体、二十分ほどだった。

　僕ぼくはぼんやりして過ごした。

　１２３＋４－｜５＋67－｜89＝１００、12＋３－｜４＋５＋67＋８＋９＝１００、

　１＋23－｜４＋56＋７＋８＋９＝１００、１＋２＋３－｜４＋５＋６＋78＋９＝１００。

　くだらない。

　漫画を描かきたいという欲望はどこからも現れなかった。

　昼食に食べたバジルとニンニクのソースがかかったウィンナーは美お味いしかった。思ったよりもずっとさっぱりしていて、癖になる味だった。



　《監かん禁きん九日目》



「今日ね、駅のホームで電車を待ってるときに、前まえで並んでる女の人、突き落としちゃった」

　どことなく声を弾ませて佳奈子は言った。

「別にそんなつもりもなかったんだけど、ポンて押したら線路に落ちちゃったの」

　膝ひざをフローリングに着いて僕を覗のぞき込むようにしながら佳奈子は言った。少し甲かん高だかい、甘い声をしていた。少女のようなあどけない顔は、外が寒かったのか、頬ほおが赤かった。それとも単に興奮していたせいか。

「ねぇ、どうなったと思う？」

　ふわりと佳奈子の髪が揺れた。浮かび上がる死人のような白い肌はだに蜜みつ色いろの髪が映え、袖そでの長いパープル・ブルーのカーディガンがとてもよく似合っていた。

「どうなったの？」と、僕は先を促うながした。

「丁ちよう度ど通過電車が来て、その人、はねられちゃったの。ドンって大きな音がして、血の霧きりが舞い上がって、悲鳴があがって。ブレーキで鉄がすれた臭においと、肉が焼やけ焦げる臭いがした」

　佳奈子は言いながら、自身のそのたおやかな髪を弄もてあそんでいる。巻き付く毛の束はまるで気味の悪い虫みたいに見えた。

「人なんて、簡単に死んでしまうのね。惨みじめだわ」

　佳奈子は絡からませていた髪を解ほどき、僕の頬を撫なでる。

　惨めだわ、と、そう唇くちびるが発したとき、佳奈子が笑っているような気がした。惨めだわ。

　まるで、ザマアミロとでも言っているかのような。

　僕ぼくはそんなことでしか安らぎを得られない佳か奈な子こを憐あわれだと思った。そしてとても愛いとおしく思った。

　テレビもパソコンもない。新聞も週刊誌も。その事故、あるいは事件が佳奈子の口から出で任まかせなのか、それともそのようなことが本当にあったのか、僕に確認する手立てはなかった。

　生き物は必ず死ななければならない。僕もいつか死ななければならないのか。

　死を具体的に想像するのは途と轍てつもなく恐ろしい。僕は死にたくない。僕以外の人が、僕の代わりに死んでくれればいいのに。

　人は死ぬとどうなるのだろうか。死ぬというのはどういうことなのだろうか。死ぬ瞬間はどんな気持ちがするのだろう。死んだ後、その気持ちはどこへ消えてしまうのだろう。

　消えるのか？　それとも想像もつかないような、何がしかの連続性が残されているのだろうか？　僕のこの意識は？　これも、僕が死ねば消えるのだろうか？　線路に落ちた女の人は、死ぬ寸前に何を思ったのだろう？　何を感じたのだろう？　恐怖？　あるいは、何かに救いを求めたのだろうか？　彼女に神はいたのだろうか？　彼女の神は、彼女を救っただろうか？　誰だれか教えて欲しい。僕は知りたい。

　人は何な故ぜ、死ぬのだろう。生きているものはどうして死ななければならないのだろう。

　でも、日記は、僕が死んでも残るだろう。

　僕と佳奈子は、手を繋つないで眠った。



　《監かん禁きん十日目》



　佳奈子が一度、お昼に戻ってきてから部屋を出て行った後に、二人組の悪魔がやって来た。パチンと音がして部屋に明かりが生まれた。蛍けい光こう灯とうの光の中で浮き上がったのは、見覚えのない黒い服に身を包んだ少女と男の悪魔だった。

「どうやって入って来たんだ？」

　僕は驚おどろいて訊たずねた。

　鍵かぎは佳奈子がしっかりとかけていたはずだった。

「密室で殺人事件が起きたら、探たん偵ていではなく悪魔払い師を呼べ」

　男のほうの悪魔が言った。どういう意味か、僕には理解できかねた。何かの格言だろうか？

　彼の着ているシャツもジーンズも真っ黒だった。足あし元もとは黒いスニーカー。土ど足そくだ。肌はだも浅あさ黒ぐろく、黒くろ髪かみを無む造ぞう作さに散らしている。右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびに大きなドクロの指ゆび輪わを光らせていた。

「僕ぼくらは悪魔なんだ」

　彼は冗談とも本気ともつかない半笑いの表情で言った。

「こいつはただのカラスだ」

　少女のほうの悪魔がすぐに訂正した。

　少女の衣服も黒かった。闇やみ色のワンピースからスラリと伸のびる脚は、黒いニーソックスで覆おおわれている。黒くて、丸い光こう沢たくのある靴くつ。やはり土ど足そくだ。

　それらは、どこか喪も服ふくを思わせた。ただし、少女はまだあどけない顔付きをしていた。黒くろ飴あめのような丸い瞳ひとみ、肌はだが透けるように白い。銀ぎん髪ぱつと言ってもいいほど脱色された髪の毛は、全体にショートカットだけれども、左側の一部分だけが伸ばされていて、それを三つ編みにしていた。黒いリボンがそこに巻き付いている。

　ゴス、というやつだろうか？　詳しくはないが、そういう文化があることは知っている。なるほど、悪魔崇拝の真ま似ねごとなのかもしれない。それで、少女が悪魔で男はカラスの役なのか。言われてみれば、男はカラスっぽいようにも見える。

　でも、その悪魔とカラスが何用なのだろう。

「弊へい社しやでは、アフターサービスも充実しててね」

　カラスが言う。

「アフターサービス？」

「そう。今後とも、我が『九いちじく探たん偵てい事じ務む所しよ』をご贔ひい屓きに」

　カラスが名めい刺しを差し出す。僕はそれを受け取った。鎖がチャリンと音を立てた。

「九きゆう探偵事務所？」

　僕は名刺を見つめながら呟つぶやく。白い名刺には、それしか書いてない。

「『いちじく』だ。今、言ったじゃないか」

　悪魔の少女が不愉快そうに言った。腕うで組ぐみをし、フンと顔をそむける。三つ編みと黒いリボンが大きな動作で揺れた。

　僕は改めて名刺に視し線せんを落とす。少し考え、なるほどと思った。

「一文字で九くだから『いちじく』というわけか」

「そういうこと」

　カラスが頷うなずく。

「ちなみに僕は漢かん字じ一字で『一』と書いて『にのまえ』と呼ぶ」

「……二の前まえだから」

「イエス」

　と、彼が口にするや否や、少女は黒くて丸い光沢のある靴で、カラスの足を踏んだ。

「がッ！」

　カラスは蹲うずくまって足を押さえている。実に痛そうだ。

　かたや少女は顔いっぱいに不快さを貼はり付つけていた。射い抜ぬくように彼を睨にらんでいる。

「すまない、失言だったよ。聖せい人じんの名前を口にするなんて」

　泣きそうな声で彼は言った。

　彼らはどうやら探たん偵ていらしかった。本当かどうかは分からないが。悪魔と言うのはジョークなのだろうか。

　強ごう盗とうというわけではなさそうだった。部屋の中を物ぶつ色しよくする様子はなかった。

　しかし、僕ぼくを見て驚おどろかないのが、僕には驚きだ。大の男が壁かべに鎖で繋つながれているのだ。

　僕が彼らの立場にいたら動どう揺ようを隠かくせないだろう。だとしたら、彼らは僕のことを知っているのか？

「それにしても、この部屋は随ずい分ぶん寒いな」

　少しも寒くなさそうな顔で悪魔の少女は言った。腰こしに手を当て、ぐるりと雨戸の閉め切られた部屋の中を見回す。

「クーラーのかけ過ぎだ。エコじゃないな」

　何を言っているのだろう？　と思った。今は冬なのだから寒くて当たり前まえなのに。

「相あい変かわらずエコひいきだなぁ、九いちじく」言って、カラスの彼はげらげら笑った。

　少女は無反応だ。

　僕はどうすれば……。

　カラスは一ひと頻しきり笑ってから、軽く咳せき払ばらいすると、

「少し混乱してるんだろう。仕方ないさ」

　と、言った。

「生ものを腐らせないためには温度を下げるしかない。夏場は特にね。死体は腸ちよう内ない細さい菌きんの繁はん殖しよくによる腐ふ敗はいと、人体に備そなわっている酵こう素その働きによる自じ家か融ゆう解かいとから分解されていく。これは自然現象だ。気温が二十五度から三十五度くらいまでがベストだね。逆に五度以下だと崩壊現象が起こらない。もっとも、クーラー程度で五度は維い持じできないがね。ホルムアルデヒド液、エチルアルコール、グリセリンを混ぜて作った防ぼう腐ふ処しよ理り液えきを注ちゆう入にゆうしたほうが効果的だ」

　何の話だろう？

「あの、あなたたちは一体、何しに来たんですか？」

　僕の言こと葉ばに二人は顔を見合わせた。それから悪魔の少女がさも面めん倒どう臭そうに言った。

「ヒロ君の様子を見に来たんだよ」

　僕の様子？　と言うことは佳か奈な子こに頼まれたのだろうか？

「でもまあ、何と言うか、そう、元気そうじゃないか」

　少女はどこか寂さびしそうな響きでそう言って、何な故ぜだか小さく笑った。

　特に二人に見覚えもなかったので、「元気そうでよかった」という言い方に、僕ぼくは違和感を覚えた。しかし、そんなことよりも重要なことがある。

「あの」

　と、僕は口を開いた。チャリチャリと鎖が音を立てた。

「お願いがあるのですが、僕のことを、その、警察には通報しないでもらえませんか？　これは、つまり、その、合意の上なんです」

　できるだけ冷静に、そして誠実に聞こえるよう努めて、僕は訴うつたえた。

　すると、やはり二人は顔を見合わせた。そして、少女が言った。

「安あん心しんしていい。そんなつもりは毛頭ない」

　嘘うそを言っているようには見えなかったので、僕は安あん堵どした。



　カラスは、部屋の中をぐるぐると見回していた。しかし、この部屋には、見るべき物は何もない。

「いい部屋だ」

　予よ想そうに反して、彼はそう言った。

　そして「ハムスターを飼っていればなおいい」と、付け足した。

「何でですか？」

　と僕は訊たずねた。ハムスター？　意味が分からない。

　彼は右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびを顔の横でくるくる回しながら言った。ドクロの指ゆび輪わがギラリと光る。その仕し種ぐさは何だか違う意味にも取れる。

「ほら、あの、くるくる回るアレ、車しや輪りんみたいなやつあるだろ？　アレがあったら、言うことはない。同じところをくるくる回る、あの徒と労ろう感かん。アレは人間にこそ相応ふさわしい」

「はぁ」

　説明を受けてもやはり意味不明だった。

「ところでさ、何か甘いものはあるかい？」

　しゃがんで目線を僕に合わせたカラスが言う。

「さぁ、冷蔵庫に、チョコレートくらいならあるかも」

「失しつ礼れいするよ」

　二人の姿が消え、少しして歓声が聞こえた。「おぉ」と、二人の声が入り混じっている。

　そして二人は、佳か奈な子こが作ったシュークリームを頬ほお張ばりながら戻って来た。

　大きめの平皿の上に載せて、ラップがかけられていたシュークリームを一つ、二つと口の中に放ほうり込んでいく少女。唇くちびるの端にカスタードクリームが付いている。

　カラスも一つをぱくりと頬張り、頷うなずいていた。

「なるほど、これは素す晴ばらしい出来だ。手作りだね。シューの部分を作るのはこれがなかなか難むずかしいんだ。ポイントはバターの熱し方だな。バターは沸ふつ騰とうするまで加熱させないとダメだ。中途半端だと、シューが膨ふくらまない。そしてそこに素早く薄はく力りき粉こを混ぜ、これをまた素早くかつ、しっかりと混ぜ込む。そして、このカスタード！　いいねぇ、シューの歯ごたえを邪じや魔ましない適度な硬かたさ、なかなか本格的じゃあないか」

「ほはへはふほひははっへほ」

　少女が口いっぱいにシュークリームを含ふくみながら言った。何を言っているのか、今一つ聞きとれなかったが、「黙だまっていろ」という趣旨の言こと葉ばだろう。

　カラスは肩を竦すくめ、それからシュークリームに手を伸のばした。

　少女はそれをぺしりと叩たたき落とした。

「おい、何するんだ、独ひとり占めする気か！」

　少女は答えず、あんなにも白かった頬ほおを今は微かすかに朱に染めてシュークリームをパク、パクと口の中に詰め込んでいった。

　それをゴクリと飲み込んで、

「お前も食うか？」

　少女は僕ぼくを見み遣やって言った。

「何で？　僕にはくれなかったのに」

　と、背後でカラスがぼやいている。

「いえ、僕はあまり甘い物、好きじゃないので」

　でも佳か奈な子こは甘い物に目がないから、後で何か言われるかもしれない、と思った。

「そうか。こんなに美う味まいのになぁ。甘い物はいいぞ？　何でも砂糖を入れておけば間違いない」

　まるで、そのことが世せ界かい恒こう久きゆう平へい和わの糸口でもあるかのような口く調ちようだったので、可お笑かしかった。

「餡あん子こ入りパスタライスとかな」

　ケラケラ笑いながらカラスが言った。何のことだか、僕には分からなかった。餡子の入ったパスタを盛ったライス……およそ食べ物とは思えないのだが。

　少女がカラスの耳を引っ張る。

「痛いてぇよ。放せよ」

「また来る。次にも甘い物を用意しておけ」

　そう言い残して少女とカラスは帰って行った。変な奴やつらだったな、と思った。



　《監かん禁きん十一日目》



　昨夜は夢ゆめを見た。でも、どんな夢を見ていたのか、よく思い出せない。

　残酷な夢ゆめだった気がする。残酷で、でも、どこか懐なつかしい夢だ。

　おろし金で、指の先から削っていくような、そんな痛みと嫌けん悪おを催もよおす夢だった。ゴリゴリ、ゴリゴリと、爪つめを皮ひ膚ふを骨を、破いてこそいで、摩すり下ろしていく。血と肉が飛沫しぶきとなって滴したたった。

　しかし、悪あく夢むにうなされたというわけではない。それはもっと、荒こう涼りようとした懐かしさだった。まるで故こ郷きように帰って来たような感覚。僕ぼくは決して帰りたくなどなかったのに、戻ってきてしまい、それがすごく悲かなしくてやりきれなくて、それでも酷ひどく安あん堵どしたのだ。



　日記を綴つづり始めて七日目になった。することは何もなく、日記を綴るだけなので、それなりの分量が書かれているのに気付き、自分のことながら驚おどろいた。日記というものはせいぜい、二、三行で済ませるものなのではないか。

　もっとも、小学校の宿題でもない限り、他人に見せるものでもないので、日記の平均がどの程度、書かれるのかは分からない。そもそも日記を付けている人自体、少なそうだ。

　書いていて気付いたのは、僕は文章を書くことが、苦痛ではないらしいということだ。読むことも大変ではない。

　漫画はまだ描かいていない。話も特に思い浮かばない。絵日記にでもしようか。それこそ、小学校の宿題みたいだ。

　どうして僕は漫画家になろうと思ったのか、少し考えてみたけど、思い出せなかった。

　ただ、僕は、あまり生きることが得意ではないから、漫画を描くということが、世界の手掛かりとして大切な媒ばい体たいだったのかもしれない。

　それは佳か奈な子こにも伝えたことはない。

　その気持ちを、誰だれかと共有したいとは思わないからだ。その気持ちを、はっきりした言こと葉ばにすることもまた、困難だ。漫画にすれば伝わるか？　それもどうだろう。



　今日一日、佳奈子は酷く物もの憂うい表情をしていた。

「どうしたの？」と訊たずねても、佳奈子は答えてくれなかった。

　拒絶的な空くう気きを纏まとっているせいもあって、僕は昨日現れた探たん偵ていを名乗る二人組みについて、佳奈子に訊きくことができなかった。悪魔、とも言っていただろうか。黒くろ尽ずくめの二人組だ。彼らはどうやって、入ってきたのか？　そもそも何をしに来たのか？　佳奈子の作ったシュークリームを食べただけだ。そう言えば、シュークリームがなくなっていることについて、佳奈子は何も言ってこないな。

　佳奈子は僕なんかまるで存在してないような素そ振ぶりで、パックのバニラ・アイスクリームをスプーンでぺちゃりぺちゃりと食べていた。ぷつぷつと見えるバニラ・ビーンズが、小さな虫のようだと思った。

　僕ぼくはふと、スティーブン・キング原作の映画『ミザリー』を思い出した。

　キャシー・ベイツの演じたアニーの狂気は凄すさまじかった。でも、僕は小説家のシェルダンではない。佳か奈な子こに作品で奉仕できるわけでもない。

　それでも、佳奈子は僕の足をハンマーで潰つぶすだろうか。

　まだ健けん全ぜんな自分の足をさすってみた。佳奈子に潰してもらえるならば、それはそれで嬉うれしいような気もした。僕は佳奈子を愛あいしている。愛しているという言こと葉ばがあまりにも薄うすっぺら過ぎて、一番重要なものが圧倒的に不足していると思われるくらいに、僕は佳奈子を愛していて、恐らく、佳奈子が僕を愛する気持ちは、それを遥はるかに上回るのだ。

　それが嬉しい。



　《監かん禁きん十二日目》



　佳奈子がアルバムを出してきた。二人で遊びに行ったときの写真が貼はってあった。高校生のときから今まで、およそ三年間分の写真だ。

　制せい服ふく姿の佳奈子が写っている。短くしたスカートに紺こん色いろのハイソックス。今よりも日に焼やけていた。健康的で肉につ感かん的てきな脚。髪も短かった。少し幼おさなく見えた。ほんの二、三年前まえの写真なのに、そこに写っている佳奈子と今の佳奈子とでは雰囲気が随ずい分ぶんと違って見えた。

「何か変な目で見てない？」

　佳奈子は下した唇くちびる突き出して言った。

「いや、女子高生っていいなって思って」

　僕は冗談めかして答えた。

「何、それ？　ヘンタイっぽい」と、佳奈子も笑った。

　ペラペラとページを捲めくっていくと、懐なつかしい写真が出てきた。

　佳奈子は陸上部に入っていたので、その写真もあった。ユニフォーム姿で、額に汗あせをかいている姿は、どことなく官かん能のう的てきだ。

「ちょっと、これはなし」

　慌あわてて、佳奈子は身を乗り出し、身体からだ全体でそれを隠かくした。照れくさそうに笑った。

　他ほかにも、修学旅行の写真や、文化祭の写真があった。どれも思い出深かった。

　写真の中の佳奈子はどれも笑っていた。細い目を一層細めて。そんなことを言ったら、佳奈子は気を悪くするだろうなと思った。

　でも眠そうな瞳ひとみが可愛かわいらしい。佳奈子の些さ細さいな仕し種ぐさが愛いとおしかった。

　ただ時とき折おり、笑っているのに目が冷たいと、何となく思った。いつも、じゃない。本当に時々だ。思えばそこを何より好きになったのかもしれない。



　《監かん禁きん十三日目》



「髭ひげ、伸のびたね」

　向かい合って朝食をとっていると、佳か奈な子こが言った。

　甘いフレンチトーストのカリカリとした表面にナイフを突き立てていたときだった。

　ここ数日、髭を剃そっていなかった。無ぶ精しよう髭が生えるままに、放ほうっておいたので、頬ほおから顎あご、咽の喉どにかけて、髭が伸びていた。

　佳奈子が僕ぼくの顔に手を伸ばし、髭に触ふれた。

「もじゃもじゃ」

　くすぐったそうに、佳奈子は言って微笑ほほえんだ。

　実際にくすぐったいのは、僕だったのだが。僕は僅わずかに身をよじった。

「ねえ、剃ってあげようか？」

　佳奈子は人ひと差さし指ゆびと、親指の先で、僕の髭をちょんちょんと引っ張った。

　僕の返事を待たず、佳奈子は立ち上がり、洗面台から安あん全ぜん剃刀かみそりと、シェービング・ジェルを手にして戻ってきた。

「電でん気きシェーバーじゃないの？」

「だって、そんなに伸びてたら剃れないよ。顔を上げて」

　ジェルを手に取り、佳奈子は僕の顔に塗り付けた。ぺたぺたと子供が粘ねん土どをこねくるような手付きで、僕の顔を撫なでた。右みぎ手てには黒い剃刀を持っていた。

「じっとしててね、危ないから」と、佳奈子は言った。

　鼻はなの下に塗られたシェービング・ジェルから独特な甘い香りがした。ひやりとする。

「顎、持ち上げて」

　佳奈子に言われるままに従い、僕は頭を後ろに下げ、咽喉を晒さらした。佳奈子と目が合った。笑っていた。

　佳奈子は剃刀の刃はを咽喉にあてがい、下から上へスッと持ち上げた。ザザッという髭がこそがれる音がした。僕は無む防ぼう備びだった。

　佳奈子は不ぶ器き用ような手付きで、僕の髭を剃っていった。時々、髭の一部に引っかかり、引っ張られるような短い痛みを覚えた。ザリ、ザリ、という音と、佳奈子の息いき遣づかいが耳に残った。剃られた皮ひ膚ふが痒かゆかった。

　佳奈子が顎の真下に指を置いていたので、口を開くことができなかった。ただ、鼻で呼吸すると息苦しいので、歯の隙すき間まから酸素を取り入れた。

　ふと、佳奈子が何か呟つぶやいたが、僕は聞き取れなかった。訊きき返すこともできなかった。

　咽喉元が終わると、頬、顎、鼻の下と剃刀が移動した。

「さっき何て言ったの？」

　少ししてから僕ぼくは訊たずねた。少しというのは、たっぷり十分ほどしてから。佳か奈な子こは僕の髭ひげを剃そるのに、慎しん重ちようで、重おも々おもしい、それでいて酷ひどく危うい手付きをしていた。十分はかかった。まるで、僕の咽の喉どを掻かき切るタイミングを見み計はからっていたかのような、そんな十分。

「さっき？」

　佳奈子はゆっくりと首を傾かしげた。長い髪の毛がふんわりと揺れた。

「何か、呟つぶやいたでしょ？」

　僕は髭のなくなった顔を指先だけで撫なでた。

　佳奈子は固く絞ったタオルで、僕の顔を労いたわるように包んだ。そうやって、僕の顔を覆おおうので、僕は佳奈子を視界から失った。

　佳奈子が言った。

「血」



　《監かん禁きん十四日目》



　昨晩から降ふり始めた雨は、まだやまないようだ。今日もとても寒かった。朝、食べたオニオンスープのニオイが口の中に残っている。

「映画借りたの。一緒に観みよ？」

　佳奈子はレンタルビデオ店の袋からＤＶＤを取り出して言った。いつも食事をとる、折りたたみのテーブルに佳奈子が作ったクッキーとオレンジジュースとノートパソコンを置いた。パソコンのドライブにＤＶＤを挿入した。

　ファンの回る音が、ぶぅぅぅぅんと羽は虫むしのように耳にまとわり付いた。

　佳奈子は僕の右横に寄り添うように座った。佳奈子の体温を強く感じた。髪の毛が僕の頬ほおを撫でた。

　すぐに映画が始まった。映画は久しぶりだった。コメディー映画だった。僕はそれを観て笑った。しかし、佳奈子の様子は変だった。そわそわし、映画ではなく、僕を見ているような気配があった。

「ねえ、やっぱり止やめよ」

　十五分ほどで佳奈子は言った。

「どうして？　面白いよ」

　実に十数日ぶりの映像には、新鮮な驚おどろきがあった。リュミエール兄弟が映画を発明したとき、その映像を初はじめて目にした観客は、このような驚きを得たのかもしれない。画面の中で人や物が動いているのだ。これは驚きだ。

　しかし、僕の言こと葉ばに佳奈子は目を見開いた。毛もう細さい血けつ管かんの赤い筋がくっきりと見えた。

「どうしてそんなこと言うの？」

　佳か奈な子この感情が不安定に昂たかぶっているのが分かった。そう理解したのとほとんど同時に、佳奈子は立ち上がり、パソコンをひっくり返した。一緒に、コップが倒れてオレンジジュースが零こぼれた。クッキーも、床に散らばった。パソコンはオレンジジュースで濡ぬれた。

「壊こわれちゃうよ」と、僕ぼくは間の抜けたことを口にしていた。英語をすべて聞き取る聴力はないので、断だん片ぺんばかりのセリフが耳に届いた。

「あたし以外の女の子は見ちゃダメ！」

　佳奈子はいささかヒステリックな調子で唐とう突とつに言った。コメディー映画の常なのか、登場人物の中には露ろ出しゆつ度どの高い女性がいた。

「見てないよ」

「見てたよ！」

「それは、映画だから。でも、そういうのとは、」

　僕が言い切らないうちに佳奈子は僕の頬ほおに拳こぶしを振るった。

「見ちゃダメだよ」

　僕に圧のし掛かかり、右みぎ手ての親指で僕の左の瞼まぶたを押さえ込む。微かすかな圧迫感があった。

「言うこと聞かないと、潰つぶしちゃうよ？」

　甘く高い囁ささやきで佳奈子は僕の耳元に言こと葉ばを零した。瞼に置かれた親指からの圧迫感が強まった。僅わずかの恐怖と、えもいわれぬ高こう揚よう感かんとが僕を襲おそった。僕はそのとき、勃ぼつ起きしていた。ジーンズ越しに佳奈子の形を感じた。佳奈子もまた、僕が勃起していることに気付いていただろう。口の中にはオニオンスープと、血の味が残っていた。

　そのとき、チャイムが鳴った。

　佳奈子の顔が一瞬、蒼あお褪ざめた。扉とびらのあるほうを振り返り、それから僕を見つめた。瞳ひとみには怯おびえに似たものが含ふくまれていた。

　僕は微笑ほほえんだ。

「大丈夫。叫んだりしない」

　そんな言葉で、どの程度、佳奈子を安あん心しんさせられたのかは分からなかった。

　でも佳奈子は小さく頷うなずいてから立ち上がると、玄関のほうへ消えていった。

　佳奈子が見えなくなると、僕は安あん堵ど感かんと、寂さびしさの両方の思いに駆られた。潰されなかった左の瞼に触ふれながら、今ここで助けを呼んだら、どうなるだろうかと考えてもみた。考えただけで、そうする気など、初はじめからなかった。

　宅配便だったようだ。

　佳奈子は包ほう装そう紙しをビリビリと剥はがして、それから笑った。

　僕は、とても悲かなしい気持ちになった。



　《監かん禁きん十五日目》



　今日、右の耳を切断された。デヴィッド・リンチの映画みたいだと思った。

　出かけている間、僕ぼくに会えないのが寂さびしいからだそうだ。

「ね、いいでしょう？」

　あまりに可愛かわいらしい声でねだるので、僕は、いいよ、と言った。

　佳か奈な子こは、はさみで僕の耳を切り落とした。布を裁さい断だんするのに使う大振りの裁ちばさみは、鎖と同じように、硬かたい冷たさを孕はらんでいた。

　二枚の刃はに鋏はさまれた瞬間、激痛が走り、血が迸ほとばしった。僕は両手で傷口を押さえた。指の隙すき間まから血液が零こぼれていった。首くび筋すじを伝い、肩にも滴したたった。ズキズキと強烈な痛みが波のように押し寄せ、抗あらがえなかった。僕は歯を噛かみ締めて耐えた。浅く短い呼吸で、酸素を大量に取り込んだ。

　佳奈子は嬉うれしそうに、僕の耳を眺ながめていた。欲しかった玩具おもちやを手に入れた子供のように幼おさない笑え顔がおをしていた。

「光に透かすと、向こうが見えるよ」

　佳奈子は嬉しそうだった。佳奈子が嬉しそうだと、僕も嬉しい。佳奈子は僕の耳を大切に扱ってくれるだろう。ならば、この痛みも救われる。

　しばらくの間、佳奈子は耳だけを見ていた。僕自身は、血を止めるのに必死だったが、佳奈子はそれに気付いてはいなかった。随ずい分ぶんと血液を失った頃ころになってようやく、佳奈子は傷の手当てをしてくれた。鼻はな歌うたを歌う佳奈子の吐と息いきが血で濡ぬれた首筋にかかった。

　佳奈子が喜んでいた。佳奈子の喜びが、僕の喜びだ。

　次は何を捧ささげれば、佳奈子は喜んでくれるだろうか。

　首を捧げれば、佳奈子は喜ぶだろうか。僕は殉教者ヨハネとなり、佳奈子はサロメとなる。サロメはいつだって、独ひとりぼっちなのだ。

　可哀かわい想そうな佳奈子。独りぼっちの佳奈子。

　僕は佳奈子が大好きだ。



　《監かん禁きん十六日目》



　耳の聞こえ具合が違う。傷口を覆おおうガーゼのせいだけではなく、耳じ介かいが切り落とされたために、音を集められないらしい。

　切り離された僕の耳は、どの程度の間、保もつのだろうか。腐れば、佳奈子はまた僕の身体からだの別の部分を要求するに違いない。

　僕はこのままならば、遠くない未来に死ぬだろう。

　死ぬ。

　死ぬとはどういうことなのだろうか。

　死ぬのは怖こわい。消えてなくなってしまうことが恐ろしい。

　僕ぼくは、僕が僕でなくなってしまうという感覚を捉とらえてみようと努力してみた。けれど、そもそも僕という存在が何なのかよく分からなくなって、それは単なる不毛な思考なのだと思った。僕の耳も僕だし、耳のない僕も僕だが、どちらも、僕としては不完全な気がした。僕の服、僕の名前、どれも僕だ。そして決けつ定てい的てきなところで僕じゃない。

　死。それを想像すると、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速まる。平静を保てない。

　怖い。途と轍てつもなく。僕は僕が死んでしまうことに耐えられないかもしれない。



　《監かん禁きん十七日目》



　目を覚ますともう、佳か奈な子こはいなかった。

　そして、今日、再び悪魔がやって来た。いや、探たん偵ていか。

　黒くろ尽ずくめの二人組だ。

　男は黒いシャツとジーンズ姿で、黒くろ髪かみを立たせ、右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびに大きなドクロの指ゆび輪わをしている。

　少女は黒いワンピースにニーソックス。病的に白い肌はだと銀色の髪。その銀ぎん髪ぱつの左側だけを伸のばして三つ編みにし、黒いリボンを巻き付けている。

　彼らは本当に何者なのだろう？

「シュークリームはもうないのか？」

　少女の姿をした悪魔が言った。

「ここから動けないので」

　と、僕は肩をすぼめて見せた。鎖が金属独特の冷たい音を立てた。

「右耳、平気かい？」

　男の姿をしたカラスが言った。自分の右耳を指差す。ドクロの指輪が光る。

「はぁ……、あの、あなたたちは何をしに来たんですか？　あなたたちは本当に何者なんですか？」

「言ったろ？　僕たちは悪魔なんだよ」

「お前はただのバカなカラスだ」

　男が言って、少女が吐はき捨てる。それから、少女は僕を見み遣やった。

「シュークリームがないのなら、ここに用はないな」

　そう言って小さな背を向ける。三つ編みが弧を描えがく。

「おいおい、もう帰るのか？」

　カラスが少女に声を投げた。

「お前が行こうと言い出したのに。まったく勝手なんだから」

「うるさいよ。お前は黙だまってろ、一にのまえ」

「何だよ、逆切れか？僕ぼくはお前が人間に興きよう味みを持つことはいいことだと思ってる。だから付き合ったんだ。それを途と中ちゆうで放ほうり投げるなよ」

「それならお前が説明してやればいい。私は、やっぱり面めん倒どうだ」

　少女は背を向けたまま腕うでを組んで、空中を睨にらんでいる。

　カラスは肩を竦すくめた。そして、僕に向きなおり、

「二日後の夜、時とき任とう佳か奈な子こ嬢じようが帰宅すると、恐らく、島しま本もと梓あずさという女性を連れてくるだろう」

　そう言った。

「しまもと、あずさ……」

　聞き覚えがあった。島本梓。島本梓。島本梓？

　僕は島本梓を知っている。島本梓は同い年だが、学年が一つ下の後輩だ。

　同じ講こう義ぎをとっていて、何なん度どか食事をした。一緒に、遊びに行って、飲み会の帰りに、家に送った。島本梓？　誰だれだ？

　島本梓は、僕の彼女だ。僕と島本梓は、付き合っていた。

　いや、付き合っている？　何だか、おかしい。そんなはずはない。僕の大切な人は世界に佳奈子だけだ。佳奈子以外はいらない。佳奈子を悲かなしませるようなことを、僕がするはずない。僕は島本梓と付き合ってなんかいない。そうだ。島本梓なんか、僕は知らない。

　何かの勘違いだろう。

　僕が顔を上げると、カラスは興味深そうに僕を見つめていた。蛍けい光こう灯とうの光を背負っているので、顔全体が暗い。でも、じっと見み据すえるその黒々とした瞳ひとみだけは、何な故ぜだか、はっきりと見えた。

「随ずい分ぶん、混乱しているようだね」

　言って、小さく微笑ほほえむ。

「佳奈子嬢は、島本梓を君の目の前まえで殺す気だ。君の目の前で殺すために、わざわざ生きたまま連れてくる。包ほう丁ちようでまず背中をグサリ。それから、ひっくり返して、胸むねをメッタ刺し。これでおしまい。そして、次の日から、佳奈子嬢は家に帰らなくなる」

「何故です？」

「日に本ほんの警察は、残念ながらそこまで間抜けじゃないということさ」

「佳奈子は、捕まる？」

「すぐじゃない。佳奈子嬢は捕まらないように逃げ出す。そこで問題なのは、君だ」

「僕？」

「警察がこの部屋を訪おとずれるのは五日後になる」

「五日後……」

「ちょっとしたタイムラグだな。だが、君にとっては致命的だろ？　その間、誰だれも君のことを世話してくれない。君は独ひとりぼっちで、ここに繋つながれていなければならない」

　僕ぼくはすぐに返事ができなかった。

　この人たちは何を言っているのだろう。およそ信じられる話ではない。

「ま、すぐに信じろなんて、どだい無理な話だよね」

　カラスは笑って言った。

　やはり冗談だったのか。しかし、たちの悪い冗談だ。

　と、僕の胸むねに何か当たった。床に落ちたそれを拾ひろい上げてみれば、キャンディーだった。いちごミルク味。甘ったるいやつだ。

「何です？」

　僕は訊たずねた。カラスも後ろを振り向いている。キャンディーを僕に投げてよこしたのは、悪魔の少女だった。彼女は言った。少女独特の尖とがった声だった。

「時とき任とう佳か奈な子こが戻ってこなければ、腹が減るだろう。餓死は辛つらいぞ？」

　餓死。

「僕は死ぬんですか？」

「お前は既すでに死んでいる」

　自分で言って、ゲラゲラとカラスが笑った。腹を抱えている。そのまま、蹲うずくまった。

　と、

「ガッ！」

　少女の黒くて丸い靴くつの硬かたそうな踵かかとが、カラスの脳天に振り下ろされていた。

　カラスは頭を押さえてのたうち回る。

　少女の悪魔は軽けい蔑べつ的な目でその様子を見下ろしているだけで、何も言わず、今度こそ部屋を出ていこうと足を進めた。

「ちょ、待てよぉ」

　カラスは言ってまた笑う。妙に上う手まいモノマネだった。たくましいというか、図ず太ぶといというか、とにかく回復力が高いようだ。彼は少女の後ろを追いかけていく。僕の視界から一度、消え、しかしカラスは再び顔を覗のぞかせた。

「漫画の神かみ様さま、手て塚づか治おさ虫むの漫画には、大きく二つのテーマがあった」

　指を二本立てる。カメラに向かってⅤサインをしているみたいだった。ドクロの指ゆび輪わが光る。

「一つは対人関係の軋あつ轢れき、もう一つは生と死の問題。彼は死ぬのは怖こわい、死ぬのは嫌だ、と常々考えていたらしい。神様にしては人間的な悩みだと思わないか？」

　彼の言こと葉ばに僕は曖あい昧まいに笑った。

「ところで、その手塚治虫は『マンガの描かき方』という著書の中で、『わるい４コマ漫画の例』として、下ネタとともに夢ゆめオチを禁止していたんだ」

「はぁ」

「夢オチと言えばあれだな、『水すい槽そうの脳』という哲学の問題があるんだけど知ってるかな。現実に起きている、と感じているすべての事柄はあまねく現実らしく思えるが、実は、それは夢で、本当の自分は培ばい養よう液えきで満たされた水槽の中にいる脳みそだけの存在かもしれない、という話だ。脳に電でん気き刺激を与えることで本当らしく感じるが、でも、それは存在していない幻想かもしれない。果たして、この現実は本当なのか、それを証明、あるいは否ひ定ていできるのだろうか？」

「何の話です？」

　話の整合性が見えなかったので、そう訊たずねた。

「この現実は本当に現実なのだろうか？　って話さ」

「……はぁ」

「ところで、小説にもこんな鉄則がある。曰いわく、天使と悪魔は登場させるな！」

「そうなんですか？」

「映画監督が自分の映画を解説してはいけないのと同じさ」

　彼はそれだけ言うと、元気でね、と言い残して部屋を去っていった。



　佳か奈な子こが帰ってきたのはだいぶ遅くなってからだった。佳奈子の様子はいつもと変わらなかった。変わらないように僕ぼくには見えた。

「ねぇ、佳奈子」

　佳奈子に伝えなければと思った。伝える？　でも何を？　あんな話は全部でたらめだ。

　そうに決まっている。

「何？」

　佳奈子は僕の頬ほおを優やさしく包みながら首を傾かしげた。ふんわりと髪の毛が揺れた。

　僕は一度口を開き、けれど、それを結び、それでもと、口を開けて、

「大好きだよ」

　と、言った。この想おもいがちゃんと佳奈子に届けばいいのに。

「あたしもだよ、ヒロ君」



　《監かん禁きん十八日目》



　今日で監禁生活も十八日目、日記を付け始めて十四日目になる。

　朝から、佳奈子は出かけ、僕は今日も日記を眺ながめて過ごした。いつも通りだ。

　ただ、今日は少し漫画の構想を練ってみた。しかし結局、形にはならなかった。そもそも僕ぼくに才能がない。

　僕が描かこうとしていた漫画は、どれも重苦しいものばかりだった。重苦しすぎて、僕自身がそちらに引っ張られすぎて、そして断だん片ぺんばかりの言こと葉ばと絵とが連つらなり、一つも完成しなかった。

　いつだったか、ある有名な漫画家が、自分が漫画を描いていると、画面が真っ黒になる、と言っていたことがあった。背景やトーンの処理をパソコンでやっていると、そういうことが起きやすいと言っていた。操そう作さが簡単でついつい余計なものを足していってしまうのだそうだ。

　パソコンだと何でも速くできるし、情報も簡単にまとめられる。同時に、すべてが等とう価かに並列してしまう。そうすると、本当に大切なものと、そうでもないものとがごちゃ混ぜになって何が本当に大切だったのかよく分からなくなってしまう。そうも言っていた。

　何を描けばいいのか、時々、分からなくなる、とも。

　何となく分かる。きっと描きたいことはあったんだ。でも、どんなに描き込んでも、それを表現することができなかったんだ。ただ、画面が黒くなるばかりで。画力の問題ではない。あるいは、その真っ黒が、僕なのかもしれない。



　佳か奈な子こは黒いミニスカートに、オーバーニーのソックス、モヘアのセーターを着ていた。僕を見下ろすようにして立ったので、スカートの中が見えそうだった。

「久し振りにお風ふ呂ろに入りたいでしょ？　ずっとごめんね」

　佳奈子は言って、壁かべに繋つながっていた鎖を外した。

　首くび輪わはそのままで、その様子を仮に第三者が見たとするならば、犬と主人のような恰かつ好こうとなった。

　僕は上う手まく歩けなかった。まるで、歩き方を忘れてしまったかのようだ。足取りは覚おぼ束つかなかった。どのように地面を蹴ければいいのか、足の裏をどのタイミングで返せばいいのか分からなかった。考えれば考えるほど、上手く足が出なかった。

　引きずられるように進んだ。浴よく槽そうに辿たどり着くまでに随ずい分ぶんと時間が掛かってしまったように思われた。酷ひどく遠かった。

　首に繋がれた鎖がなくても、僕は咄とつ嗟さには逃げられない。もっとも、逃げるつもりなど毛頭ないのだけれど。

　長い間、佳奈子の部屋に固定され、同じ景色ばかりを見ていたので、浴槽に向かう間に、妙な気持ちになった。旅行から帰ってきた自分の家のような感覚だ。知っている光景なのに知らないような、懐なつかしくて、そして居い心ごこ地ちの悪い、そんな相あい反はんする感情が湧わき上がった。

　ユニットバスの浅い浴よく槽そうに、僕ぼくは座り込んだ。疲れたのだ。短い距離を歩くのに、息切れがした。

　佳か奈な子こは鎖の先を手すりに回し、そこに南なん京きん錠じようを掛けた。金色のどこにでもある南京錠だ。ガチャリという、重おも々おもしい音が狭い浴室の中に響いた。

「ほら、脱がせてあげる」

　佳奈子はいつも僕の身体からだを拭ふくときと同じように、僕のシャツを剥はがしていった。それから栓をして、ゆっくりとお湯を溜ためた。髪を湿らせ、シャンプーをしてくれた。佳奈子の細い指が、僕の頭とう皮ひを撫なでていった。気持ちがよかった。

「お客様、痒かゆいところはございませんか？」

　佳奈子が言い、

「じゃあ、足の裏を」と、僕はくだらない冗談を口にした。

　僕たちは小さな声でくすくす笑った。可お笑かしくもないのに、僕たちは笑った。少しも可笑しくないということが、妙に可笑しかった。

　そして、佳奈子と僕は短いキスをした。唇くちびるを合わせるだけの短いキスだ。

　僕は手を伸のばし、佳奈子の服を濡ぬらした。佳奈子は身を引いた。僕はそれを追った。ガチャンと音がし、鎖が伸び切って、僕はそれ以上、佳奈子に届かなかった。

「いい子になさい」

　佳奈子が言った。

　佳奈子は僕の後ろに回り込み、僕の右耳に貼はったガーゼを剥がして、傷口を弄もてあそんだ。舌したでねぶり、爪つめで刺激した。あっという間に、血が流れ出た。身体の曲線に沿って、水に薄うすめられた血液が滴したたった。

　ぬるぬると血にまみれて浴槽が汚れたが、佳奈子は気にしていないようだった。佳奈子が僕の身体を丹たん念ねんに洗っていく。まるで悲かなしい夢ゆめでも見たみたいな気分になり、僕は嬉うれしくなった。

「耳、大事にしてるよ。カバンの中にいつも入れてる」

　佳奈子が吐と息いき混じりに囁ささやいた。

　後ろから佳奈子が僕を強く抱いた。僕の左の耳に齧かじり付いた。そちらのほうも食い千ち切ぎる気なのかもしれなかった。別に構わないと思った。

　佳奈子がそのようにしていると、僕は天井の水滴を眺ながめているしかなかった。

　僕は何となく、僕の右耳が切り落とされてしまったように、佳奈子の身体にちょっと傷を付けてみたいと思った。

　ちゃぷちゃぷと湯ゆ船ぶねが波立った。水滴が落ちてきて、僕の頬ほおにぽたりと垂れた。鳥とり肌はだが立った。そのまま顎あごを伝って下に落ちて消えた。

　その拍ひよう子しに僕は気付いた。まるで知らなかったことだけれど、でも、それはよく知る感情なのかもしれなかった。

　僕ぼくの身体からだは佳か奈な子こへの憎しみでできている。

　浴室を出るとき、鏡かがみに僕の姿が映うつった。ぼんやりとした間抜けそうな面をしていた。腫はれぼったい目。捲まくれた唇くちびる。右の耳がない。身体は痣あざだらけで紫色をしていた。所ところ々どころが糸で縫い付けられてツギハギになっていた。まるで死人みたいだ。酷ひどく醜みにくかった。気持ち悪いなと思った。

　佳奈子の髪の毛はシャワーの水で濡ぬれていて、やけに黒く見えた。

　結局僕は、佳奈子に何も伝えなかった。



　《監かん禁きん十九日目》



　いつも通りの朝が訪おとずれた。佳奈子は出かけ、僕は家の中で過ごす。日記を開き、文字を綴つづる。漫画は描かけそうもない。いつも通りだ。

　それでいい。この平穏な日々がこれからも続けばいい。僕と佳奈子だけでいい。部外者はいらない。僕はこの生活に満足している。満足しているんだ。



　夜になった。ガチャガチャと音がした。玄関のドアが開かれたようだ。声がした。佳奈子の声だ。少し鼻はなにかかった甘い声。

「上がって」

　佳奈子はそう言った。誰だれかがいるらしい。その誰かの返事は聞き取れなかった。

　足音が近付いてくる。確実に二人以上の足音だった。トントントン。フローリングの床が小さな悲鳴を上げている。玄関からここまで、ほんの短い距離だ。

　僕は身を縮ませた。粘ねん度どの高い汗あせが、じわりと浮かんでくる。

　そうして、ギィと部屋のドアが開かれ、光が入りこんでくる。

　佳奈子が、そして、その後ろに島しま本もと梓あずさが見えた。

　しかし、島本梓はこの暗くら闇やみの中で何も見えていないのか、何のリアクションもなく、一歩部屋の中に踏み込んだ。

「暗いんだけど」

　島本梓が硬かたい声音で言った。

「ごめん、今、電でん気きつけるから」

　パチンとスイッチを押す音がする。カチ、カチ、と瞬またたいて蛍けい光こう灯とうが点ともる。

　瞬間、島本梓は「ひ」と、短い悲鳴を漏らした。大きな動作で佳奈子を振り返りながら、「何、あの気味の悪い――」

　しかし、彼女の言こと葉ばはそこまでだった。

　ギラリと何かが光った。

　一瞬で、それが何かを判断することは難むずかしいかもしれない。でも、僕ぼくにはそれが何なのか分かっていた。そして、どういうことなのか、自分でも理解し難いことに、僕は思わず叫んでいた。

「危ないッ！」

　その言こと葉ばに意味があったのかどうか、しかし、島しま本もと梓あずさは身体からだを捻ねじったために、足をもつれさせてその場に転んだ。

　佳か奈な子こが握っていた包ほう丁ちようは、空くうを切っただけだった。佳奈子はすぐさま包丁を振りかぶった。そして、島本梓に振り下ろそうとしたが、島本梓が足をバタつかせたので、佳奈子もバランスを崩して転んだ。それでも、すぐに起き上がり、暴れる島本梓に跨またがろうとした。

「あんたさえいなければ、あんたさえいなければ」

　佳奈子が低く暗い声で呟つぶやいた。

　島本梓は、「あッ、ああぁ、や、や」と、短く発するだけで、大声を上げられないでいる。痙けい攣れんでもしているみたいに、手足をバタバタと動かすばかりだ。

　佳奈子も包丁を振り回す。島本梓の手に当たる。けれど、致命傷にはならない。

「佳奈子」

　僕は起き上がって佳奈子のほうへ近寄ろうとした。しかし、鎖が邪じや魔まをしてそれ以上前まえに進めなかった。

　次の瞬間、島本梓が大きく腕うでを払った。それが、佳奈子の手首を深く捉とらえ、包丁が宙を舞った。

「あ」

　それは誰だれが呟いたのか。

　包丁の刃はがギラリと光を反射する。ゴンと音を立てて、床に落ちた。

　島本梓は、咄とつ嗟さにそれに手を伸のばした。まるで命いのち綱づなに縋すがるように。

　佳奈子もそうしたが、包丁を握りしめたのは島本梓が先だった。島本梓は包丁を大きく振る。佳奈子の細い左腕に一筋、赤い傷ができた。

　佳奈子は何が起きたのか分からない顔で、その傷を見み遣やった。

「佳奈子」

　僕は佳奈子を呼んだ。鎖が邪魔だ。僕は佳奈子に届かない。佳奈子は僕を見なかった。

　島本梓はガタガタと震えながら、訳の分からない叫びを発し、そして佳奈子を刺した。

　刃は佳奈子のお腹なかに深く食い込んでいた。佳奈子は茫ぼう然ぜんとした顔で、床にぺたりと座った。

　島本梓は、震える手で包丁を握っていた。捨てたくても、包丁が離れてくれない。そんなふうに見えた。それでもなんとか、島本梓は包丁を床に落とし、ゆっくりと、ゆっくりと足をもつれさせながら部屋から出ていった。

「佳か奈な子こ？」

　僕ぼくは佳奈子を呼ぶ。

　佳奈子の顔は真っ青だった。お腹なかを押さえている。そこからトロトロと血液が溢あふれ出す。

「佳奈子ッ！」

　僕は佳奈子を呼ぶ。

　けれど、佳奈子は僕を見てくれなかった。お腹を押さえながら身体からだをゆっくりと折り曲げていく。

「……痛いよ。痛いよ、ヒロ君」

　僕を見ずに佳奈子は言った。

　僕は手を伸のばした。首くび輪わが食い込んで、首が絞まる。

「か、佳奈子ッ！」

　バタンと音がした。島しま本もと梓あずさが出ていったのだろうと、頭の片隅で思った。

　しかし、僕にはそんなことはどうでもいいことだった。

　佳奈子が死んでしまう。佳奈子を助けなければ。大切なのはそれだけだ。僕は鎖を繋つないでいる南なん京きん錠じようをガチャガチャと振って破壊しようとした。無む駄だだと理解している。それでもそうせずにはいられなかった。

　そのときだった。

「おや」

　その場の状況とはあまりに不釣り合いな軽い声が部屋の中で響いた。

　僕は声の主を見み遣やった。

　黒くろ尽ずくめの男だった。黒いシャツに黒いジーンズ、黒くろ髪かみを立たせた肌はだの浅あさ黒ぐろい男。右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびにドクロの指ゆび輪わをしている。

　その隣となりには少女が立っていた。黒いワンピースに黒いニーソックス。銀ぎん髪ぱつの三つ編み、血が通っていないのではないかと思えるほど白い肌。

　カラスと悪魔……。

　カラスが口を開いた。

「いやぁ、予よ想そう外がいだ。まさか、君が島本梓を助けるとは思わなかった」

　君、と、ピストルを向けるみたいに僕を指差す。ドクロの指輪が光った。

「僕が島本梓を助けた……？」

　少女が言う。

「お前が『危ない』と警告しなければ、島本梓は死んだはずだ。だから、お前がこの状況を生み出した」

「この状況を僕が……」

　僕ぼくは佳か奈な子こを見た。床に広がっていく血液。その中で佳奈子が丸くなっている。僕が島しま本もと梓あずさを助けたのだとしたら、僕が、僕の一言が佳奈子を傷付けた？

「佳奈子」

　呟つぶやき、それから暗くら闇やみよりもなお黒い彼らを見み遣やった。

「お願いです。佳奈子を助けてください。救急車を呼んでください。佳奈子が死んでしまう。お願いです。何でもします」

　僕は必死に懇こん願がんした。

　カラスと悪魔は顔を見合わせた。

「悪魔に願いごとをするということが、どういうことか、お前は分かっているのか？」

　少女は言った。

　僕は首を横に振った。

　カラスが憐あわれむような声で言う。

「君はまだ、僕らが悪魔だということを信じていないみたいだね」

「お前はただのカラスだろ」

　少女が横で吐はき捨てた。その足あし元もとで気を失っている佳奈子が小さく呻うめいた。

「一いち々いち、揚げ足を取るなよ」

「事実の指摘だ」

　カラスは「降こう参さん」とでも言うように一度、両手をあげ、それから僕を見た。

「悪魔と契約を交わすと、願いを一つ叶かなえることができる。しかし、契約者は死後、その魂を悪魔に引き渡さなくてはならない。魂は未み来らい永えい劫ごう、救われない」

　地獄。咄とつ嗟さに、その情じよう景けいが頭の中に浮かんだ。映画や漫画や、そういうところで見てきた地獄のシーンがモンタージュとなって再生する。

「……苦しいんですか？」

「人間の概念で言うところの苦しいとは違うけどね。そもそも、地獄を人間の持ち得る言こと葉ばで表すことはできない。地獄、と、便宜上言葉を与えているにすぎない。苦しいには苦しいだろうが、それは君の想像する『苦しい』とは決けつ定てい的てきに違うものだ。そして君の想像するどの『苦しい』よりも苦しいだろう」

「それでもお前は悪魔と契約を交わすのか？」

　少女が言う。厳しい声をしていた。

「はっきり言おう。この女は完全に壊こわれている。仮に生き残っても、この世で救われる道はない。このまま死しなせてやったほうが、あるいは幸福かもしれん。この先に待っているのは、現世での絶え間ない苦しみばかりだ。だったら、このまま死なせてやるのが優やさしさかもしれないぞ？」

「…………」

「お前、この女のことが大切なんだろ？」

「……はい」

　震える声で僕ぼくは言った。

「なら、この女が苦しむところは見たくないだろ？」

「……はい」

「じゃあ、答えは一つのはずだ」

　少女は佳か奈な子こを指差す。

　僕はその白くて小さな指の先から、佳奈子へと視し線せんを這はわせた。

　佳奈子は短く浅い呼吸を繰り返している。血だまりは少しずつ広がっていた。

　佳奈子が死ぬ。このまま死なせてあげるのが佳奈子を救うのか？　本当だろうか？　死んだほうが楽だ、なんて、本当なのか？　そうかもしれない。そうも思う。でも、死んだら、そこでおしまいだ。その先はない。どんなに辛つらくても、苦しくても、取り返しのつかない過去を背負ってでも生きるのが本当ではないのか？　そうあるべきではないのか？　いや、分からない。本当のところ、僕にも分からない。

　でも僕は――。

　少女に視線を移す。そして心をこめて願った。

「お願いします。どうか、佳奈子を助けてください」



　…………。

　……。



　《監かん禁きん二十三日目》



　朝を迎え、そうしてまた夜が訪おとずれた。

　佳奈子は眠っている。あれ以来、佳奈子は目を覚まさない。でも生きてる。大切なことは佳奈子が規則正しく呼吸をしているということだ。それは何よりも優先されるべきことだ。少女の悪魔が言ったように、死しんだほうが楽になる、そうかもしれない。そういうこともあるのかもしれない。でも、僕は、佳奈子に死んでほしくなかった。

　僕もまだ生きてる。何も口にしていないが、不ふ思し議ぎなことにもう空腹も感じない。

　意外にも気分がいい。こうして日記も続けられる。

　それにしても、僕たちはどうなってしまうのだろうか？

　僕はどうすればいいのだろうか？

　悪魔は佳奈子を助けてくれた。でも、僕の鎖は外していかなかった。あるいは、頼めばそれくらいはしてくれたようにも思う。しかし、僕はそれを頼まなかった。

　僕ぼくはこの部屋から出てはいけないからだ。少なくとも、佳か奈な子こが目を覚ますまでは。

　もしこのまま、佳奈子が目を覚まさなかったら、僕はずっとこのままで、この場所はなかったことにされるのかもしれない。誰だれに思い出されることもなく、そもそも知られることもなく、この部屋は取り残されて朽ちていくのかもしれない。

　そのまま、ぼくも消えてしまうのだろうか？

　いつだか、クラゲは死ぬと水の中で消えてしまうのだ、と、同じゼミを履り修しゆうしていた相そう馬まさんという女の子に教えてもらったことがある。

　消える。生きてきた痕こん跡せきを残さない。

　僕は死にたくない。だから、佳奈子も死なせたくなかった。

　でも、生きているというのはどういうことなのだろうか？　生きることは楽しいだろうか？　することがないせいか、そんなことばかり考えてしまう。答えはない。堂どう々どう巡めぐりでしかない。答えのない問題を思考し続けるのはなかなか辛つらいものだ。あるいは、今までそういうことを考えないようにして生きてきたのかもしれないな、と思う。

　しかし、そんなの生きていると言えるのだろうか。ただ、死なないように気を付けて生きてきただけなのか。

　死ぬのは怖こわい。でも、心のどこかで消えてしまいたいと思わないわけでもない。生きることは別に楽しいことではないから。でも、死しぬのは怖い。よく分からないな。

　そういう想おもいを漫画にできればよかったのに。

　今更、そんなことを思った。

　何だか可お笑かしくなって、僕は笑った。



　ピンポーンというチャイムの音が鳴り響いた。

　僕は笑うのを止やめ、身を硬かたくして、ぼんやりとした夜の中でじっと目を凝こらした。どんなに目を凝らしてみても闇やみ色ばかりで何も見えなかった。ただ、この状況を書き記す。

　ドンドンドンと、今度はドアが叩たたかれる音がした。

　でも、世界は輪りん郭かくを失ったままで掴つかみどころがなった。

　口の中が酸すっぱかった。僕は恐怖を覚えた。怖かった。

　これが最後だと思う。

　あのドアが開かれれば、僕は助けられるだろう。保護される。この監かん禁きん生活が終わる。

　美お味いしい物も食べられるかもしれない。みんな僕に優やさしくしてくれるかもしれない。僕はこの先も生きていかれる。僕は頑張れば漫画家にもなれるかもしれない。

　僕はそれが、何な故ぜだかとても、悲かなしい。

　ドアが



    

  









    
      

　　　＊＊＊



　ドアが開かれた。カランカランとベルの音がした。

　姿を現したのは黒くろ尽ずくめの男だった。

　ひょろりとした体格をしている。黒いシャツ、細ほそ身みの黒いジーンズを穿はき、足もとも真っ黒なスニーカーを合わせていた。黒くろ髪かみを無む造ぞう作さヘアにセットしている。肌はだは浅あさ黒ぐろく、右みぎ手てにノートを抱えている。人ひと差さし指ゆびにドクロの指ゆび輪わをしていた。

「ただいまぁ、って、何、昼間から寝てるんだよ。仕事しろよ」

　ガラス製のテーブルを挟んで革かわ張ばりのソファが置いてある。ぐるりと大小の棚たなに囲まれた応接間。黒尽くめの男が開けたドアには曇くもりガラスが嵌はめられていて、「九いちじく探たん偵てい事じ務む所しよ」と書いてある。

　九いちじく探偵事務所は、レンガ造りの雑居ビルの二階にある。雑居ビルとはいえ、裏通りの入り組んだ細い道の突き当りでは、そもそも客が来るはずもなく、九いちじく探偵事務所以外の店てん舗ぽは入っていない。

「寝てない。寝転がっているだけだ」

　目を瞑つむり、ソファにぐでぇと横たわったまま、少女が答えた。どちらにせよ、仕事をしていないことに変わりはない。

　少女も黒いワンピースに身を包んでいた。墨で染めたような黒いニーソックスを穿いていて、黒いエナメルの丸い靴くつを左だけ脱いで、ブラブラさせていた。真っ黒な少女だ。

　しかし、彼女の肌は血の通っていない人形のように白い。髪の毛は脱色でもしているのだろうか、銀ぎん髪ぱつで、前まえ髪がみを眉まゆが覗のぞく辺あたりで切り揃そろえている。全体はショートだが、左の一部分だけを伸のばして三つ編みにしている。そこに黒いリボンを巻き付けていた。

「テレビもつけっぱなしじゃないか……つーか、九いちじく。お前、テレビ見てたのか？　人間の作ったものなんて見ないんじゃなかったのか？」

「知らないうちに勝手にあの箱が喋しやべり出したんだ。私は何もしてない」

　九いちじくと呼ばれた少女はぶっすりした表情で答えた。

「ん？　ああ、お前、リモコンにのってる。ほれ、どけよ」

　黒尽くめの男はひょいと九いちじくの首根っこを掴つかんで持ち上げる。

「なッ！　おい、放せ、一にのまえ！　お前、私を愚ぐ弄ろうする気か！」

　一にのまえと呼ばれた男は、リモコンを手にすると、九いちじくを放した。

「ぐぇ」

　背中から床に落ちた九いちじくは車に轢ひかれたヒキガエルのような声を出した。

　一にのまえはゲラゲラと笑った。が、すぐさま、九いちじくの鋭えい利りな視し線せんに気付いて笑いを引っ込めて言った。

「その罪つみの重さから地の中心に閉じ込められたルシファー氏は、今なお地の底の底から人人を誘惑し続けている。人間が地面に立っているのは、そのためで、それを引力と言う。罪に惹ひき付けられる力だ。人間はそれを物理学というもので理解しようとしたけどね。二つの物体の間の距離の自乗に反はん比ぴ例れいし、それぞれの質量の積に比例する力だそうだ。万有引力の法則だよ」

「何が言いたい？」

　背中をさすりなが九いちじくは一にのまえを睨にらみ付ける。

「今のは僕ぼくのせいじゃない。君が放せと言って、僕はその通り放し、そして君は引力によって、床に落ちた。僕は悪くない」

　九いちじくは、ぶっすりとした表情でソファに寝転がった。ギチギチと音を立てる。

「……なぁ、怒おこってる？」

　九いちじくは答えず、ギンと一にのまえを睨むだけだった。

　一にのまえは肩を竦すくめて、ガラスのテーブルを挟んだ向かいのソファに腰こしかけて、テレビをぼんやりと見つめた。

　お昼のワイドショー番組だった。司会者と数名の解説者コメンテーターが並んでいる。

　真面目まじめ腐った顔をした女性アナウンサーが言った。

『実に残ざん忍にんな事件です。ひと月前まえより行方ゆくえ不明とされていた大おお槻つき浩ひろ人とさんが遺体で発見されました。殺人・死し体たい遺い棄き容よう疑ぎで逮捕されたのは、同じ大だい学がくの学生、時とき任とう佳か奈な子こ容疑者です。時任容疑者はひと月前に大槻浩人さんを自宅に招き、浴よく槽そうで殺害に及びました』

「おお、ヒロ君のことがテレビで流れてる」

　一にのまえが画面を指差す。ドクロの指ゆび輪わがギラリと光る。

「興きよう味みない」

　九いちじくはそっけなく言った。

『事件は、大槻浩人さんの交際相手であった島しま本もと梓あずささんの通報により発覚しました。島本さんもまた時任容疑者の自宅に連れ込まれたものの、そこから脱出し、近きん隣りんの民家に逃げ込みました。しかし、島本さんが極度の心しん神しん喪そう失しつ状態に陥おちいり、事件の発覚に時間差が出てしまったというのが県警本部の発表です』

『島本さんはかなりのショック状態で、記憶に混乱があるらしいですね』

　男性司会者が言った。

『えぇ、よほどショックだったのでしょうね。今後も心理ケアが必要になるようです』

『一部週刊誌でも話題になっていますが、大槻さんの遺体は四肢を切断されていて、冷蔵庫の中に保管されていたんですよね。ちょっと普通の精神状態とは思えない。こういった事件を起こしてしまう精神状態っていうのは、どういうものなんですかね？』

　心理学者が答えた。

『幼児期のトラウマ、というのは考えられますね。時とき任とう容疑者は幼おさない頃ころに両親の離婚を経験していますし、そういった多感な頃に親から十分な愛情を与えられていないと、心の成長が止まってしまうんです。母親に引き取られた時任容疑者は、随ずい分ぶんと虐ぎやく待たいを受けたようですね。時任容疑者が幼少期に育った家の近所では、子供の泣き声がよく聞こえていたそうですよ。母親は、自分一人でも子供を立派に育てようと躍やつ起きになっていたのでしょうね。それなのに、仕事の疲れから子供を叩たたいてしまう。負の連れん鎖さです』

　司会者がもっともらしく頷うなずく。

『シングルマザーを社会が支えていく、という必要があるのかもしれませんね』

　一にのまえは、テレビの中のやりとりを興きよう味み深く見つめている。

　一方の九いちじくは、聞いているのか、いないのか、足先をもぞもぞさせて、黒くて丸い靴くつを右のほうも脱いで、ブラブラさせていた。

『私が気になるのは』

　と、元もと捜査官の肩書きを持つ男が眉まゆ根ねを寄せて口を開いた。

『やはり、近ちか頃ごろ、エスカレートしていく殺害方法や、あるいは些さ細さいな動機で人を殺してしまうという心のありようですね。人を人とも思っていない。幼少期のトラウマ、という言いわけで、許ゆるされるものではないでしょう。私も子供の頃は親父おやじに拳げん骨こつで殴られましたよ。でも、人なんか殺しません。近頃の子供はすぐにキレる。やはり最近は、ゲームや漫画ばかりで、そもそもコミュニケーションが不足しているというのもあるし、そのゲームや漫画の暴ぼう力りよく描写にも問題があるでしょう』

『そうなんですよね』

　と、先ほどの女性アナウンサーが言った。このやりとりは、もしかしたら、台本が用意されているものなのかもしれない。

『この事件なんですけど、一部、ネット上で時任容疑者のことを《ヤンデレ》と呼んでいるんです。ご存知ですか？』

　言いながらアナウンサーはフリップを出す。そこにはネット掲示板の書き込みらしきものが描かかれていた。

『マキちゃんなんか詳しいんじゃないの？』

　男性司会者が解説席に並ぶグラビア・アイドルに振った。そのグラビア・アイドルが目を輝かせて言った。

『元もと々もと、ツンデレっていう言こと葉ばがあったんですけど、ヤンデレっていうのはそれのバリエーションの一つですね。《病み》と《デレ》を、精神状態が《病んでる》にかけて、《ヤンデレ》。一種、純愛のパロディです。病的なまでに好き過ぎて相手に狂気をぶつけてしまうキャラクターです』

『ツンデレっていうのが既すでに分からないんだけど』

『分かりやすく言えば、本当は好きなんだけど、好きな子に素直になれない、みたいな子のことですよ。ツンツンしちゃうんですけど、本当は好き。デレっとしたい』

　画面の中で小さな笑いが起こった。

　一にのまえは笑わなかった。九いちじくは目を閉じ、やはり聞いているのか、いないのか、判はん然ぜんとしない態たい度どで、足をバタつかせている。

『最近はそういうのが人気なの？』

　揶や揄ゆを多分に含ふくんでいる声だった。

『傾向としてはそうですね。いわゆる美少女ゲームでもそういうキャラクターの女の子がヒロインだったりします。主人公のことを好き過ぎて、殺してしまうんです』

『時とき任とう容疑者も実は大おお槻つきさんに対して、度たび々たび交際を申し込んでいたようなのです』

『この二人、高校が同じだったんですよね？』

『はい。しかも、そのときは互いに付き合っていたようなんですよ』

『でも、別れて、その後、大槻さんは島しま本もとさんと交際していた』

『ほんの少し前まえはそれってストーカーって言ってたのに、すぐに新しい言こと葉ばになるんだな』

『でも確かに、時任容疑者の自宅の冷蔵庫の中には被害者である大槻さんの遺体が大切に保管されていたようですね』

『ちょっと、どうかしてるな』

『確かに、時任容疑者は少し変わっていたようです。自宅には不ふ思し議ぎなことに鉄の鎖で人形を縛り付けていたらしいです。その人形には食べ物のカスなどが付着していて、まるで、子供に食べ物を与えるように時任容疑者は人形に食事を与えていたようなんです』

『想像するとちょっとゾッとするね』

『もしかしたら、その人形を大槻さんと思い込んでいたのかもしれませんよ』

「鋭するどい」

　一にのまえは右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびをテレビ画面に向けた。

「真実なんてものは、こんな思い付きの中にポロッと混じっている程度のものなのかもしれないなぁ」

　しかし、テレビ画面の中では、誰だれも、そんなことを本気で思っている人間はいないようだった。

「別にあの人形は大槻浩ひろ人とじゃないさ」

　九いちじくが言う。

「まぁね。あれは『ヒロ君』であって、大槻浩人とは別人だ。時任佳か奈な子こ嬢じようのためだけの『ヒロ君』」

　時任佳奈子は、ある晩、大槻浩人を自宅に招いた。これで最後にするから、と、彼女は何なん度ども言った。そして、時任佳奈子は大槻浩人に、自分がどれだけ大槻浩人を想おもっているか切せつ々せつと告げた。時とき任とう佳か奈な子こはその想おもいを大おお槻つき浩ひろ人とが受け止めてくれればそれでよかったのか。あるいは、彼女は、元もと通りになるかもしれないと、心のどこかで思っていたのか。これで最後にすると言いながらも、心の奥底で期待をしていた。彼女は着飾り、最高のもてなしで大槻浩人を迎えたのだ。

　けれど、大槻浩人は時任佳奈子を拒絶した。時任佳奈子の部屋には来たものの、彼は本当にこれで最後にするつもりだった。二度と顔を見せないでくれ、彼はそう言った。梓あずさにも迷惑をかけないでくれ、と。

　そして、時任佳奈子は大槻浩人を殺してしまった。初はじめからそのつもりだったのか、それとも不慮の事故だったのか、それはもう、誰だれにも分からない。

　大槻浩人を殺した後、時任佳奈子は自殺しようとした。ナイフを咽の喉どにつきたてた。けれど、彼女は死しねなかった。刃はは薄うすく皮を削いだだけだった。

　そして彼女は悪魔と契約を交わした。

「新しいあたしだけのヒロ君が欲しい。どんなにしても壊こわれなくて、あたしの言うことをちゃんと聞くあたしだけのヒロ君をちょうだいよ」

　大槻浩人の身体からだを包ほう丁ちようとのこぎりで切断しながら願う彼女は、泣いていた。時任佳奈子はほとんど嘔おう吐とするようにして願い、そして悪魔はそれを叶かなえた。

「なぁ、九いちじく」

　一にのまえが言った。

「あん？」

「アリストテレスは人間に備そなわっている感情は大きく二つに分けられると言った。一つは恐怖で一つは憐あわれみだそうだ。恐怖と言うのは死への恐怖、憐れみとは、死にゆく他者を自分の身に置き換えることのできる想像力を言うんだそうだ」

「何の話だ？」

「だとしたら、ヒロ君は、実に人間らしいと思わないか？」

「知らないよ」

　ぶっきらぼうに九いちじくは吐はき捨てる。

　一にのまえは、やれやれ、と肩を竦すくめた。手にしていたノートを開く。ペラペラと無む作さく為いにページを繰くる。そこには時任佳奈子への惜おしみない愛あいと、絶え間なく押し寄せる死への恐れとが丹たん念ねんに書き込まれていた。人形が書いたにしてはよく書けている、一にのまえはそう思った。

　そして、ふと、引っかかりを覚えた。左の眉まゆを垂れ下げ、右の眉をグイと持ち上げる。腕うでを組んで、首を捻ひねった。

「なぁ、九いちじく」

「何だよ、うるさいよ。寝かせろよ」

　やはり眠る気だったのだ。

　一にのまえは頓とん着ちやくせずに言った。

「僕ぼくたち、ヒロ君とも契約を交わしたよな？」

「あぁ」

「ヒロ君て人形だよな？」

「あぁ」

「魂って貰もらえるのかな？」

　そこで、九いちじくは右目だけ開けて、一にのまえを見み遣やった。

「佳か奈な子こ嬢じようとは契約済みだったんだから、あの場で彼女が死んでいれば、すぐに魂を受け取ることができたはずだろ？　それを先延ばしにしてしまった上に、あの契約だ。あれって、どうなの？　ヒロ君の魂はカウントされるわけ？　下手をすると、僕たちは重大なミスを犯しているんじゃ……」

　九いちじくはもう目を閉じていて、一にのまえに背を向けるように寝返りを打った。そしてポツリと言った。

「人形は、所しよ詮せん、ただの人形さ」

　そんなこと、初はじめから全部知っていた、とでも言わんばかりの声で。



    

  
    
      




　第八九話消失者

　　‐take over‐
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　二年六組の教室。

　ざわざわしていて、うるさい。

　大おお沢さわ先生は、窓まどの近くに椅い子すを置いて座っている。大沢先生はもうおじいちゃん先生で、髪の毛は半分以上白はく髪はつになっている。眉まゆが長くて、そして垂れ下がっているから、犬っぽい。おっとりした先生で、あまり生徒のことに口出ししない。

　開け放たれた窓から初しよ夏かの匂においのする風が、そっと教室の中に入ってくる。

　夏の到来を告げるセミたちの輪りん唱しようが、緩ゆるやかに流れていた。

　黒板には「議ぎ題だい」と書かれている。

　白いチョークがカツカツと音を立てて欠かけていく。

　チョークを握っているのは、安あ住ずみ真ま澄すみ――ますみんだ。

　長くてサラサラな髪を、今は左側だけに束ねている。首くび筋すじに薄うすく汗あせをかいていた。学校指定のシャツじゃなくて、薄いピンク色のポロシャツを着ている。白いハイソックスが眩まぶしい。ますみんは、少し背せ伸のびをして、黒板の上のほうから文字を並べていくから、ちょっと危うい体勢だった。

　前側に座る男子がふざけて、「おおぅ」とどよめく。

　ますみんはスカートを押さえて振り返った。じろっと睨にらんでも、元もと々もとが柔にゆう和わな優やさしい顔立ちをしているから、全ぜん然ぜん怖こわくない。目はくりっとしていてリスみたいだ。

　ますみんはチョークを投げつける仕し種ぐさをした。でもそれはただのフリで、チョークを投げたりはしない。

　ますみんはチョークを置いて教きよう卓たくの前まえに戻った。

「議ぎ題だい」の文字の隣となりに、「文化祭の出し物について」と書かれていた。

　文化祭実行委員は二人、一人はクラス委員のますみんで、もう一人は男子の相あい原はら。でも、相原はクラスの男子たちがふざけて推薦して、みんなもノリで承認してしまっただけで、全然頼りにはならない。相原は、お調子者で、むしろ真っ先に仕事を忘れて遊んでしまうタイプだった。

　だから、ホームルームでクラスを仕切るのは、ますみんの一人仕事だ。

　バンッ！　ますみんは教卓を強く叩たたいて、教室中を見回す。そしてニッコリ笑った。

「それじゃ、今から、文化祭の出し物についての話し合いを始めます。文化祭は夏なつ休やすみ明けだけど、準備は夏休み中から始めるから、早めに決めないと後で痛い目見ます。ちゃっちゃと決めましょう。まずは展てん示じか、演えん劇げきか、喫きつ茶さ店てん、この三つの中から多数決で決めちゃいますッ！」

「え、いきなり？」

　相原が言った。

「まず、大おお枠わくを決めて、その後で具体的に何をするか決めるの。前々から言ってあったでしょ？」

「だっけか？」

「聞いてなかったの？」

「聞いてた聞いてた」

　ますみんは相あい棒ぼうのだらしなさに大きな溜ため息いきをついて、それから教室中を見回した。何人かのクラスメイトが相原のダメさ加減にくすくす笑っている。

　ますみんはクラス中に響くように大声を張った。それこそ、開けっぱなしの扉とびらから、隣のクラスにも声が届くほどに。

「それじゃ、即そく断だん即そく決けつ。一人一回、手、挙げてね。まずは展示がいい人――、一、二、三って、相原君、何ボサッとしてるの？　黒板に『正』の字入れてよ」

「お、おうよ」

　ますみんは、このまとまりのないクラスメイトたちを目の前まえにしても、あっという間に決定事項を並べていく。ダラダラした人間の集まりの中で、ダラダラ考えさせても、結局何も結論は出ないものだ。だから、すぐに決断を迫る。そういうやり方だった。

　でもそのやり方は人から嫌きらわれやすい。だから上じよう手ずにやらないといけない。同じことをするにしても、下手な人がやるとダメだ。ムカつかせる言い方とかってのがある。

　その点、ますみんは、みんなから慕したわれていた。人望がある。反感を買うような言い方もしない。ますみんはクラスのリーダーとして申し分ない。ちょっと不良っぽい子からも一目置かれていたし、そういうのとは縁のない大人しそうな子からも頼られていた。

　相あい原はらが「展てん示じ」、「演えん劇げき」、「喫きつ茶さ店てん」の下に「正」の字と、そのできそこないを連ねていく。正義の「正」、正せい解かいの「正」。

　そうして、みんなで導き出した「正しい」答えは、「演劇」だった。四つの「正」と漢かん字じの「一」、合わせて二十一票だった。三十九人クラスだから、この時点で、過半数を超えている。再投票する必要もなかった。

「えぇ」という不満の声と、「やった」という喜びの声が同時に起こる。

「ハイッ！」

　パチンと手を打って、ますみんは言った。

「過半数を超えているのでこれで決定です。二年六組は演劇をします」

　またも一部でブーイングが起こる。そもそも、演劇でも展示でも喫茶店でも、どれをやることになっても、誰だれかがブーイングをしただろう。と言うか、どれも別にやりたいわけじゃないのだ。

　ますみんは、そのブーイングにも負けない声で、はきはき話す。

「展示や喫茶店に投票した人は残念がらずに気分を切り替えましょう。演劇の利点は一回やったら、それでおしまい、ってところです。展示や喫茶店と違って、受付に時間をとられて他ほかのクラスが回れないとか、なくなります。準備は大変ですが、それはどの出し物でも同じです」

「うん、安あ住ずみさんが言うと説得力あるなぁ。まるで先生みたいだ」

　大おお沢さわ先生が感かん慨がい深げに言って、クラス中は沸わいた。

　ますみんは腰こしに手を当て、

「本当は大沢先生に言ってほしいんです。うちのクラスまとまりないから」

　ちょっと生なま意い気きなことを言う。それも、ますみんらしかった。

「いやぁ、もう、僕ぼくが言うよりも、安住さんが言ったほうが影響力あるんだよね。クラスをまとめる力があるよ。安住さん、将来、教きよう職しよくとか目指すといいね」

　大沢先生はその犬っぽい眉まゆ毛げをいつも以上に垂れ下げ、ふしゃふしゃと顔をシワだらけにして笑った。

「いや、俺おれ的にはますみんはいいお母さんになると思うぜ？　つーか、俺、嫁にしない？」

　相あい原はらがふざけて、教室内はまた、ドッと沸わいた。

　ますみんは大げさな溜ため息いきをついて、

「じゃあ、次は、具体的な出し物について話し合いますけど、これはさすがに今日で決定じゃなくて、いくつか案を出し合って考えましょう。それから、脚本や監督、演出に小道具、大道具、照しよう明めい、音おん響きよう、衣い装しよう、もちろん役者、そういうのも決めないとね。まぁ、この辺はざっくりと決めていけばいいか、どうせ掛け持ちだし。何かある人？」

　ますみんはクラス内を見回す。

　すると、

「はい」

　と、こういう場面にしては珍めずらしく手が挙がった。小こ松まつ渚なぎさだった。手を挙げたと言っても、まっすぐに、はっきりと挙げたのではなくて、控ひかえめに小さく手を振るような形だった。

　あまり長くない髪の毛を左右に分けて短い三つ編みにしている。中学生の頃ころはメガネだったのに、今はコンタクトレンズにしていた。

「あの、図書室には演えん劇げきの本とか、結構揃そろってるから、それを見て決めるのはどうかな？」

　渚が言った。ますみんに比べれば、ずっと弱々しい声だったけど、それでも、教室のみんなにちゃんと届くように渚は言った。

「そうだね。他ほかのクラスとかぶるといけないから、その辺あたりは調整しないといけないけど、でも、渚、ナイス」

「あたし、図書委員だし」

　ますみんの言こと葉ばに、渚は小さく笑う。

「それじゃ、放課後、図書室に行ってみようか。あたしと、渚と、相原君と……」

「俺も？」

「当然でしょ？　それから、他に有ゆう志しを募つのります。ここで、参加しといたほうが、自分の意見も通り易やすいですよ？」

　元もと々もと、演劇を希望していた数名が名乗り出て、計十人で放課後に図書室に行くことになった。

　部活などの兼ね合いで、練習に参加できない可能性があるから、ということで、照明や音響を申し出る者もいた。手芸部の子は当然のように衣装係を申し出た。

　ますみんを中心に物事が決まっていく。ますみんは、みんなのやる気を引き出すのも上う手まい。文化祭行事なんて面めん倒どうくさい、それがみんなの本音だってことは、全員が知ってる。

　でもそれを少しずつ楽しい方向へ持っていくことができるのは、このクラスの中心にますみんがいるからだ。

　憂ゆう鬱うつな学校行事が少しずつ楽しくなってくる。引っ張られている感じ。あるいは押し上げられていく高こう揚よう感かん。それは同時に、誰だれかを引っ張っているようでも、押し上げているようでもある。そんなふうに感じ始めれば、心から楽しめる。

　だから、みんなが笑っていた。

　そして、その中に私がいない。
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　ある朝、目が覚めると醜みにくい虫の姿になっていたというのは、カフカの小説だ。悪あく夢むから目覚めても、そこは悪夢だったというお話。

　私の境きよう遇ぐうもそれに似ている。私の場合、朝、目が覚めたら、別人が「私」になっていた。笑えない話だ。



　野の田だ増ます美み。それが彼女の名前。あだ名は「まっすん」。

　でも今は、「ますみん」と呼ばれている。安あ住ずみ真ま澄すみのあだ名。私の名前。

　正せい確かくには、元もと「私の名前」か。つまり、私は元「ますみん」というわけだ。

　クラスの真ん中にいるあの子に、私は名前を奪われた。



　私とまっすんは小学校からの友達だった。

　まっすんは、どちらかと言えば大人しめで、男子にからかわれるタイプの女の子だった。そして私は、そういう男子を蹴け散ちらすのに躊躇ためらいのない女の子だった。

　まっすんはいつも、「やめて」と言えず、困った顔をしておろおろしていた。ふでばこを盗とられて、男子たちがそれでキャッチボールをしたり、掃除を押し付けられたり。

「あんたたち、やめなさいよねッ！」

　私の決め台詞ぜりふだった。もっとも、それを言う前まえにまず蹴けりを食らわせるのも私の流りゆう儀ぎだった。

　別にまっすんだけを特別に扱ったわけじゃない。私は自分でも自覚していたのだけど、ヒーローに憧あこがれていたのだ。弱きを助け強きを挫くじく。それだけ。

　守られるだけの女の子なんて古い古い。王子様が現れるのを待って、何百年も眠り続けるお姫様の話なんて、少しも面白くない。

　私は、王子様を抱きかかえてドラゴンを倒すようなお姫様になりたかった。



　そして、そんな私にとって決けつ定てい的てきな事件が起こった。

　小学三年生のときの出来事だった。まっすんの作った夏なつ休やすみの宿題の貯金箱がぺちゃんこに潰つぶされたのだ。夏休みに出た工作の課題で、完成品は教室の後ろに飾られていた。まっすんが作った貯金箱はお菓子の家みたいな何だか妙にカラフルで甘ったるそうな貯金箱だった。別にそんなに上う手まかったわけじゃない。

　でも、ぺちゃんこになった貯金箱を見て、まっすんは顔をくちゃくちゃにして泣いてしまった。

　それを目撃した瞬間、私はブチ切れた。

　犯人は分かっていた。いつもの連中だ。教室の前まえのほうで、さすがにやり過ぎたかなぁ、みたいな顔で謝りもせずに泣いているまっすんを見ていた。好きな子にちょっかい出すとか、それくらいなら大目に見てもいいけど、そんなレベルじゃなかった。

　私はそいつらをボコボコにした。マジでボコボコにしてやった。まず蹴けって、それから、泣くまで殴り続けた。

　それはさすがに大問題になって、私の両親まで学校に呼び出される事態になったのだけど、でも、それがきっかけで、私たちは仲良くなった。

「あの、安あ住ずみさん」

　散さん々ざん、怒おこられた後、教室に戻ると、まっすんが私を待っていた。自分の席に腰こしかけていて、私が教室のドアを開けると、ハッと顔を上げた。泣いてはいなかったけど、泣きそうな顔だった。そして、まっすんは私に言った。

「その……、安住さん、どうもありがとう」

「いいよいいよ、別に」

　私はひらひらと手を振って軽く答えた。校門のところで親が待っていた。私は、自分の席に残したランドセルを取りに戻っただけだ。それを背負う。ガコンとランドセルの中で音がした。私はそこで、まっすんに向き直った。

「って言うかさ、私のことはますみんて呼んでよ。みんなそう呼んでるじゃん」

「うん……、でも、あたしも増ます美み」

「あ、そうか。じゃあ……、まっすんね」

　瞬間的に出来上がった安あん易いな呼び名だった。

「まっすん？」

「そ。今日から野の田ださんはまっすん。いいでしょ、まっすん」

　まっすんは、ちょっと俯うつむいて、足をぷらぷらさせて、それから笑った。

「うん、ますみん」

　まぁ、いい思い出というやつだ。

　字こそ違うが、同じ「ますみ」同士で、それも私たちを引き寄せた。

　それから私は、どんなときも、まっすんの味方で、まっすんもいつも私の味方でいてくれた。

　まっすんが落ち込んでいるときには私が慰める。私がへこたれているときはまっすんが優やさしく励ましてくれる。私たちはいいコンビになった。



　その頃ころのまっすんは、身体からだがあまり丈夫ではなくて、行事の次の日などは必ず体調を崩していた。

　だから私は、家で寝込んでいるまっすんのところに忍び込んで、一日中だって話し相手になった。まっすんの家はお父さんしかいなくて、そのお父さんが仕事に行ってしまったら、家にまっすん一人が取り残されてしまって寂さびしいだろうと思ったからだ。もちろん、学校はずる休みをした。

　そのことが、後になって親にばれると、すごく怒おこられたが、そんなときに味方をしてくれたのもまっすんだった。私の両親は、真面目まじめで控ひかえめなまっすんには弱かったから、彼女が「ますみんを叱しからないでください」と泣きそうな声で言うと、その場は大抵うやむやになった。魔法の言こと葉ばだと私はよく言ったものだ。



　小学五年生、男子顔負け大だい胆たん不ふ敵てきを売りにしていた私は、はしゃぎすぎて右みぎ足あし首くびの骨を折った。鬼ごっこをしていて、高いところから飛び降りたときに着地に失敗したのだ。

　はく離り骨こつ折せつと言われた。松まつ葉ば杖づえをついての登校は何かと不ふ便べんだった。特に雨の日は傘かさもさせない。

　助けてくれたのはやっぱり、まっすんだった。

　足にギプスをつけていると、お風ふ呂ろに入るにも一大事だった。ごみ袋をギプスの上に巻いて、足を出してお風呂に入る。満足に身体も洗えなかった。それを話すと、まっすんが一緒にお風呂に入ってくれたこともある。少しドキドキした。まっすんは、私より少し女の子の身体付きをしていた。

「まっすん、おっぱい触ってもいいスか？」

「へ？　え？　えぇ？」

　一ひと頻しきり騒いでから、顔を真っ赤にしてぶくぶくと湯ゆ船ぶねに口を付けて恥はずかしがるまっすんは可愛かわいかった。

　私たちはお互いを助け合っていた。

　安あん易いな言葉で言うのなら、私とまっすんは親友だった。



　そして、私たちは中学生になった。

　中学校というのは、今までとは違う空間だった。それまでの友達だけじゃなくて、他校の生徒も集まって、もっと大きな集団になる。

　学校までも遠かったし、何より、制せい服ふくのスカートが邪じや魔まだった。あれじゃ、派手な蹴けり技も食らわせられない。中が見えちゃう。小学校ではスカートなんか穿はかなかったのに。

「まっすん、制服のスカートって、つまるところ、女子に蹴り技をさせないためにあるんじゃないかと私は思うね」

「女子とか関係なく蹴っちゃダメだよぉ」

　そう言われても、当時の私は、スカートの下にジャージを穿く、という荒あら技わざを女子高生から学んだのだけど、それは先生に禁止された。みっともないから、という理由だったが、やはり、私の蹴り技を封印させるためだったのだという確信は深まるばかりだった。そういう冗談をまっすんにすると、まっすんは大声にならないよう、口に手を当てて笑った。それでも私が笑わせようとすると、身体からだを丸めて私を見ないようにした。それくらい可お笑かしかったらしい。

　ただ、中学校はやはり、小学校とは違った。

　私が何かを言って、それで、全部が解決するわけじゃなかった。

　それが、小こ松まつ渚なぎさの事件だった。

　どこにでもありふれている光景の一つとして、渚はいじめられていた。

　初はじめてそれを知ったのは、二年生に進級したときだ。

　一年生の間、私とまっすんは別々のクラスに分かれてしまったのだけど、二年生になって、ようやく合流することができた。

　そして、私とまっすんは小松渚とも同じクラスになった。

　一年生の頃ころも、私は女子であるにもかかわらず、「やんちゃ小僧」なる死し語ごの通り名を教職員の間でほしいままにしていた。そのことは当然、同学年の生徒の間にも広まっていて、そしてそれは、概おおむね好意的に受け入れられていた。自分で言うのもアレだけど。

　とにかく、そのせいで、私がクラスメイトの顔と名前をまだ覚えていない頃でも、向こうは私を知っている、ということがよくあった。

　だから、それもよくあることの一つだった。

「ねぇ、安あ住ずみさん」

　ある日の放課後、私は声をかけられた。何をしていたのか覚えていない。きっとカバンの中に教科書やノートでも詰めていたんだろう。うちの中学は教科書類を持って帰らないと、怒おこられる学校だった。

　私は名前を呼ばれて顔を上げた。

　すると、クラスメイトの女の子が立っていた。そのときは名前が分からなかったが、それが渚だった。

　古ふる臭くさいメガネをかけていて、切った髪を放ほうっておいたら伸のびちゃいました、みたいな野や暮ぼったい髪型の、オシャレとかにはあまり興きよう味みのない女の子に見えた。私も人のことは言えなかったけど、コーラで髪を洗ってみたりしたことくらいはある。

　彼女は、私のことを呼んだくせに、私を見ずに、上うわ履ばきの先辺あたりに視し線せんを落としていた。

「んーと、何？」

　私が促うながすと、渚なぎさは小さく微笑ほほえんだ。それから、「あの、安あ住ずみさんて、格かつ好こういいよね」

　急にそんなことを言った。

　私は照れ臭くなって、「いやぁ」とか言いながら頭を掻かいた。

「それほどでもあるんだけどさぁ」なんてふざけて。

　すると、

「あの、あたし、安住さんの髪型、真ま似ねしてもいいかな？」

　渚は苦しそうにそう言った。予よ想そう外がいの言こと葉ばだった。

「え？　私の髪？」

　私が特別オシャレだったわけじゃない。それどころか、どう、オシャレすればいいのかも分からなかった。苦く肉にくの策として、大して長くもない髪を無理やり左右に分けて、三つ編みにしてみた。何だかゴッホが描かいた木の枝えだみたいな三つ編みになった。

「商しよう標ひよう登とう録ろくしてるわけじゃないし、別にいいけど。でも、美容院でカットしてもらったほうが可愛かわいくなるんじゃない？」

　私はそう言った。

　でも、渚は首を横に振った。

「ううん。あたし、安住さんに憧あこがれてて。だから、真似したいの」

　それが私と渚が初はじめて交わした会話だった。
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　それから数日の間に、私は小こ松まつ渚がいじめられている現状を知った。

「あの子さ、なんかムカつくよね」

　何気ないお昼の会話の中で突然飛び出してきた一言だった。

「あの子？」

「小松渚」

「え？　何で？」

「なんか空くう気き壊こわすじゃん」

「そう？」

「そうそう。別にあんたのこと呼んでないんだよねぇ、ってオーラ出してるのに、そういうの全ぜん然ぜん分かってないで、一緒についてきたりしてさぁ。気持ち悪い」

　私はその言い方に少しカチンときた。

　渚なぎさがいじめられていることを私に教えてきたのは、普通に私の友達で、私のすることにも「ますみん、またやらかしてくれたよぉ」なんて笑ってくれる子だった。

　その子が、渚のことをそういうふうに私に報告してきたことが、私は不愉快だった。

　でも、私はもう、小学生ではなかった。何でも好き勝手に言って、行動して、それが通用するわけじゃないことを私は学んでしまっていた。だから、「ふーん」

　と、相あい槌づちを打っただけだ。

　それ以上、その話題で話をしたくなかったから、別の話題を振って、そのときはそれでおしまいになった。

　しかし、そのことがきっかけで、私は小こ松まつ渚がクラスの中でどういう位置にいるのかを知った。クラス中が小松渚をどう思っているかも。

　その状況は大きな括くくりで言えば「いじめ」であった。でも、「いじめ」なんて言こと葉ばに、何の本質もないことを、端的に表していた。

　小松渚は、弱じやく者しやとして選ばれたのだ。そもそも何が始まりだったのか、それは私にも分からなかった。私が気付いたときには、小松渚は弱者の位置に追いやられていた。小松渚が何をしても、何を言っても、そのすべてがマイナスに解釈される。そういう構図だ。

　基本は無視。それから、ときどき、数人で渚を「注意」する。そしてまた無視。この繰り返しだ。渚はこっちがどんなに「注意」しても、全ぜん然ぜん態たい度どを改めない。だからムカつかれている。そういうことらしかった。

「ねぇ、まっすん。私、先生に言ったほうがいいかな？」

　先生にチクる。想像し得る中で最悪の選せん択たく肢しにも思えた。でも、それ以外の方法が思いつかなかった。

「どうしたの？　ますみんらしくないよ」

「でも、私にできることってないと思う」

「……もうやめようって、ますみんが言えば聞いてくれるんじゃないかな」

「本当にそう思う？　って言うか、まっすんが私だったら、それ、できる？」

「……」

　こんなやりとりをまっすんとしたこともあった。

　私は結局何も手を打たなかった。打つ手がなかった。

　私は渚を拒絶することはしなかったが、みんなに何かを訴うつたえることもしなかった。

　時間はダラダラと過ぎた。

　それでも、私の存在が小松渚にとって、ある種の防ぼう波は堤ていのような役割であったなら、と私は思っていた。

　小こ松まつ渚なぎさは時とき折おり、私のところにやってきて、ポツポツと何かを話していった。昨日見たテレビの話とか、解とけない数学の問題のこととか。もちろん、それは私にも解けなくて、そういうときはまっすんにヘルプを頼んだ。ついでに私も教えてもらった。

　そういうことが渚を助けていると私は思っていた。

　でも、違ったみたいだ。

「あの子マジでウザいよね」

　そう報告してきたのは、やっぱり私の友達だった。

「ますみんに取り入ろうとしてるの見え見えじゃん。ますみんもちゃんと断ったほうがいいよ。つけあがるし。それにますみんの株も下がっちゃう」

　冗談半分で言われた言こと葉ばに、私は怯おびえた。私の築き上げたものがなくなると思った。それが怖こわかった。下手をすれば、私は「小松渚」になってしまうと思った。

　その日から、私は少しずつ、渚を避けるようになってしまった。良心が痛んだ。私の最大限の努力は、渚を積極的にいじめないこと、それだけだった。

　渚は私に避けられていると悟ったのか、少しすると以前ほどには私のそばに寄らなくなった。

　一人で本を読んでいる姿を何なん度どか見かけたことがある。

　そして、渚は次し第だいに学校に来なくなり始め、二年の冬には完全に不登校になった。

　そこに至って、私はようやく事態の深刻さに気付いた。渚がどんな想おもいで私に話しかけていたのかも。

　私のせいだ。そう思った。渚は私の存在でギリギリを維い持じしていられたんだ。その私が、渚を避けてどうする。私は正義のヒーローに憧あこがれていたのではなかったのか？

　弱い者を助けるのが、ヒーローの役割だ。防ぼう波は堤てい？　甘っちょろい。

　渚を助けなくちゃ！

　渚の家に行って、「学校においでよ」、と渚に伝えた。

　渚は終始、悲かなしそうな目で私を見ていた。

「今、身体からだの調子が悪くて……、それだけだよ」

　私は渚の家に通った。学校のことや、他ほかにもくだらないこと、色んなことを話した。毎日、毎日、そうした。渚が私の話にちゃんと返事をくれるまで話した。そうやっているうちに、また、渚は少しずつ、笑うようになった。

　それだけじゃない。それだけじゃ足りない。

　私は決心した。

　そして、ある日の休み時間に、私は教きよう壇だんに仁に王おう立だちして、クラスメイト全員に、渚をいじめるのをやめようと言った。まるで学園ドラマの主人公みたいな青いセリフを並べ立てた。必死だった。頭の中では「私も小松渚になるかもしれない」という怯えが確かにあった。

　でも、私は一人じゃなかった。私の隣となりにはいつでもまっすんがいてくれた。まっすんが私を支えてくれた。

　みんなの反応は、正直、微妙だった。「何で、そんなこと言われなきゃいけないの？　悪いのは向こうじゃん」、そういう顔をしていた。

　そして、私は久しぶりにブチ切れた。

「せいッ！」

　私は叫んで、長い間、封印していた蹴けり技を繰り出した。我ながら見事な切れ味だった。

　私の右足は教きよう卓たくを吹き飛ばした。前まえのほうに座っていた奴やつらが、驚おどろいて立ち上がった。

「よし、分かった。今後、小こ松まつ渚なぎさについてとやかく言う奴がいたら、まず私が相手になる」

　ファイティング・ポーズをとって私は言った。大おお真面目まじめだった。

　クラス中がシーンと静しずまった。

　やべぇ、やっちゃったかな、と、私は思った。でも、引いちゃいけない場面だった。

　そして、くすくすと笑い声がした。

「やだ、ますみん」

　振り返ると、まっすんが口元に手を当てて、笑いを堪こらえていた。その仕し草ぐさをするということは、まっすんは爆笑を堪えているということだった。

　一いつ拍ぱく置いて、教室中が大爆笑に包まれた。

「ますみん、男らしい」「惚ほれた」「抱いてくれ！」

「え？　何？　どゆこと？」

　私は最終手段、捨て身の体当たり、という気持ちで臨んだのに、何な故ぜか笑われてしまった。

　しかし、それは、結果的にいい方向へ向いた。流れが変わった。

　だからって、すぐに渚が戻ってきて、みんなの中に溶け込めたかというと、そういうことではなかったのだけれど、それでも、私たちは渚を受け入れた。

「何であのとき、笑ったの？」

　少し経たってから、まっすんに訊きいたことがある。

「だって、あのままじゃ、今度は、ますみんが悪者にされちゃったでしょ？　あたしは、そうなってほしくなかった」

「……まっすん」

「でも、あれ、本当に可お笑かしかったよ？」

「え？　そう？　カッコいいじゃなくて？」

　まっすんは思い出し笑いをしながら、

「カッコよかったよ」と、言った。



　私はまっすんが大好きだった。まっすんも私のことを好きだと思ってた。私たちは親友だった。まっすんは私の自慢の幼おさななじみだった。

　私はいっぱい勉強して、まっすんと同じ高校に入学した。先生も親も、みんな、「無む謀ぼうなことはよせ」と私を止めたが、私は死に物狂いで勉強し、そして、本当にまっすんクラスの学校に合格してしまった。一番驚おどろいたのは、実は私だ。

「ずっと一緒だね」

　私は言った。

「うん」

　まっすんも頷うなずいてくれた。

　だから、ずっと続くはずだった。

　なのに、何の前まえ触ぶれもなく、私の日常はひっくり返された……。



　いつも通りに学校に行って、挨あい拶さつをした。

「おっはよー」

　でも、誰だれも返事をしてくれなかった。冗談なのかと思って笑ってみたけど、誰も反応しなかった。

「やだなぁ」

　ぽそりと呟つぶやいて、渚なぎさを見た。高校デビューというほどでもないけど、今までの自分と決別する意味もこめて、渚はメガネからコンタクトレンズに変わっていた。前まえよりも、色んなことに積極的に関かかわろうと努力している渚を私は知っていた。

「ねぇ、渚」

　声をかけても反応がなかった。

「ねぇ、渚ってば！」

　一瞬、私の中に浮かんだのは「小こ松まつ渚になる」という怯おびえだった。

「こんな冗談、面白くないよ」

　渚の肩を強く揺すった。

　でも、渚は全ぜん然ぜん反応しない。身体からだをガクガク揺すられているのに、平然とした顔でカバンからノートを取り出していた。

　何なの？　まるで、私が見えてないみたいじゃない。私は愕がく然ぜんとした。世界が色を失っていった。貧ひん血けつを起こしたみたいに頭がクラクラした。後ろに身体が持っていかれるような感覚。

「え、ちょっと……何？」

　とぼけたフリをしてそう言った声が、震えているのが自分でも分かった。私はその一言を発したきり、動けなくなってしまった。

　少しして、まっすんが登校してきた。私はそれだけで安あん堵どの溜ため息いきをついた。それで私はまっすんに自分の状況を伝えようと駆け寄って、でも、何も言えなかった。

「おはよう、ますみん」

　みんながまっすんをそう呼んでいるのに気付いたから。

　どういうことなのか分からなかった。

　私は縋すがるようにまっすんを見つめたけど、その視し線せんは、書き損じた数学の解答が消しゴムで消されるように、なかったことにされた。涙が出そうになって、それを堪こらえた。奥おく歯ばを強く噛かみしめた。

　私が涙を堪えていることに誰だれもが無関心だった。そのことに私は更に傷付いた。私が泣いても、泣かなくても、誰も気にしない。みんな笑っていた。

　私は誰にも気にされないというのに、震える身体からだを抱きかかえて、外に出た。誰かの前まえで泣かないように、涙を飲み込んで走った。

　教室を飛び出るときにわざと大きな音をさせてドアを閉めたはずなのに、誰もそれに気付かなかった。



　あの日から、まっすんが「ますみん」になって、私は用済みになった。

　じゃあ、私、誰？
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　図書室で、ますみんたちは演えん劇げきの台本をいくつか借りていった。

　図書室でも、みんなは騒がしくて、司し書しよさんに怒おこられていた。

　そのままの騒がしさで、みんなは帰途についた。

　自転車、徒歩、駅まで向かう子、バス待ち組。校門の前で各々の方面に分かれる。

　ますみんと渚なぎさはバス通学だから、表通りのバス停まで二人で並んで向かっていった。

　私はその後を追いかけていく。

　二人はさっき借りた演劇の台本を開いて、これが面白そうだ、この劇なら誰だれ々だれを主役にすると映える、などと話し合っている。

「渚、脚本やってみない？」

　ますみんが言った。

「え、あたし？」

「うん。この台本を元もとに、手を加えてさ。もちろん、あたしも手伝う。やってみなよ、渚」

「ダメダメ、あたし、そういうのやったことないし」

　渚なぎさはブンブンと手を振った。

「できるって！　渚ならできるよ、たぶん」

「たぶんって何？　いい加減だなぁ」

「いい加減なのだよ」

　あはは、と二人は笑った。

　ますみんも、渚も、笑っている。あの控ひかえめな二人が、いじめられっ子だった二人が、今ではクラスの中心にいて、みんなを引っ張ってる。

　それは私にはとても喜ばしいことのはずなのに、胸むねが、痛む。

　ちくちくと私を苛さいなむ。抜けない棘とげ。いつまでも治らない切り傷みたい。化か膿のうして、私を更に苦しめる。ネバネバした汚らしい膿うみが、私を腐らせる。私は醜みにくく爛ただれていく。

　私は後ろから、二人を睨にらんでいた。もし、視し線せんだけで人が殺せるなら、私は二人を殺してしまっていただろう。

　私はもう知ってしまっていた。いつの頃ころからだろう、気付いてしまっていた。

　私は、二人が楽しそうに話しているのを見て、二人の笑え顔がおを見て、とても、失望していた。

　同時に、失望している自分を意識して、私は愕がく然ぜんとした。気付いてはいけなかった事実に気付いたその瞬間、今まで信じてきたものが脆もろくも壊こわれてしまった。ガラガラと崩れ去る音が私の心の中に空うつろに響いた。私は最低な人間だった。

　私は、「野の田だ増ます美み」が、「小こ松まつ渚」が、もう可哀かわい想そうな子供じゃなくなっていたことに落らく胆たんしていた。

　はっきりと分かった。私は、彼女たちが不幸な少女であることに、優越感を抱いていたんだ。私は卑ひ劣れつで、卑ひ怯きよう者ものだ。

　私は絶対に安全な立場から手を差し伸のべることに、快感を覚えていただけだった。だから、自分の安全な立場が壊れるような場合には、安あん易いなことはしなかった。私は考えなしに行動していたわけじゃない。私はすごく計算高かった。

　そしてその上で、私は、彼女たちの悲かなしむ顔に救われていた。彼女たちを憐あわれみ、同情することで私は安らぎを覚えていた。相手は誰だれでもよかった。可哀想な子であれば誰でも。

　その子に向かって優やさしい言こと葉ばをかけるときだけ、私は心が満たされていた。なんて汚らしい。

　そう思うと、とても悲しくて、自分が憎らしかった。許ゆるせなかった。そしてその苛いら立だちは、楽しそうに振舞うあいつらに向けられた。

　でも、だからって何かができるわけじゃなかった。こんなふうに、後をつけて、睨んだところで何が変わる？　何も変わりはしない。惨みじめになるだけだ。知っているのに、でも、やめられなかった。

　私のこの境きよう遇ぐうは当然の報むくいなのだろうか。

　今や誰だれも私に声をかけてくれない。誰も、私を見ようとしない。私は存在していない。

　何をしても、何を言っても誰にも何も伝わらない。

　不ふ思し議ぎなことに、誰も私が存在しないことに疑問を持っていなかった。

　名簿にも私の名前はない。

　いや、あるか。安あ住ずみ真ま澄すみはちゃんと存在している。私じゃないだけだ。

　消えたのは野の田だ増ます美みだ。じゃあ、私が野田増美なのかな。

　風が吹いて、木々が揺れた。夕日の朱あかに染まった低い雲が流れていく。

　人々は優やさしく、その顔には充足感がある。何も欠かけていない。私がいないというのに。

　安住真澄と小こ松まつ渚なぎさはバスに乗り込んだ。

　私は乗らなかった。

『発車します。吊つり革、手すりにお掴つかまりください』

　運転手さんの声がして、私の目の前まえで扉とびらが閉まった。

　ゆっくりとバスが動き出し、そして、小さくなっていく。

　やがて見えなくなった。

　私はしばらく誰もいなくなった視界の先を眺ながめていた。



　私はどうしてしまったのだろうか？

　私は実は既すでに死んでいて、幽ゆう霊れいなのだろうか？

　それとも、私は眠っていて、これは悪あく夢むなのだろうか？　だったら早く覚めてほしい。

　私はトボトボと歩いた。時間なんて気にしなくていい。帰る場所もない。私の家には、私じゃない「私」がいるから、私の居場所はない。

　野田の家は、初はじめから何もなかったみたいに更さら地ちになっている。草がぼうぼうで、「売地」のプレートが貼はられているだけだ。

　行くあてもなく、川沿いの土ど手てを私はゆっくり進む。

　遠くのほうに高いビルが見えるけど、それは見えるだけで、行こうとしたら、結構、遠い。別に行きたいとも思わない。町を半分に分けるように流れている川の向こう側の景色だ。

　こちら側は、古くからある家々が怯おびえるように身体からだを縮こまらせているばかりだった。それはかつての野田増美や小松渚を彷ほう彿ふつとさせる。

　錆さびたトタン屋根が鈍にぶい光を放っている。すっかり錆び付いたポール。花のない植木鉢。洗せん濯たくばさみだけが紐ひもにぶら下がっている。板戸にセミの抜け殻がとまっていた。

「あ」

　不ふ意いに、私は一歩を踏み外した。膝ひざがかくんと折れた。手をつこうとしたけど、土ど手ての斜面は低く、私は下へ転がり落ちていった。

　でも、本当は止まろうと思えば止まれた。ただ、肝心な気力がなかった。土手の斜面は平たいらじゃなくて、石があったり、ゴミが捨ててあったりして、それが身体からだのあちこちにぶつかった。でも、別に痛くなかった。

　無ぶ様ざまに土手の下まで転がって、そこで静止した。

　右側を下にして横たわっている状態から、私は身体をねじって、大の字になった。泣きそうになった。でも、口からは笑い声が漏れ出した。

「く、う、ぅ、くぅ……」

　歯を食いしばって、私は笑った。



　どれだけそうしていたのか。ようやく落ち着いてきて、起き上がる。草を掴つかんで、引っこ抜いた。パッと放ほうる。パラパラと風に舞った。見れば、指を切っていた。ぷく、と血が盛り上がり、つ、と流れる。

　くだらないと思った。

「くだらない」

　口に出してみた。別に何も変わらない。言ってみただけだ。

　不ふ法ほう投とう棄きされた冷蔵庫、盗まれて捨てられた自転車、放置されたマネキン、車のタイヤ、コンビニの袋、ペットボトル、濡ぬれてふやけた雑誌……。

　こういうゴミは、夏祭りの前まえにボランティアで回収に回るのだ。もちろん、中には業ぎよう者しやに頼まないといけないようなゴミも多い。自転車もそうだけど、廃車は盗とう難なん車しやかもしれない。

　私はそういう地域のボランティアにも積極的に参加するいい子だった。でもあんなの、いい子だねって褒ほめてもらいたかっただけだ。

　立ち上がってみると、遠くのほうに人の姿が見えた。

　どうやらホームレスの人らしかった。

　私はそちらに歩いていった。近付いてみると、それは金髪のホームレスだった。外国の人なのか。ボロボロの赤と黒のボーダー柄のセーターに、ジーンズを穿はいている。そういうファッションなのだ、と言われればそうも見える。

　何をしているのだろう？

　彼はフラフラと力なげに蹲うずくまっていた。

　私は距離を取りながらも、もう少し見える位置まで近付いていった。

　そのホームレスの手には柄えが腐って折れたシャベルが握られていた。地面に突き刺す。ガチン、ガチンと、金属が石に当たる音が響いた。

　その傍かたわらには、ぼろ布が無む造ぞう作さに積まれていた。いや、ぼろ布に見えたけど、よく見ればそれは布ではなかった。

　猫だった。乾燥して毛け羽ばだっている。どう見ても死しんでいた。首が、切断されている。

　彼は何をしているのだろう？　彼が殺したのか？

　ガチン、ガチンと音をさせながら、彼は穴を掘り、それから猫をその中に納めた。まるで、大切な宝物を埋うめるみたいな手付きだった。でも、もうそれに未練がないようにも見える。

　ふと、彼の影かげが揺れた。

　いや、影じゃなかった。

　彼の後ろに人が二人立っている。

　全ぜん然ぜん気付かなかった。いつの間に？　それともずっといた？

　二人は影と間違えても仕方ないような格かつ好こうをしていた。男の人と女の子だ。

　男の人のほうは黒いシャツに黒いジーンズを合わせている。黒くろ髪かみを散らせた肌はだの浅あさ黒ぐろい男の人だった。腕うでを組んだ状態から右腕だけ持ち上げて、顎あごの下をさすっている。人ひと差さし指ゆびに大きなドクロの指ゆび輪わをしていた。

　その隣となりに立つ女の子も、黒いワンピースに身を包んでいる。スラリと細い脚は、黒いニーソックスで覆おおわれていた。服のコーディネイトは黒一色で統一されているものの、女の子の肌は、信じられないくらい白かった。髪は銀色で、妙な髪形をしている。

　全体はショートでまとめられているのに、左側だけ伸のばされて、そこを三つ編みにしていた。そこに黒いリボンを巻き付けている。

　三人で猫を埋めていた。何だか妙な光景だった。

　つまりあの黒い服は喪も服ふくということなのだろうか？　これはお葬式なのか？

　不ふ意いに、女の子が顔を上げた。私を見た。

　まさか、私は誰だれにも見えない。

　でも、女の子は私から目をそらさなかった。どこまでも深い井戸のような、暗い暗い瞳ひとみ。

　でも、何だか、とても悲かなしそうな目だった。

　私は突然、いたたまれなくなって、逃げるようにその場を後にした。

　何な故ぜだか、彼らに埋められる猫を羨うらやましく思った。
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　走れば息が切れる。それは私が見えていてもいなくても変わらない。

　全ぜん力りよく疾しつ走そうすれば疲れもする。

　どこまで走ったのか、私は立ち止まって、呼吸を整えるために、膝ひざに手をついた。呼吸を繰り返す。

　あの猫は、彼らが殺したのだろうか？　自分たちで殺して、それを埋うめている？　そういうこともあるかもしれないけれど、彼らが殺しているようには思えなかった。

　だとしたら、猫は誰だれに殺されてしまったんだろう？

　子供の仕し業わざだろうか？　いつもは真面目まじめそうな顔をした男の子で、愛あい想そうもよくて、近所でも学校でも評判のいい、そんな男の子がやったのだろうか？

　それとも、暴ぼう力りよく的な喋しやべり方で人を威圧することが自分のステータスを証明してくれるとでも思っている不良たちが取り囲んでやったのだろうか？

　上司にも同僚にもバカにされて、奥さんや子供にも愛想を尽つかされたお父さんの仕業？

　働いても満足な稼ぎにならない派は遣けん社しや員いんの女の人が苛いら立だたしさからやってしまうのだろうか？　日々の暮らしから充足感を得られない主婦が真夜中にそっと猫を殺してる？

　どれもあり得るような気がする。どの答えを選んでも正せい解かいに思える。

　もう少しで太たい陽ようはビルとビルの合間に沈んでしまう。闇やみの部分が少しずつ空の面積を埋めていく。

　私は再び土ど手て沿いを歩き始めた。行くあてはない。

　時々、斜面を下りたり、上ったりする。ずっと下流まで行けば海に出る。そこもどうせ、ゴミがいっぱい浮かんでいるに違いない。

　少し前まえから砂じや利り道みちが続いている。ぎゅり、ぎゅりと小石が靴くつの下で悲鳴を上げる。

　そのとき何か聞こえた。立ち止まる。いや、聞こえない。

　気のせいかと思って先に進んで、やっぱり何か聞こえた。

　もう一度立ち止まり、耳を澄ます。色々な雑ざつ音おんを一つずつ除外していく。私は目を閉じた。

　それは鳴き声だった。猫の鳴き声がした。ほとんど風にかすれるくらいの小さな鳴き声だった。

　風と、波と、虫の声。草の葉がこすれ合い、遠くから車のエンジンの唸うなりが聞こえる。その中に混じって、弱々しい猫の鳴き声が届いた。

　私はそちらのほうへ足を向けた。

　背せ丈たけの高い草はすっぽりと私を飲み込んでしまう。それでも声のするほうに向かって、草をかき分けながら足を進めた。

　果たして、下草の伸のびた中に、ふやけた段ボール箱があるのを見付けた。鳴き声はその中からする。

　私はそっと中を覗のぞき込んでみる。

　三匹の子猫が蹲うずくまっていた。そのうち、二匹は丸まって眠っている。ブチのある汚い子猫が、みーみーと鳴いていた。

　私はしゃがんでその猫を見つめた。猫は震えるように右の前足を箱にひっかける。ふやけた段ボールが歪ゆがんだ。

　知らずに声が出た。

「可哀かわい想そうに。捨てられたんだね」

　自分で思っていたよりもずっとずっと優やさしい声だった。

　箱の中にいたのは、生まれてそれほど経たっていないであろう、小さな猫だった。

　飼えないと分かり、引き取り手もいなかったのだろう。こんなところに捨てたら誰だれも気付かないし、たとえそのまま朽ち果てても飼い主の目に晒さらされないから、心も痛まない。心ない誰かが首を切断して殺したって……。

　そんなイヤラシイ魂こん胆たんが透けて見えた。この子猫たちは醜みにくい人間たちの犠牲になったのだ。

　私は薄うす目めを開いてみーみーと鳴く子猫を撫なでてあげる。少し毛け羽ば立っていて、上じよう手ずに撫でてあげられなかった。右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびの切り傷が、少し熱い。

「ごめんね。拾ひろってあげられないの」

　血管が透けて見える薄い耳たぶを優しくこする。猫は身をよじった。

　誰にも気付かれずに捨てられているこの子猫たちは、まるで私のようだ、と思った。

　こんなふうに精せい一いつ杯ぱい鳴いたところで、誰にも気にしてもらえない。世界の端っこで消えてしまうのを待ってるだけ。

　私は悲かなしさとともに怒りを覚えた。それがぐつぐつと私の身体からだの中を煮立たせる。

「ねぇ、お前たちは捨てた飼い主を憎いと思う？　仕返ししてやりたいと思う？」

　子猫はみーと小さな声で鳴いた。

　それが肯こう定ていを意味していたのか、それとも否ひ定ていを意味していたのか、私には分からない。

　でも、薄く開いたグレーの瞳ひとみは飼い主への恨みを抱いているようには見えなかった。

　何だか取り残されたような寂さびしい気持ちに駆られる。

「そっか、お前は何も知らないんだ。誰かを恨んだり、羨うらやんだり」

　どのくらいの間、この子猫たちはここにいたんだろう。

　段ボールは、水分を吸ってぼろぼろになっている。

　食べ物を持っていたら、分けてあげたいところだったけれど、生憎あいにく、持ち合わせがなかった。

　もし、私がこの子たちに食べ物をあげたりしたら、それはどのように映うつるのだろうと少し想像してみる。何せ、私の姿は見えないのだ。空から降ふってきた神からの恵みみたいに見えるのだろうか。

　ふと、思い付く。それは残酷な思い付きだった。この子たちを助けてあげられないのなら、殺してしまえばいいのではないだろうか？

　背せ筋すじが寒くなる。私は何を考えているのだろう。

　でも、子猫はあまりにも弱々しくて、少し力を込めたら、簡単に首など折れてしまいそうだった。背の高い夏草をへし折るのと大差ないと思われた。荒こう涼りようとした気持ちが砂さ塵じんを払うように通り過ぎていく。

　私はぎゅっと力を入れて、猫の頭を撫なでた。

　みーと鳴いて、ブチの猫は蹲うずくまった。

　私は立ち上がった。猫は殺さなかった。私には殺せなかった。そうしようとしても、今の私には、どうせできないことだ。

　少し遠くまで来過ぎていた。帰ろうと思った。

　でも、どこに？　帰る場所なんて、もう、どこにもない。私は適当に雨露をしのげる場所で寝泊まりしていた。お父さんにもお母さんにも会っていない。家に帰ったら、そこには私じゃない安あ住ずみ真ま澄すみがいるし……。

　鉄板の断だん片ぺん、曲がったパイプ、錆さびた銅どう板ばん、鍋なべ、自転車、テレビ、マネキン、机、壊こわれた棚たな、割れたガラス、おもちゃのクレーン車。それらはどこまでも冷たく、顔色の悪い、未来を失ったモノたちで、そしてどれも私だ。

　薄うす暗ぐらい。日が暮れていく。

　絡からみ付く長い髪の毛を引っ張ってみる。放ほうっておいたらすっかり伸のびてしまった。昔の小こ松まつ渚なぎさみたいだ。

　顔をばっさりと覆おおうようにしてやると、視界が真っ暗になった。こんなふうに簡単に世界が消えてしまえばいいのに。

　髪の毛をいじくっていると、歌を思い出した。それは、まっすんが好きだった歌だ。よく口ずさんでいた。「君は天使のように美しくて、でも僕ぼくは地面を這はう虫けらだった」と繰り返すイギリスのバンドの歌だ。どうしてだか唐とう突とつに思い出した。

　そう言えば、まっすんが安住真澄になってからは聴いていないな。

　あの子猫に歌って聴かせるように、そっと口ずさむ。

　咽の喉どがかすれて上う手まく歌えなかった。

　断片に千ち切ぎれて、風の中に消えていった。
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　不ふ意いに。

「ヘタクソな歌」

　私は驚おどろいて、髪をかき上げる。

「ぇ……？」

　どういうことなのだろう？

　目の前まえに安あ住ずみ真ま澄すみが立っていた。長い髪を左側に集めて、束ねている。学校指定のシャツじゃなくて、薄うすピンク色のポロシャツを着ていた。短いスカート、白いハイソックス。

　今の言こと葉ばは彼女が発したものとしか思えなかった。彼女は私を見ていた。しっかりと。

「……ど、どうして？」

　どういうことなのか、私には分からない。やっぱり夢ゆめなのかと思った。

　それなのに安住真澄は、すべて了解済みの上で、私が混乱しているのを楽しんでいるような声で囁ささやく。

「どうして見えるのか、って？」

　瞬間、ゾクリとした。鳥とり肌はだが立った。ああ、そういうことか、と思った。安住真澄にはずっと見えていたんだ。私のこと、ずっと知っていたんだ。

　安住真澄はにっこりと笑った。そしてまるで嘲あざけるような調子で言った。

「手、怪け我がしてるよ？」

　急に右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびがひりひりした。

　私は顔を上げて、安住真澄の瞳ひとみを見み据すえる。暮れ行く西にし日びの炎に照らされて、彼女の輪りん郭かくがぼんやりとかすんで見えた。

　私は上う手まく言葉を見つけることができずにただ佇たたずんでいた。目の前にいる安住真澄を責める一言も出てこなかった。誰だれかと言葉を交わしたことによる喜びも、上じよう手ずに受け入れることができなかった。

　私は震えていた。それは恐怖にも近かった。

　そこにいる彼女が、私のよく知る彼女とは違う誰かに見えた。

「惨みじめだね、ますみん」

　と、安住真澄は言った。

　その声はとても優やさしくて、酷ひどく恐ろしかった。

「みっともないわね、ますみん。あぁ、なんて可哀かわい想そうなますみん」

　何の抑よく揚ようもなく安住真澄は言葉を並べる。でも表情だけはマリア様のように穏おだやかな笑えみを浮かべている。

　ごくりと唾だ液えきを飲み込む音がやけに大きく響いた。

「……あんた、ずっと見えてたの？」

　安住真澄は笑みを消して、冷たい双そう眸ぼうで私を見返す。私は一歩も動けなかった。安住真澄は私の問いに答えない。答えないことが雄弁にすべてを物語っているようにも思えた。

「どんな気持ち？」

　答えないかわりに、彼女は私に問いを発した。冷ややかな瞳は、ほとんど私を睨にらんでいるようだった。

「……何が？」

　私はできるだけ気丈に、そしてはっきりと安あ住ずみ真ま澄すみに訊きき返す。そうしないと立っていられなかった。

「独ひとりぼっちになって、どんな気持ちがする？」

　それはまるで、鋭えい利りな刃物のような感触だった。ぶっすりと私の胸むねに突き刺さり、心しん臓ぞうを抉えぐる。鮮血が滴したたった。

　呼吸が乱れる。私は怖こわかった。足あし元もとが覚おぼ束つかない。誰だれかに支えてもらいたい。私はぎゅっと手を握り締めて、ただひたすら堪こらえた。

「誰にも気にかけられないって、どう？　どんな気持ちか、あたしに教えてよ」

　安住真澄が一歩、私のほうに詰め寄る。

　私は一歩、後ろに足を引く。手の中の汗あせがぬるりとする。こねくる挽ひき肉から染み出す脂みたいだった。

「大好きな友達に、一言も返事をもらえないって、どんな気持ち？　みんなを愛あいしているのに、それに応こたえてもらえないって、ねぇ、どんな感じがする？　寂さびしいの？　悔しいの？　ねぇ、ますみん、それを言こと葉ばにできる？　あなたの感情を何か言葉にすることができる？」

「あ……あんた、何なのッ！　どういうつもりッ！　何なの、これ！」

　安住真澄の大きな瞳ひとみには、傾かたむいていく夕日の色が暗く映うつし出されている。

　安住真澄は束ねた髪の毛を撫なでて、勿もつ体たい付けるように下ろした。少し視し線せんを俯うつむかせ、足元に落ちているコンビニの袋を見つめる。

　その表情は、笑っているようにも見えたけれど、怒おこっているようでもあった。安住真澄は、右足でコンビニの袋を蹴けった。袋の中からお弁当の容器が飛び出した。

「あたし、あたし、ずっとますみんが羨うらやましかった。羨ましかったの。いつも笑え顔がおで、元気がよくて、誰からも好かれているますみんが心の底から羨ましくて、そしてすごく……」

　安住真澄が顔を上げる。斜陽に照らされたその顔はオレンジ色に染まり、とても美しく、そして私は堪たまらなく恐ろしかった。

「あたし、お父さんに犯されてたの」

　安住真澄は――、いや、まっすんは言った。

　私は息を呑のんだ。

　まっすんのお父さんの顔を思い出そうとして、でも、上じよう手ずにできなかった。

「知らなかったでしょ？」

　私は少しも返事ができなかった。頭が真っ白になった。

「あたし、ずっと苦しかった。誰かに……、ますみんに助けてほしかった」

　私は苦しんでいたまっすんを知らない。知らなかった。

「なのに、渚なぎさちゃんがいじめられてるときは、ちゃんと助けてあげて、ずるいな」

　まっすんがまた一歩、私に詰め寄る。

「みんなみんなずるい。勉強のときはあたしに頼るくせに」

　身体からだが痺しびれる。ぴりぴりした。暑あついような、寒いような。血が巡っていない。

　まっすんはにっこり笑った。

「ねえ、ますみん。教えてよ。どんな気持ちがするの？」

　耐え切れずに私は一歩、さがる。

「孤こ独どく？」

　彼女は、孤独、という言こと葉ばをとても大事そうに口にした。

「ますみん、答えてよ」

「……ぁ」

　まっすんが一歩、私との距離を詰める。

　私は我慢できずに、同じ距離をさがる。

「裏切られた気分は、どう？」

　まっすんが迫る。

　怖こわい。トン。背中に廃車の感触を感じた。聳そびえるスクラップの山。すべてが暗く大きく、私を取り囲み、逃げ場がない。

　そっと腕うでが伸のびてくる。

　私は逃げなければと思ったのに、そう思えば思うほど、身体の自由が奪われていった。私は身動き一つできず、息を呑のんでまっすんを見つめた。

　まっすんも私を見つめていた。まっすんのぷっくりとした指が伸びてきて、私の頬ほおを撫なでた。柔らかくて、そして温あたたかかった。

　まっすんは一度目を伏せ、それから、口を開いた。ゆっくりと慈いつくしむように言葉を放った。

「あたし、ますみんが初はじめての友達だった。すごく嬉うれしかった。あの頃ころは全ぜん然ぜん、知識とかもなくて、でも、お父さんとああいうことしているのはいけないことだって分かってた。誰だれにも言うなって言われてたし。あたしはすごく苦しかった。あたしは色んなものが怖くて、怯おびえてて誰ともちゃんと話せなかった。ああいうことしてる間、あたしはいつも息を殺してた。声が漏れちゃいけないから。あたしは……、あたしはずっと息を殺していて、独ひとりぼっちだった。だから、ますみんと友達になれて、すごく嬉しかった。ますみんがあたしを助けてくれたと思った。だからあたしは、ますみんがあたしを助けてくれたように、一生懸命、ますみんを助けようとした。なのに、ますみんはときどき、あたしを蔑ないがしろにする。ますみんはちょっと鈍感。あたしは、ますみんにそばにいてほしいのに、そういうの無視するんだもん。でも、あたし、我慢してきたでしょ？　ますみんの喜ぶ顔が見たくて色々、助けてあげたでしょ？　あたし、本当は、ますみんだけでよかったのに。あたしは、あたしがますみんを好きなように、ますみんにも好かれてたかっただけなのに。ねぇ、ますみん。あたしがいつもこんなふうに思っていたの、知ってた？　知らないか」

　まっすんはそこで溜ため息いきにも似たものを吐はき出し、微笑した。

「じゃあ、渚なぎさちゃんがいじめられてて、ますみんが自分の力では何もできないんだって知ってしまって、そのことに絶望している間、あたしがどんなことを考えていたか、ますみんに分かる？　あたしはね、ますみんがこのまま、諦あきらめてしまえばいいのにって思ってたよ。そう望んでいたの。無力を噛かみ締めるますみんの顔、あたし、大好き。そのまま、ますみんが、あたしのほうに戻ってきてくれれば、あたしはいっぱいますみんを慰めてあげたのに……、なのに台なし」

「……」

「ねぇ、ますみん。あなたは今、誰だれにも相手にされず、一体、どんな気持ちがするの？」

「……」

「ねぇ、寂さびしいって言ってよ。とても寂しいって。寂しくて寂しくて堪たまらないって」

　私は何も答えられなかった。

　まっすんは私の髪を指に絡からめ、それからもう一度、私の頬ほおを撫なでた。

「ねぇ、あたしたち、友達でしょ？」

　そうして私を抱きしめる。彼女の体温が私の中にそっと流れてきた。まっすんの束ねた長い髪の毛の先が私の首くび筋すじをくすぐる。すべてが懐なつかしかった。

　まっすんが鼻はなを啜すする。頬が触ふれ合った。

「あたし、知ってるよ」

　彼女は私の耳元で優やさしく囁ささやく。

「ますみんが、あたしや渚ちゃんをどんな目で見ていたのか」

　まっすんの言こと葉ばにドキリとした。身体からだが震える。

「ますみんは正義感が強いから、弱い者いじめを許ゆるせない、なんて」

　口の中が渇く。何か言おうとして、何一つ言葉を思い出せなかった。

「違うよね？」

　まっすんの言葉が一枚ずつ私の仮面を剥はいでいく。見み透すかされてる。

　お願い、言わないで……。

「ますみんはあたしたちを――」

「いやぁああああああああああああああああああああ！」

　私は瞬間的にまっすんの首を絞めていた。それ以上、まっすんに喋しやべり続けさせたくなかった。ぎりぎりと力を込める。

「うるさいッ！　黙だまれッ！」

　思わず暴ぼう力りよく的な言こと葉ばが漏れた。でも、一度口にしたら止められなくなった。

「何なのッ！　あんた何なのよッ！」

　思いっきり爪つめを立ててまっすんの首を絞める。皮ひ膚ふが破れて血が滲にじんだ。

　気持ち悪いことに、まっすんは笑っていた。

「何なのッ！　何なのッ！　何なのッ！」

　私は叫んでいた。お腹なかの中にずっと溜ためていたものが溢あふれてしまった。

「何なの、あんたッ！　何で、あんたが私なのッ！　気持ち悪いッ！　どうして私がこんなことになってるのッ！　みんなで口くち裏うらを合わせてハメてるの!?　許ゆるさない！　絶対許さない！　死しね！　死ねよッ!!」

　渾こん身しんの力を込める。全体重をかけて、倒す。私は馬乗りになった。まっすんは笑ってる。私は拳こぶしを握ってまっすんの顔面に叩たたき込んだ。痛い。女の子の顔を殴るのは初はじめてだった。まっすんは鼻血を流した。まだ笑ってる。気持ち悪い。もう一度殴る。ねっとりとしたチョコレートのような血が私の手にこびりついた。殴る。ビジャッ。殴る。ビジャッ。まっすんは笑ってる。

「何なのッ！」

　私は大きく右みぎ手てを振り上げて、

「ちょいとたんま」

　そこで、腕うでを押さえられた。
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　ビクッとして振り返る。

　男の人と目が合った。

　いつの間に？　逆上していた私は全ぜん然ぜん人の気配に気付かなかった。見られてはいけないところを見られてしまった。血の気が引いた。

「ぁ、こ、これは……」

　説明のしようがなかった。私はまっすんに馬乗りになってその顔を殴っていたのだ。弁解の余地はない。

　すると、男の人は言った。

「手、痛いだろ？」

　大げさに眉まゆをひそめてみせる。まるで自分の手が痛いかのように。

「そんなの殴ってたら君の手が先にいかれてしまうよ？」

　そんなのって……。

「ぇ……？」

　見れば、私が殴っていたのはマネキンだった。血は私の右みぎ手ての皮が剥むけて滲にじんだものだった。

「何、これ？」

　もう一度、男の人へ目を向ける。

　黒いシャツ、黒いジーンズ。黒くろ髪かみを散らせた、肌はだの浅あさ黒ぐろい男の人、さっきの人だ。薄うすく笑えみを浮かべていた。

　一体、いつの間に……、いや、そんなことはどうでもいい。

「あの、私が、見えるの？」

「あぁ、もちろん」

　黒くろ尽ずくめの男の人は頷うなずく。そして言った。

「君は物を見るメカニズムというものを知っているかい？　眼がん球きゆうは光の刺激として情報を受け取り、網もう膜まく上でそれを信号に変える。その信号は視し神しん経けいを通じて大だい脳のうへ送られ視覚として認知されるんだ。人間の視野は正常の状態だと、上方に六十度、下方に七十度、鼻はな側に六十度、耳側に七十度ある。これがある一点を見つめているときに同時に見て捉とらえることのできる範囲だ。君の場合――」

「お前はもう、黙だまってろ」

　土ど手ての上から女の子の声がした。甲かん高だかく、透明な声だった。

　そちらに目を向けると、さっきまで私と話をしていたはずのまっすんが立っていた。そしてその隣となりに、女の子が立っていた。黒いワンピースに黒いニーソックス。銀色の髪の毛は、今はオレンジ色が差している。

「……何なの、これ？」

　その場にいる誰だれにともなく訊たずねた。いや、疑問が勝手に零こぼれていた。

　女の子がつまらなそうに口を開いた。

「お前は呪のろわれているんだよ」

「呪い？」

「そう。野の田だ増ます美みと私たちは契約を交わしている」

　苦にが々にがしい口く調ちようで女の子は言った。

「……けい、やく？」

　私がその言こと葉ばを呟つぶやくと、黒尽くめの男の人が引き継いだ。

「あぁ。普通は、願いは一つと決まってるんだけどね、今回は一杯食わされてしまった」

「食わされたのはお前のせいだ、バカ野郎」

「弘こう法ぼうも筆ふでの誤あやまりだよ」

「何が弘法だ、バカ野郎」

「傷付く言い方するなよな。ガラス細工のように繊せん細さいなんだ、僕ぼくの心は」

「お前の心が繊細だって？　上空三千メートルから地上に落としても割れないよ、バカ野郎」

「はいはい、分かったよ。百歩譲って僕のせいで、いいよ」

「譲らなくてもお前のせいだ、バカ野郎」

　そのやりとりは、今の私にはあまりにも場違いに思えた。緊迫感の欠片かけらもない。

　私は、まったく、状況が掴つかめなかった。

　私はまっすんを見上げた。

　まっすんは、腕うでを組み、無表情で私を見下ろしている。

　私は怖こわくなって、目をそむけた。それから、男の人と女の子に向かって訊たずねた。

「何なんですか？　あなたたち、一体……」

　すると、黒くろ尽ずくめの男の人は嬉うれしそうに顔を歪ゆがませて、何な故ぜかポケットから名めい刺し入れを取り出すと、中から名刺を抜き出した。それをピンと指先で弾はじいて、私に差し出す。右みぎ手ての人指し指に嵌はめている大きなドクロの指ゆび輪わがギラリと光った。

「今後とも、どうぞ、ご贔ひい屓きに」

　名刺には、

「九きゆう探たん偵てい事じ務む所しよ？」

　そう書いてあった。そうとしか書いてなかった。私はそのまま声に出しただけだ。

　すると、すかさず、

「九いちじくだ。九いちじく探偵事務所。私の名前だ」

　少女が胸むねを張って言う。

「いち、じく……」

　なんで漢かん字じの「九」で「いちじく」と読むのか、私には分からなかった。

「ちなみに、僕の名前は漢字で『一』と書いて『にのまえ』。よろしくね」

　どうして『一』で『にのまえ』なのか、やっぱり分からなかった。

「探偵さん、なんですか？」

「いや、探偵と言えば探偵だけどね」

　一にのまえさんは煮え切らない言い方をした。そして、ドクロの指輪を嵌めた人ひと差さし指ゆびを立てて、私にグイと顔を寄せる。

「実はね、僕たちは悪魔なんだよ」

「お前はただのバカガラスだ」

　九いちじくちゃんは心底不愉快そうに吐はき捨てる。

　一にのまえさんは、九いちじくちゃんに向けて肩を竦すくめ、それから私に向き直った。

「にわかに信じられないのは無理からぬこと。でも、君の身には何かと不ふ可か解かいなことが起こっていたと思うけど？　普通では説明のつかないような」

　その通りだった。私の身に起こったことは、とても普通には理解しがたい。私の姿が誰だれの目にも映うつっていなくて、まっすんが、私になっていた。

「それが呪のろい？　どうして？」

「あたしがそう願ったの」

　まっすんが優やさしい声で言った。慈いつくしみながら殺あやめるような声だった。

「あたし、ますみんのこと大好きだよ？　だから、あたしは、ますみんになりたかった」

「僕ぼくたちは契約を結び、彼女の願いを叶かなえたんだ」

　一にのまえさんが言い、九いちじくちゃんが引き継ぐ。

「悪魔と契約を交わした者はその魂と引き換えに、願いを一つだけ叶えられる。そういう決まりだ。もっとも、野の田だ増ます美みの場合は一つに限らないことになってしまったがな。たまにいるんだ、こういう小こ賢ざかしい奴やつが」

　まっすんは、くすくすと押し殺すように笑った。その笑い方は悪魔を自称する二人よりもずっと悪魔めいて見えた。

「お父さんには死しにたくなるほどの苦痛を受けてもらってる。現在進行形で。すぐに殺したら、あたしの長年の恨みが晴れないでしょ？　野田増美も、もうこの世にはいない。あの子見てるとムカつくものね」

　私は頭がまともに働かずに、ズキズキする右みぎ手てを押さえていた。もしかしたら、骨も折れているかもしれない。そんなに強く相手を殴ろうとしていたんだ……。

「ねぇ、痛い？」

　まっすんが笑いながら私の右手を指差す。「あれが欲しい」と、親にねだるような素そ振ぶりだった。

「その痛み、取り除いてあげようか？」

　私は自分の右手に目をやった。少し腫はれ上がり、ずるずるに捲めくれた皮がべとべとと血で汚れていた。指先が凍えるような感じがした。震えている。

　痛みを取り除く、と言う意味が私には何となく分かっていた。

　私は顔を上げてまっすんを見つめた。野田増美は安あ住ずみ真ま澄すみになったのだから、もうこの世には存在しない。安住真澄の席も取られてしまったから、私は誰でもない。だから、私は誰にも見えなかったのかな。

　まっすんは、九いちじくちゃんに向かって言った。

「この世界から、ますみんを、安住真澄を完全に消し去って」

　冷たくて硬かたい声だった。

　九いちじくちゃんは、まっすんの顔をじっと見つめ、

「いいのか？　友達なんだろ？」

　そう確認する。事務的な口く調ちようだった。

　まっすんが答える。

「もういいの。あたし、新しく友達できたし。もういらない」

　身体からだの温度が急速に冷えていくのを感じた。

　何な故ぜか、妙に納得もできた。

　そんなものかもしれない、と思った。

　何が親友だろう。私は、まっすんの苦しみを全ぜん然ぜん理解してこなかった。私はヒーロー気取りでまっすんを助けてあげたけど、そんなのは、飼えもしない野の良ら猫ねこにエサをあげたようなものだったのかもしれない。渚なぎさを助けてあげたのだって同じだ。

　私はただ、自分が満たされたかっただけだ。自分よりも弱い存在を眺ながめて、優越感に浸ひたっていただけ。可哀かわい想そうな子って、見下してた。私が助けてあげるよ、って。

　助けてあげる？　だって、もう、その考え方がおかしいもん。見下してるじゃない。

　私は最低だ。

　でも、もう、どうでもいい。消えてしまうのなら、それもそれでいい。

　私のいない世界はどんなふうなものになるのだろう、と思って、すぐにさっきまで見ていた世界そのものだ、って分かった。くだらない世界だ。それは私が存在してもしなくても、どちらにせよくだらない。こんな世界、私もいらない。

　ふと、一にのまえさんが口を開いた。右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびを立てる。ドクロの指ゆび輪わが光る。

「こんな話がある。とある双子の姉妹の話だ。二人は生まれつき身体が繋つながっていた。妹は知恵遅れで体力がないが、美しかった。姉は醜みにくかったが、頭がよく、二人の身体の生命活動をコントロールしていたのも彼女のほうだった。妹は一見すれば健康的、姉は栄養を妹に取られてしまっていて痩やせ細っていた。天使のような妹はみんなに愛あいされていたが、醜い姉は誰だれにも同情されなかった。姉はいつも鬱うつ屈くつとした感情を胸むねに秘めて生きていた。数年後、栄養供給源である姉がとうとう死しにそうだと分かった。彼女が死ねば二人とも死ぬ。そこで手術をして二人を切り離した。手術のおかげで、姉は健康を取り戻した。彼女には元もと々もと、生きる力が備そなわっていたから、負担がなくなれば元もとの生命力を回復できたわけだ。彼女は本来の美しさを取り戻した。かつて、天使と呼ばれた妹とそっくりに。片や、生きる力を失った妹は痩せ細り、かつての姉とそっくりの姿で死んでいった」

「何の話？」

　まっすんが苛いら立だたしげに言った。高慢な喋しやべり方は美しくもあった。

「有名な漫画さ」

　一にのまえさんは肩を竦すくめた。

　九いちじくちゃんは、どこから取り出したのか、いかにもって感じの羊よう皮ひ紙しとナイフを手にしていた。ナイフの刃はを、まっすんに向けて、もう一度念を押した。

「本当にいいんだな？」

　まっすんは一度私を見て、それから頷うなずいた。既すでに心得ているらしくて、差し出されているナイフに親指の腹を押し付けた。

　私は一瞬、目を背けそうになったけど、耐えた。

　まっすんの指がほんのりと血で染まる。まっすんは、そのまま、羊よう皮ひ紙しに親指を押しつける。

　これが、悪魔の契約なんだ、と思った。

「契約が成立した」

　九いちじくちゃんが言った。

　何な故ぜか、悲かなしそうな顔をしていたのが印象に残った。

　私は固く目を瞑つむった。怪け我がをしている右みぎ手ての拳こぶしの上に左手を重ね、強く握った。心しん臓ぞうがバクバク鳴った。呼吸が速くなった。私が消える。私の存在がなくなる。それは死ぬと言うことだ。歯を食いしばった。痛くないといい。身体からだが震えた。怖こわかった。

　…………でも、何も起きなかった。私は震えながら、ゆっくりと目を開いた。

　そこには誰だれもいなかった。

　一にのまえさんも、九いちじくちゃんも、まっすんも……。

　まったく状況が理解できず、私は土ど手てを上がって周囲を見渡した。さっきの世界と連続しているように思われた。それとも、ここは死後の世界なのか？

　遠くから車の排気音が聞こえる。目を凝こらせば、遠く、人通りが見える。雨戸を閉めるガラガラという音がした。辺あたりは夕ゆう闇やみの中。影かげばかりが大きい。

　頭がはっきりしない。どうしていいのか分からず、とぼとぼと歩きだした。

　夢ゆめ、だったのか？　でも、右手の傷は相あい変かわらずズキズキする。

　さっきの子猫たちのところまで戻って来た。

　私は段ボールの中を覗のぞいた。



　　　＊＊＊



　ドガンッ！

　激しい破は壊かい音おんがして九いちじく探たん偵てい事じ務む所しよの扉とびらがぶち抜かれた。ガラスは飛び散り、木枠はささくれ立っている。

「あーあーやってくれたなぁ、あまりあ」

　一にのまえは、扉を開けた主を見み遣やってのんきな声で言った。

　しかし、あまりあと呼ばれた彼女は歯し牙がにも掛けず、不ふ遜そんな態たい度どで立っている。

　彼女は、ぴったりとしたライダー・スーツに身を包んでいるので、身体のラインがはっきりと浮き出ていた。しなやかな脚、腰こしの位置が高く、くびれている。形のいい胸むね。ミック・ジャガーと付き合っていた頃ころのアリアンヌ・フェイスフルを彷ほう彿ふつとさせる顔立ちをしていた。白い肌はだ、ふんわりとした金こん色じきの髪、気だるげな瞳ひとみ。その立ち姿は、ハリウッド女優にも見劣りしない貫かん禄ろくがあった。

　あまりあは、キョロキョロと辺あたりを見回す。金髪の毛先が跳ねた。

「あたしの可愛かわいい九いちじくちゃんはどこよ？」

「あぁ、それならここに」

　と言って、一にのまえが指差す先には、あれ？　九いちじくの姿はなかった。

「いや、今、ここに」

　言いながら一にのまえが振り返る。グイと胸むな倉ぐらを掴つかまれた。

「やめ、はな、くるし」

「隠かくしてんなら死なすよ？」

「いやいやいや、待てよ。隠してないよ」

「じゃあ、マイ・プリティー九いちじくちゃんはどこかしら？」

　あまりあは、グイと乗り出してくる。

「あんまり見つめるなよ。照れるだろ？」

「サックリ死なすよ？」

「ハハハ、冗談に聞こえないなぁ」

　一にのまえは笑う。

「それって、冗談に聞こえたってこと？」

　ギリギリとあまりあは締め上げる力を強めた。

「ギブ、ギブギブ。死しぬ、死んでしまふ」

　浅あさ黒ぐろい一にのまえの顔色は、今や紫色になっていた。

「カラスの一羽や二羽、死んだところで誰だれも困らないわ」

「酷ひどい」

「死にたくなければ、あたしと九いちじくちゃんの逢おう瀬せのひとときを邪じや魔ましないことね。で、どう？　思い出した？」

　にっこりとあまりあは微笑ほほえむ。これが最後の勧かん告こくよ、という笑え顔がおだった。

「か、仮か眠みん室しつかな」

　あまりあは、一にのまえをくずゴミのようにポイと捨て、仮眠室に向かう。ドアノブに手をかけ、ガチャン。開かない。それは拒絶を示す音だった。鍵かぎはついていないので、中からドアを押さえているのだ。

「いっちじっくちゃーん」

　笑顔であまりあは言い、

「ふんッ！」

「ひあ」

　あっけなくドアは開いた。

　九いちじくは一にのまえを睨にらむ。

　あまりあは、九いちじくを抱きしめた。

「やめろ！　放せ！」

　構わずに、あまりあは九いちじくの頬ほおに自分の頬をすりよせた。

「九いちじくちゃん、お肌はだスベスベぇ」

「寄るな、ヘンタイ！　触るな、やめ、どこ、さわ、ひやん」

「い、九いちじくちゃん、ハァハァ」

「やめろ！　おい、バカガラス、助けろ！」

「いや、これはこれで」

　一にのまえは、妙に真面目まじめくさった顔を作ってあまりあに襲おそわれる九いちじくを眺ながめていた。腕うでを組んだ状態から、右腕だけあげて、顎あごの下に親指と人ひと差さし指ゆびを添えている。

「あ……、あの」

　そこで、ふと、声がかかった。

　一にのまえはその声のほうに振り向く。開けっ放しにされた扉とびら――というか壊こわされているんだけど、の向こうに、少女が立っていた。髪がボサボサだったので、すぐには分からなかったが、それは、安あ住ずみ真ま澄すみだった。いや、正せい確かくにはかつて安住真澄だった少女だ。今はもう、名前のないただの少女になってしまった彼女だ。

「おや、これはこれは、一週間ぶり」

　一にのまえが言った。気さくな口く調ちようだった。

　その声に気付いた九いちじくは、あまりあを跳ねのけた。

「何しに来た？」

　九いちじくは、鋭するどく言った。

　少女は、顔を俯うつむかせていた。頻しきりに右みぎ手ての甲を撫なでている。

「河か川せん敷じきのとこでブラブラしてたから連れてきたのよ」

　あまりあが、少女の代わりに答えた。

「契約をしたいんだって」

　九いちじくと一にのまえは、少女を見つめる。あまりあは、さりげなく、九いちじくの背後に立って、その背中に覆おおいかぶさった。

「はふーん。いい匂におい」

　グイと九いちじくは、あまりあの顔を押し戻す。

　少女は一度、顔を上げ、口を開きかけたが、しかし、何も言えずに、また俯いてしまった。

　九いちじくは、その様子を見て、うんざりしたように溜ため息いきをついた。

「お前は、悪魔との契約がどういうものか知っているのか？」

　顔を俯うつむかせたまま、少女はぼそぼそと言った。

「……まっすんのを見ました。井いの上うえさんにも、説明してもらいました」

「井上？」

　九いちじくが首を捻ひねる。銀色の三つ編みがぽろんと零こぼれ、黒いリボンが揺れた。

　一にのまえが、何だ知らないのか、という調子で答えた。

「あまりあの人間名だよ。井上まりあ。『い』の上は『あ』だろ？　まるでクリスチャンみたいだね」

　少女は、ゆっくりと続けた。

「あ、悪魔と契約したら、死後に、魂を取られる。魂は地獄に落ち、永遠に救いを得ることができない」

「その通りだ。だったら分かるだろ？　悪いことは言わない。悪魔との契約なんてやめておけ。碌ろくなことにはならない」

　九いちじくは投げやりに言った。

「今のは問題発言だろ」

　一にのまえが九いちじくを指差す。ドクロの指ゆび輪わが鈍にぶく光った。

　九いちじくは、左手の中指を突き立てた。

　一にのまえは大げさに肩を竦すくめる。

「あのとき！」

　唐とう突とつに少女は言って、顔を上げた。頬ほおが汚れている。目から涙が溢あふれてきて、その汚れと混じり、濁にごった雫しずくになる。顎あごを伝って、床に落ちた。

「あのとき、まっすんは、私を消してと願いました。でも、私は消えなかった。確かに、私は誰だれにも見えていないけど、本当に消えてしまったわけじゃない。上う手まく言えないけど、私はまだここにいる。私の意識はまだちゃんと存在してる。どういうことなんですか？」

「安あ住ずみ真ま澄すみはちゃんと消したさ」

　九いちじくは、つまらなそうに言った。あるいは、つまらなそうなフリをして、彼女は言った。

「野の田だ増ます美みは安住真澄になりたいと願い、私たちはそれを叶かなえた。その上で安住真澄を消してくれと願ったんだ。当然、そのときの安住真澄が消える」

　少女はそれを聞いて、顔をくしゃくしゃにした。涙は止まらない。

「酷ひどい顔だな」

　言って、一にのまえは、ティッシュの箱を差し出した。

　しかし、少女は受け取らず、手でごしごしと顔を拭ぬぐっただけだった。

「悪魔との契約なんて、そんなものだよ。ほら、碌ろくでもないだろ？　だから、やめておけよ」

　九いちじくはそれだけ言うと、仮か眠みん室しつのほうへ引き返そうとする。

　寄りかかっていたあまりあがズルズルと引ひき摺ずられた。

「放せよ、お前」

「一緒に寝ましょう、九いちじくちゃん。って言うか寝かせないわ！　一にのまえ、あんた気を利かせてどっか行きなさいよ」

　しっしっ、と、あまりあは一にのまえに追い払う仕し草ぐさをする。

「離れろ！　クソ、何で私の周りはバカばっかりなんだ！」

「九いちじく、そのセリフは、もっとこう、投げやりに『バカばっか』って言わないと。ホシノさんふうに」

「死しね！　お前はもう、死んでしまえ！」

「簡単に死ねとか言うなよ」

　一にのまえは言って、ケラケラと笑った。

　それは、日に本ほんという国で最も有名な教師のセリフをパロディにしたものであったが、九いちじくは当然、知る由もなく、ただ、心底うんざりしたように顔を歪ゆがめた。

「あの！」

　少女がそこで、再び声を上げた。

　九いちじくは振り向く。

「何だ、お前、もう帰っていいぞ。気も済んだだろ？　野の田だ増ます美みは自滅したんだ。今更復ふく讐しゆうも何もないだろ」

　そして、また少女に背を向ける。

　しかし、少女は一歩踏み出して、声を張った。

「願いを叶かなえてください。契約します」

「考え方を変えてみろ。そのままでも、自由気ままだろ？　受験も就職もない。いいことじゃないか」

「願いを叶えてください。あなたたちの仕事なんでしょ？」

「悪魔は気まぐれなんだよ。仕事熱心な悪魔なんかいないんだ」

　それを聞いた一にのまえは「僕ぼく、僕」と自分を指差している。

「お前は救いようのないバカなカラスだ」

「願いを叶えてください」

　少女はひたすらに食い下がる。

「魂を貰もらうぞ？　いいのか？」

「構いません」

　その強い言こと葉ばに、九いちじくは、頭を掻かき、小さく首を振った。

「……そうまでして何を叶かなえたいって言うんだ」

「まっすんを……、まっすんを助けなきゃ」

　九いちじくは、一瞬、あっけにとられた顔をさらし、それから少女を睨にらみ付ける。

「懲こりない奴やつだな。お前は何も分かってない。お前は、」

「違いますッ！　違うんです……、わ、私は、ま、まっすん、く、ぅ」

　少女は俯うつむき、歯を食いしばっている。何かを説明しようとして、口を開くが、ガタガタと震えるばかりで、意味のある言葉になることはなかった。

　九いちじくは溜ため息いきをついた。そしてその手には、いつの間にか古めかしい羊よう皮ひ紙しと鋭するどいナイフが握られている。面めん倒どうくさいなぁ、と呟つぶやいて、

「お前の願いを聞こう」

　少女は顔をあげた。汚れた顔に涙の跡が残っている。唾だ液えきを嚥えん下げし、呼吸を整え、

「あの日、私がまっすんを助けなかったことにしてください」

　幾いく分ぶんか震える声で、少女が言った。

「あの日？」

「小学三年生のとき、まっすんの貯金箱が壊こわされたんです」

　…………。

　……。



    

  









    
      




　第九一話エピローグとプロローグと

　　‐retake‐





　二年六組の教室。

　ざわざわしていて、うるさい。

　担任の大おお沢さわ教諭は、窓まどの近くに椅い子すを置いて座っている。かなりの高齢で、その髪の毛は半分以上が白はく髪はつになっている。眉まゆが長くて、そして垂れ下がっているせいか、どことなくおっとりした老犬を思わせる。

　開け放たれた窓から初しよ夏かの風が、するりと教室の中に入っていった。

　夏の到来を告げるセミたちの輪りん唱しようが、緩ゆるやかに流れている。

　黒板には「議ぎ題だい」と書かれている。

　白いチョークがカツカツと音を立てて欠かけていく。

　チョークを握っているのは、安あ住ずみ真ま澄すみだった。

　あまり長くない髪の毛を左右に分けて短い三つ編みにしている。首くび筋すじに薄うすく汗あせをかいていた。制せい服ふくのスカートの下にジャージを穿はいている。

　安住真澄は少し背せ伸のびをして、黒板の上のほうから文字を並べていく。

　前まえのほうに座る男子がぼやいた。

「何でジャージなんだよ」

　安住真澄はじろっと睨にらんだ。かなりの迫力だった。

　チョークを振りかぶり、そして投げた。

「イッテ！　マジで投げるなよ」

「セクハラ野郎にはチョークを投げてもいいんだって、生徒手帳に書いてある」

「ますみん、カッコいい」

　女子たちの声援が上がる。

　安住真澄は手をあげてそれに答えた。それから、その手を教きよう卓たくにドンとつく。

「そんじゃ、今から、文化祭の出し物についての話し合いを始めるよ。文化祭は夏なつ休やすみ明けだけど、準備は夏休み中から始めるから、早めに決めないと後で大変なんだから。とりあえず、展てん示じ、演えん劇げき、喫きつ茶さ店てんなんだけど、やりたいものある人？」

　すると、こういう場面にしては珍めずらしく手が挙がった。

「はい、野の田ださん」

　安住真澄が指差した。

　野田増ます美みは、ゆっくりと席を立った。彼女はこの春から、安住真澄のいるこの教室に転入してきたばかりだ。しかし、この地元で、彼女のことを知る者は多い。彼女が幼少期に父親から受けていた虐ぎやく待たいのことがあるからだ。

　野の田だ増ます美みは、自らその事実を公表し、助けを求めた。幼おさない子供にとって、それはどれほど勇気のある決断だったのか。しかし、野田増美は自分の力で、意志で、その状況から脱しようと試みた。彼女は児じ童どう福ふく祉し施し設せつに長い間預あずけられ、この町からも離れていた。

　野田増美がこの町に戻ってきたのは、彼女がそうしたいと望んだからだった。いわれのない非難を受けることもあった。でも彼女は今、強く生きている。

「渚なぎさとも話したんだけど――」



　野田増美がクラスメイトにゆっくりと話して聞かせている様子を、三つの影かげが見つめていた。電柱の上に佇たたずむ少女と、その少女にベタベタと触る女性と、そして電線に掴つかまる一羽のカラスだった。

「あぁ、九いちじくちゃんは、柔っこくて、小さくて、いい匂においがして、はふん、食べちゃいたい」

「触るな、あまりあ、息を吹きかけるな、ひやん」

　九いちじくと呼ばれた少女は、ほとんど足場のない電柱の上で、じたばたと暴れた。黒いワンピースを着ている。その上、この暑あつさの中、黒いニーソックスまでも穿はいていた。肌はだは白い蝋ろうのようだ。キラキラ光る銀色の髪をショートにまとめている。ただ左側の一部分だけを伸のばしていて、そこを編み込み、リボンを巻き付けていた。

　あまりあという女性は、そんな少女に、後ろから覆おおいかぶさるようにしている。彼女もまた新しん雪せつのような白い肌をしている。ふんわりとした金こん色じきの髪。ぴったりとしたライダー・スーツに全身を包み、ボディ・ラインを強調している。抜ばつ群ぐんのスタイルだった。張り出した形のいい胸むね、くびれた腰こし、スラリとした脚。

　電線に掴るカラスは、

「アホー」

　と、一声、鳴いた。

「殺すぞ、一にのまえ？」

「ジョークだよ」

　一にのまえと呼ばれたカラスが答える。世にも不ふ思し議ぎな喋しやべるカラスだ。黒い艶つやのある羽はね、右の足にドクロの指ゆび輪わを嵌はめている。

「お前、何で、カラスなんだ？」

　九いちじくが首を傾かしげる。銀色の三つ編みと、黒いリボンが揺れた。

「だって場所がないんだもん」

　拗すねたような声で一にのまえは言った。そして、教室の中を見み遣やる。

　九いちじくも同じように、教室の中に目を向けた。

　九いちじくに抱き付いているあまりあは、そんな二人の様子を見て、首を傾かしげた。

「あんたたちって、いっつも、こうやってその後の様子とか見に行ってるの？」

「別に」

　九いちじくは短く答えた。

「ふーん、まぁ、いいけど。そう言えばさ、あの子、野の田だ増ます美み？　あの子と最初、どんな契約を交わしたわけ？　一個以上のお願いごとは叶かなえちゃダメなんだゾ」

　最後のほうは、九いちじくに向けて喋しやべりながら、あまりあは、つんつんとその頬ほおをつついた。九いちじくは、途と端たんに忌いま々いましそうに顔を歪ゆがめる。

　答えたのは一にのまえだった。

「ちょっとした暗号を解とかされたんだ」

「暗号？」

「ごく初歩的な、シーザー暗号さ」

「シーザー暗号、ねぇ」

「ドレッシングじゃないよ？」

「分かってるわよ」

「ユリウス・カエサル。英語読みでジュリアス・シーザー。三頭政治に、ガリア遠征、クレオパトラに惚ほれていた。最さい期ごはブルートゥスに暗殺されたがね。『ブルートゥスお前もか』は名めい台詞ぜりふだ。そのシーザーが初はじめて使った暗号だと言われているからシーザー暗号と言う。具体的に言うとだ、アルファベットとか規則性のある文字列を、いくつかずらして文字を置き換える暗号のことだよ。それだけだと単純だから、普通は送り手と受け取り手だけに分かる特殊なキーワードを含ふくめるもんだが、まあ、野田増美が用意したのはすごく単純な初歩も初歩のシーザー暗号だった。僕ぼくにかかれば、ほとんど瞬しゆん殺さつ」

「ふーん。で、どんな文章だったの？」

「LQILQLWHFRQWUDFWだ」

「何それ？」

「三文字ずつアルファベットがずれてるだけ。普通の単語に並べるとinfinite contractになる」

　それを聞いて、さすがのあまりあも不快そうな顔をした。

「そうだ、無限の契約書だよ」

　九いちじくは、一にのまえの失態を責める口く調ちようで言い切った。

　無限の契約は、文字通り上限がない。それでは契約を交わしたメリットが返ってこない。地上の堕だ落らくは結構なことだが、その人物、一人にいつまでもかかずらっていなければならない。永遠の命など望まれでもした日には終わりがない。いや、寿命が永遠と言うだけでなく、絶対に死なない身体からだという望まれ方をしたら、それが一番厄やつ介かいであった。

　契約者がいつまでも死んでくれないのは困るのに、殺そうにも、殺せない。悪魔の契約は絶対だ。その点、人間の悪徳業ぎよう者しやより悪魔のほうがよほど信用に足る。

「何がバカと言って、このバカ、最悪なことに本来の契約書の裏側にそれを書きやがった。拇ぼ印いんを押したら、それで契約が結ばれてしまうのに、だ！　この大バカ野郎」

　九いちじくは一にのまえの失敗を苦にが々にがしく吐はき散らす。

「そんなにバカバカ言わなくてもいいじゃないか、傷付くだろ？」

「何だ、バカ。偉えらそうに口答えするなバカ。お前なんか一億万回バカと言っても、もうあと一億万回言い足りないバカだよ」

「ずっと言ってる間にきっとカバになってるね」

「殺されたいのか？」

「悪かったよ。僕ぼくの落ち度だ。暗号に気を取られてて、一文字ずつ並べるだけだったから、意味なんか考えてなかったんだ」

「infiniteで気付くべきだと思うがな」

「だから、悪かったって。反省してる。僕だってinfiniteで気付きたかったよ。The Infinite神様なんて、縁起の悪い」

「反省だと？　悔い改めれば罪つみは許ゆるされるとでも思ってるのか？」

「彼はそう教えているよ。その割に、たくさん殺してるのは、どういう了見だろうね？」

　一にのまえは笑った。

　九いちじくは心から蔑さげすむように一にのまえを見み遣やった。

「ねぇ、ところで」

　と、あまりあが言った。

「まぁ、どうでもいいんだけど」

　と、前置きをする。手は、九いちじくの胸むねの辺あたりを上じよう下げしている。引っかかりがないので、実に滑なめらかに上下する。

「あんたたちはまず、野の田だ増ます美みと契約をした。そして、野田増美は、安あ住ずみ真ま澄すみになった。本物の安住真澄は名前を失い、誰だれでもなくなってしまった。新しい安住真澄は、安住真澄を消せと願った。結果、自分が消えてしまった。元もと々もとの安住真澄は誰でもなくなり、誰にも見えないままさ迷っていて、あたしが、あんたたちのところに連れていった。そこで新たな契約を結んだ。野田増美と接近した事件そのものをなかったことにしてくれ、あの子はそう願った」

「何だよ、ややこしいな」

　九いちじくは、少しも考えたくない、とばかりに吐き捨てる。

「それがどうしたんだ？」

　一にのまえが言った。

「で、これよね？　未来が書きかえられた」

「あぁ、そうだ」

　九いちじくがどうでもよさそうに頷うなずく。

　そしてあまりあは言った。

「それってつまり、この未来では、二人とも悪魔と契約することはなくなるってことなんじゃない？　言ってみれば、タダ働き。骨折り損のくたびれ儲もうけ？　魂は貰もらえないし、結果的に人助けした、みたいな？」

　一瞬、場は静しずまり返った。途と端たんに周囲の音が大きくなって聞こえる。セミの鳴き声、遠くのほうからする工事現場の音、プール・サイドではしゃぐ生徒たちの声。

　一にのまえはぽかんと間抜けな顔をさらし、そして、叫んだ。

「オー・マイ・がッぐうぅ!!」

　いや、叫ぶ途と中ちゆうで、九いちじくと、あまりあに嘴くちばしを押さえられ、首を絞められ、吊つるし上げられていた。バサバサと翼を羽ばたかせ抵抗を示す。

「し、死しぬ、絶命する……」

「「今、何て言おうとした？」」

　二人は強く、一にのまえに迫る。

「や、やだなぁ、コンブだよ、コンブ。ハハハ」

　笑い声は空虚に響いた。

　それから一にのまえはゴホン、と、体てい裁さいをつくろうために咳せき払ばらいをして、

「にしても、野の田だ増ます美みも安あ住ずみ真ま澄すみもよくやるよな？　悪魔を騙だますなんてさ」

　言って、九いちじくを見上げた。



　と。

　九いちじくは一にのまえの言こと葉ばに、一瞬だけ、甘い甘い黒くろ飴あめのような丸い瞳ひとみを見開いた。単純に、驚おどろき、ともとれる。あるいは、何かの悪戯いたずらが成功し、でも知っているのは自分だけ、それを改めて自覚した、そういう表情にも見える。

　さて、どちらだろう？　それとも……。

　銀色の髪の左側だけ伸のばされた三つ編みと、そこに巻かれた黒いリボンが風に揺れた。

　そして、それは、もしかしたら、すごく珍めずらしい瞬間なのかもしれなかった。彼女がそうするのは、甘いものを食べているときだけなのだから。

　九いちじくは一にのまえに向かってゆっくりと言った。

「あぁ、そうだな」

　優やさしく微笑ほほえみながら。



    

  









    
      


あとがき



　初めまして、二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。新人です。

　本書は、悪魔の少女「九いちじく」と、使い魔のカラス「一にのまえ」に出会った人々の短編集となっております。彼らがメインキャラでありながら、彼らと出会った人々が主役（語り手）、という、ライトノベル的には、やや変則的な作品だそうです。なので、毎回、語り手が違います。主に三編収録されております。話数表記が飛んでいますが、誤記ではありません。

　各話それぞれ、ミステリー風な作品となっております。がっつりミステリー小説でもなく、不ふ思し議ぎなお話になりました、かな？　偉大なる短編小説の名手、阿あ刀とう田だ高たかし先生に倣ならうなら「あらゆる小説はミステリー」なので、ざっくりミステリーということで。ページを捲めくるたびに「え、これ、次どーなんの？」と、思っていただければ幸いです。そういえば、氏は、自信作は短編集の二番目にもってこい、とも仰っていたはず。ということは、本書でいうと「一一九話」ですな。なんて。

　語り手はみんな、上手に生きるのが少し苦手です。たとえば、誰だれもが当たり前のようにエスカレーターにひょいひょいと乗っていくのに、自分だけ、あの流れる階段のタイミングに合わせられない、そんな人々です。背後から舌した打ちが聞こえます。それが怖こわくて無理やり飛び乗ったり、あるいは逆走したり、そのまま立ち竦すくんでしまったり……。

　生きるのって難むずかしい。だから、小説とかが必要なんですよ。きっと。

　なのに、悪魔の少女ときたら、やたらに不機嫌で、喋しやべってくれません。甘いものばかり食べています。メタボと虫歯に気をつけなきゃ。使い魔のカラスは、ちょっと喋りすぎです。軽くイラッとします。二人――一人と一羽（？）、は人間界で探たん偵てい事じ務む所しよを営んでいます。どうひいき目に見ても繁盛しているとは思えません。所長がやる気ないんですもん、繁盛するはずないですよね。今後はどうなることやら……。

　では最後に。

　担当様、編集長様、編集部の皆様、選考委員の先生方、本書に関かかわってくださった皆様、ありがとうございます。

　そしてイラストレーターの山やま本もとケイジ先生、華麗なるイラスト、惚ほれ惚ぼれいたしました。九のイラストを初めて見たときは感動しました。ありがとうございます。

　また、本書執筆にあたり『世界毒舌大辞典』Ｊ・デュアメル著／吉田城訳（大修館書店）、『中原中也詩集』（ハルキ文庫）、『檸檬』梶井基次郎（新潮文庫）、『マンガの描き方　似顔絵から長編まで』手塚治虫（光文社）、『半神』萩尾望都（小学館文庫）を、引用・参考文献とさせていただきました。『半神』は読む度に胸むねが締め付けられます。名作です。

　あと、そう、クラゲ。神奈川県を訪おとずれた際は、ぜひ、新江ノ島水族館、通称「えのすい」へ。デートにも最適。クラゲがいっぱい。綺き麗れいです。ではでは。

二階堂紘嗣



    

  
    
      

　著者

　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨受賞作家。

　　映画とロックが好き。



　イラスト

　山本ケイジ（やまもと・けいじ）

　　別ペンネーム「超肉」としても活躍する大人気イラストレーター。

　『半分の月がのぼる空』『シニガミノバラッド。アンノウンスターズ。』（ともに電撃文庫）など代表作多数。

　　画集『半月‐ＨＡＮＧＥＴＳＵ‐（山本ケイジ名義）』『新月‐ＳＨＩＮＧＥＴＳＵ‐（超肉名義）』（メディアワークス）も刊行。



    

  
    
      

ナインの契約書

-Public Enemy Number91-



発行日　　２０１０年５月21日

著　者　　二階堂紘嗣

イラスト　山本ケイジ

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



cHiroshi Nikaido



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ナインの契約書　-Public Enemy Number91-』（２００８年11月30日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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